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は し が き 

 

 本報告書は、国立教育政策研究所「調査研究等特別推進経費」による研究プロジェクト

の一つである「理科及び算数・数学の到達度とそれに影響を与える諸因子との関連に関す

る定点調査研究」（略称:理数定点調査研究プロジェクト）での平成 16 年度小学校 5 年生に

対する調査についての集計結果の報告である。なお、理数定点調査研究プロジェクトは、

旧国立教育研究所科学教育研究センターが中心になって行ってきたが、平成 13 年１月の改

組再編により、本プロジェクトを担当している研究官のほとんどが教育課程研究センター

基礎研究部に所属することになったので、同センター基礎研究部が中心になって平成 17 年

度まで継続して調査研究を行うことになる。 

 理数定点調査研究プロジェクトは、平成元年度以来実施してきた理数長期追跡研究の継

続・発展研究と言うべきものである。理数長期追跡研究では、東日本の 5 地域に限定して

小５から高 3 にかけて学校での追跡研究を、さらに高等学校卒業後 2 年および６年たった

卒業生に対して郵送票による調査を実施し、理数に対する好き嫌いや科学に対する価値観

などいろいろな視点からのデータを収集・分析し、毎年報告してきた。 

 理数定点調査研究プロジェクトでは、今後見込まれる教育課程の移行による影響や社会

的な影響を把握するため、小 5、中 2、高 2、高等学校卒業生を対象として、更に調査デー

タを収集・分析していくことになった。定点調査では 4 年ごとに同一学年でのデータを、3

年ごとに同一年齢集団の追跡データを収集・蓄積し、その調査結果を、これまでの調査デ

ータと比較することで、例えば理数の好き嫌いの変化など新たな影響を把握することがで

きるものと考えている。 

 本報告書では、昨年の 8 月下旬から 11 月末にかけて実施した小学校 5 年生に対する調査

の第 1 次集計について報告する。今年度は 35 小学校において調査を実施した。分析に当た

っては、主として、1989 年度と 2000 年度の同一小学校 5 年生に対する調査と比較すること

とした。 

 予算面、運用面については多くの方のご協力やご支援をいただいた。特に、調査実施に

あたっては、岩手県、宮城県、福島県、茨城県、山梨県の各教育センターに多大のご支援

を戴いた。また、調査に回答してくれた諸氏、さらに関係の各位のご援助を頂戴した。そ

れに加えて、小川友子さん、高野登代子さんらの手によって文書処理やデータの入力など

がなされた。これらの方々に感謝申し上げる次第である。 

 

平成 17 年 3 月                    研究代表者 

                              三 宅 征 夫 



 

平成 1６年度 研 究 委 員 一 覧 

 

 

   【国立教育政策研究所】 

  教育課程研究センター基礎研究部長       三  宅  征  夫 （代表） 

  研究企画開発部企画調整官        河  合      久 

  教育課程研究センター基礎研究部総括研究官      小  倉     康 

  教育課程研究センター基礎研究部総括研究官      五  島  政  一 

  教育課程研究センター基礎研究部総括研究官      猿  田  祐  嗣 

  教育課程研究センター基礎研究部総括研究官      瀬  沼  花  子 

  教育課程研究センター基礎研究部総括研究官      鳩  貝  太  郎 

  教育課程研究センター基礎研究部総括研究官      松  原  静  郎(調査責任者) 

  教育課程研究センター基礎研究部主任研究官      安  野  史  子 

  教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官  田  代  直  幸 

  教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官  清  原  洋  一 

  教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官  日  置  光  久 

  教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官  長  尾  篤  志 

  教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官  吉  川  成  夫 

教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官  笹  尾  幸  夫 

  教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官  石  橋      篤 

  教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官  呉  屋      博 

 教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官  小  玉  秀  史 

 教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官  立  花  正  男 



 

 

 

 

   【教育センター等】 

  岩手県立総合教育センター 科学産業教育室長       神  部  謙  二 

  宮城県教育研修センター 指導主事        門  脇      卓 

  福島県教育センター 主任指導主事       滝  沢  玲  子 

  茨城県教育研修センター 指導主事        陶      慶  一 

  千葉県教育庁教育振興部 管理主事        川  上      純 

  山梨県総合教育センター 研修主事        雨  宮     貴 

 

 

 【小・中・高等学校，大学】 

  東京都武蔵野市立第四小学校 教頭       大  谷     明 

  成城学園初等学校   教諭       島  田     功 

  筑波大学附属中学校  教諭       大 根 田    裕 

  東京都新宿区立四谷中学校  教諭       新  田  正  博 

  東京学芸大学附属大泉中学校 教諭       福  泉  悦  也 

  東京都立大学附属高等学校  教諭       越  智  景  三 

  東京都立向丘高等学校  教諭       小 松 原 茂 美 

星槎大学    教授       下  野      洋 

大阪教育大学 教育学部  教授       狭  間  節  子 

山梨大学 教育人間科学部  学部長       堀      哲  夫 

 



調査結果の概要 

 

 本調査では、５地域の公立小・中・高等学校の児童生徒及びその卒業生を対象に調査を

実施している。今年度は小学校第５学年の生徒を対象とした調査を実施した。 

 今回の調査では、1989 年度及び 2000 年度に実施した同一小学校での調査と比較して以下

のような結果が見いだされた。なお、この間 2 回の教育課程の改訂を経ているが、調査項

目は原則として同一内容で調査を実施している。 

 

・ 理科問題については、1989 年度調査の正答率が 51.7％、2000 年度調査は 43.7％、今回

の調査では 43.5％であり、2000 年度と今回の正答率はほとんど変わらなかった。10％ポ

イント以上差のあった項目は、正答率が下がった 1 題だけだった。（Ⅱ.１） 

・ 算数問題については、1989 年度調査の正答率が 58.6％、2000 年度調査は 55.9％、今回

は 55.1％であり、理科と同様に 2000 年度と今回の正答率はほとんど変わらなかった。

10％ポイント以上差があったのも、理科と同様に 1 題だけだった。（Ⅱ.２） 

・ 全教科、算数、理科のいずれの場合も、学校外での週あたりの学習時間は 1989 年度調

査と 2000 年度調査の間でやや減ったが、2000 年度調査と今回の調査では大きな変化は

なかった。算数の成績と好き嫌いはいずれも好ましい方向に変化していた（Ⅱ.3.1.1） 

・ 進学動機としては、将来つく職業との関連を考慮する生徒の割合が 1989 年度から調査

ごとに増えて今回 48％になり、成績や興味によって決めるとする割合が減った。また、

将来の職業の希望を持っている割合の合計が今回増えて 69％になった。（Ⅱ.3.1.2） 

・ 理科の授業では、板書をノートに写す活動が増え、ノートのとり方を重視する傾向が見

られた。また、科学と生活との関連を説明する授業が徐々に増えてきた。（Ⅱ.3.2.1） 

・ 算数では、いろいろなとき方の教授活動が今回増えた。数学と生活との関連を説明する

授業は 2000 年度には増えたが、今回は 2000 年度と変わらなかった。（Ⅱ.3.2.2） 

・ 算数を面白いとする割合は今回大きく増え 67％になった。一方、理科が面白いとする割

合はこれまでとほとんど変わらなかったが、その割合は 82％と大きい。この傾向は中学

校での理数が面白いや小・中での理数の好き嫌いの項目と同様であった。（Ⅱ.3.3.1） 

・ 科学の価値に関しては、すべての項目で今回の調査では 2000 年度調査に比べて肯定的

な意識が増えた。科学の害の面に関しても、多くの項目で今回の調査と 2000 年度調査

の比較で科学に対してより肯定的に捉える傾向が高まっていた。（Ⅱ.3.3.2） 

・ 概数や平均といった算数に関する用語と、発芽や酸素といった科学に関する用語の意味

に関しては、平均と酸素の性質について正答率がかなり小さくなった時期があった。教

育課程の改訂により学習時期が小学校６年に移行したためと考えられた。（Ⅱ.4.1） 

・ 臓器移植と脳死に対しては、2000 年度調査で一旦脳死を認め移植を推進する意見が増え

たが、今回の調査では 1989 年度調査と似た意識に戻った形となった。（Ⅱ.4.2.1） 

・ 科学研究の主要な目的では、1989 年度調査に比べ 2000 年度調査で技術的な目的の割合

が 15％程度減り、科学的な目的の割合が増え、今回も同様の結果であった。（Ⅱ.4.2.2） 

・ 算数学習の理由では、社会で役立つとする回答を選ぶ児童がこれまでと同様に 6 割を占

めた。コンピュータでは、算数で使わない方がよいとする回答が増えた。（Ⅱ.4.2.3） 
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1.研 究 の 概 要

1.理 数定 点調査 研究概要

1.1研 究の 目的

第15期 中央教 育審議会答 申におい て も科学教育 の重要性 が うたわれて い るが,現 状 を

把握 し,問 題 点 を探 るために はそ の基礎 とな る調査 デー タが必要 とな る。我 々 は,主 と し

て理科 お よび算数 ・数学 の到達度 とそれ に影 響 を及 ぼす と思われ る諸 因子 に関 して,10歳

か ら10数 年間 の経年調査 を行 うことに よ り,小 ・中 ・高 ・大学 お よび社 会人 に至 るまで

の,到 達度や科 学的態度 に対す る諸 因子の寄 与お よび変 化 につ いて の分析 を試 み る 目的 で,

平成元年度 か らこれ まで東 日本 の5地 城 に限定 して小5か ら高3に か けて学校 での追跡 調

査 を,さ らに高校 卒業 後2年 お よび6年 を経過 した卒業 生 に対 して郵送票 に よる調 査 を実

施 し,理 数 に対す る好 き嫌いや科 学 に対す る価値観 な どい ろい ろな視点 か らのデ ー タを収

集 ・分析 して きた。

本調査研 究 の 目的 は,今 後見込 まれ る教育課程 の移行 に よる影 響や社会 的な影響 を把握

す るため,さ らに調査 デー タを収 集 ・分析 してい くこ とに ある。 これ まで蓄積 してきたデ

ータを利 用 して
,ど の よ うな変化 が見 られ るかを把握す るために,こ れ まで と同様 の地域

で,多 くの質 問が同 じとな る よ うな調 査 を実施 して い くことに よ り,そ の変化 を見出す こ

とので きる基礎 デー タ を得て い くこ とが重要 であ る。蓄 積 してきた調査デ ー タ と,こ れ か

ら集 めてい く調 査結果 と比較す るこ とで,例 えば理数 の好 き嫌 いの変化 な ど新 たな影響 を

把 握す るこ とがで きる と考 えてい る。

なお,こ れ までの 学校段階 での調査 の分析 結果か ら以下 の よ うな こ とな どが見 出 され て

い る。

・ 理数 の 問題 項 目,態 度 に関す る質問項 目な どいず れ におい て も,数 年 を隔て て も同一

学年 の多 くの反応 率 が似 てお り,成 績 や態度 の変化 は少 なか った。

・ 理 科得 点を3段 階評 価し,前 学年 と比 較して変化 がなかった割合 は7割 程度 であった。

・ 同一 問題 を異なる学年 で実施 した結 果
,よ り低 学年 で正答 した児童 生徒であって、より高 学年

でも正答する割合 は,全 体 の正答 率より10%高 い程度 であった。

・ 理数問題 に関 して は,と もに男女差 は少 なか った。

・ 高校 では成績 のの びが理数
,読 み ともに小 さか った。

・ 理数 の好き嫌いにっいては,学 年 が進 むと学習 内容 が多いとする意識 が増 え,そ れとともに嫌

いが増える傾 向が見 られた。一 方,教 育課程 が改 訂されたことで、中学 校での学 習内容 が削減

されても,学 習 内容が多いとする意識 は,改 訂前の同一学年 に比べて増 えていた。

・ 好 き嫌 いな ど男女 差が見 られ る場合
,男 子 の方 が好ま しい こ とが多い が,数 学 問題 の解

決過程 を評価す る点な どでは女子 の方が男 子 よ りも好 ま しか った。
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・ 小 学 校 から中学 校 や 中 学 校 から高 等 学 校 へ と学 校 が変 わ る段 階 で は
,(質 問 項 目で の)理 科

の成 績 と好 き嫌 いとの相 互 の影 響 が 大 きくなり,前 の学 校 段 階 からの影 響 は 同一 学 校 段 階 の前

学 年 より少 なかった。

・ 小 学 校 一 中 学 校 間
,中 学 校 一 高 等 学 校 間 で 理 科 を面 白 い とする割 合 の変 化 は全 体 として

25%以 下 であ り,ほ とん ど変 化 の な か っ た 場 合 も含 め 、 個 人 で追 うと半数 に近 い生 徒 の意

識 が変 化 していた。また,小 学校 一中 学 校 一高 等 学 校 を通 して3分 の2の 意 識 が変化 してお

り,理 科 に対 す る意 識 を変 える余 地 ありと考 えられ た。

・ 教 師 主 導 の授 業 が 学 年 進 行 と と もに 強 ま っ て い た
。

・ 興 味深 い 授 業 が 科 学 の 価 値 を よ り よ く評 価 す る の に 影 響 して い る
。

・ 科 学 研 究 の 目的 と して は ,ど の学 年 で も事 実 の発 見,分 析 とい っ た 科 学 的 な側 面 と,幸

福 な 生 活 の 手 段 の提 供 とす る技 術 的 な 側 面 の 回 答 が ほ ぼ 半 数 ず つ で あ っ た。

1.2調 査 対 象 校 お よび 調 査 時 期

今 年 度 の 対 象 地 域 と して は 次 の5県 の各1地 域 で あ り,そ れ らの 地 域 に あ る公 立 小 学 校

が調 査 対 象 校 と され た 。 な お,対 象 学 校 は これ ま で 理 数 長 期 追 跡 研 究 に お い て調 査 を 実 施

して い た だ い て き た 学 校 で あ る。

調 査 県:岩 手 県,宮 城 県,福 島 県,茨 城 県,山 梨 県

調 査 時 期:8月 下旬 か ら11月 末 日ま で の約3か,月 間

1.3調 査 内 容

調 査 内容 と して は,表1に 示 す とお り児 童 に対 して3調 査(7種 目)が あ る。

そ れ ぞ れ の 調 査 内 容 毎 に 時 間 を 区 切 り,全 体 で3校 時 を 使 っ て 調 査 を 実 施 す る。 調 査 の

回qは,い ず れ も5肢 選 択 形 式 に よ る。 各 調 査 の 調 査 時 間 に つ い て は 「2.平 成16年 度

調 査 の 概 要 」 の表2を 参 照 の こ と。

表1本 調 査 の 内容

対象 調 査 内容 お よび 項 目数

児 童 理 科 問 題 理科 問題20問

算 数 問 題 算数 問題20問

児 童質 問紙1学 習環境,進 学観 ・就職 観 各10問 程度

理科 の学習,算 数の 学習 各10問

児童 質問紙H態 度(理 数 の学 習,価 値観,情 報化,社 会環境 な ど)

40問

児童 質問紙 皿 読み 問題20問

科学観,算 数 ・数 学観15問
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1.5対 象 児 童 ・生 徒 お よび 調 査 年 次 計 画

本 年 度 は表2の 集 団Dの 小 学 校 第5学 年 を対 象 と した。 な お,表 に は理 数 長 期 追 跡 研 究

の年 次計 画 も併 せ て示 した 。

表2調 査 年 次 計 画

理 数長期 追跡研究 理 数定点調 査研 究

年次 年度 調査 集 団3集 団2集 団1集 団A集 団B集 団C集 団D課 程 改訂

11989高2◇ 中2◇ 小5◇

21990学 校 で 高3◇ 中3◇ 小6◇

31991の 質 問.高1◇ 中1◇

41992紙 卒後2高2◇ 中2◇ 小学校

51993調 査.高3◇ 中3◎ 中学校

61994一 一 高1◎ 高校1年

71995一 卒後2高2◎(中2◎)'高 校2年

81996各 個人 卒後6一 高3◎ 一(小5◎)高 校3年

91997に 対す 一 一 .一 。

101998る 郵送 一 一 卒後2(高2◎)一

111999票 調査 一 卒後6 一 一(中2◎)

122000卒 後10一 一 一 一 小5◎

132001一 .卒 後2一 一

142002一 卒後6.高2◎ 一 小 ・中学

152003卒 後10一 一 中2高 校1年

162004..一 小5高 校2年

172005卒 後6卒 後2一 一 高校3年

1)集 団1-3は 理数長期 追跡研 究で の追跡 対象集 団。2)集 団A-Dは 理数定 点調査研 究での各

対象集 団を示す。学年 の後 の◇は 昭和52年 告示の教 育課程 の対象者 を,◎ は平成元年 告示 の 、

教育課程 の対象者 を示す。卒後 とは高等学 校卒業 後 を意 味 し,続 く数値 は卒業 後の年数 を表す。

3)()は 生徒数 に して約 半数 の調査 であ るこ とを示す。

理 数 定 点 調 査 研 究 の 集 団A～ 集 団Dで は,表2に 示 す とお り,4年 毎 に 同 一 学 年 の 児 童

生徒 や 卒 業 生 を対 象 と した 定 点 調 査 とな る と と も に,小5か ら高2ま で,同 一 地 域 の 集 団

が 調 査 対 象 で あ り,追 跡 調 査 と な る。
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2.平 成16年 度 調 査 の 概 要

2.1調 査 目的

小 学 校 第5学 年 に お け る理 科 お よび 算 数 の 到 達 度 と科 学 的 態 度 に 関 す る調 査 を通 して,

そ れ らに影 響 を及 ぼ す 教 育 諸 因 子 等 に 関 して 調 査 研 究 を行 う。ま た,「 理 数 定 点 調 査 研 究 」

の 一 環 と して,以 前 の 小5児 童 と の比 較 が で き,そ の 経 年 変 化 を調 べ る。

2.2調 査 対 象

今 年 度 の 調 査 対 象 で あ る5地 域 の公 立 小 学校35校 に お い て,第5学 年 全 員 を対 象 に,

表1に 示 す 調 査 を 実 施 す る。

表1.調 査 対 象 生 徒 数

対象児 童数

全調 査 を受 けた児童1966名

2.3調 査 時 期

調 査 時 期 は,平 成16年8月 下 旬 よ り11月 末 日の 間 の3校 時 で あ る。

2.4調 査 内 容

児 童 に 対 す る調 査 の 種 類 に つ い て は,表2に 示 す とお りで あ る。 な お,質 問 紙 に っ い て

は 「読 み 」 を 除 い て,時 間 不 足 に よ る無 回 答 を減 らす た め,適 宜 時 間 の 伸 縮 を 可 能 と した。

ま た,調 査 実 施 の 手 引 き を 次 ペ ー ジ に,全 調 査 項 目 と反 応 率 を第 皿 章 に示 す 。

表2.調 査 種 目お よび 調 査 時 間

調査 群 調 査の種類 調査 時間 調査 の種類 調査時 間

A質 問紙1(背 景 ・学習)約15分 算数調 査25分

B質 問紙II(態 度)約15分 理科調 査25分

C質 問紙 皿(読 み)15分 質 問紙 皿(科 学観)約25分
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【平成16年 度 】 理 数 定 点 調 査 研 究 実 施 の 手 引 き

児 童 調 査

[本年 度 の調 査 対 象 学 年 は 小5で す]

(1)調 査 の種 類 と調 査 に要 する時 間 は次 のとおりです 。

ただし,各 時 間 のはじめ に数 分 の説 明 時 間 を見 込 んでください。

調 査 調 査用紙 の色 項 目数 調 査 時間 備 考

調査A質 問 紙1緑 色40題 約15分 表 紙の注意 を

算 数 調 査 緑 色20題25分 読 み上 げる。

調査B質 問 紙II紫 色40題 約15分

理 科 調 査 紫 色20題25分

調査C質 問紙 皿(1～20)黄 色20題15分

質 問紙 皿(21-35)15題 約25分

注)調 査 実施の順序 はこのとおりでなくてもかまいません。

(2)調 査 実施 時 に調 査 用 紙 を配 布 してくだ さい。なお,調 査A及 びBで は調

査 用 紙 が各2部 あります ので,調 査 に合 わせ て順 次 配 布 してください。

(3)調 査 前 に調 査 用 紙 の表 紙 にある注 意 を先 生 に読 み 上 げていただき,続 いて

組 男 生 まれ た月 日 氏 とふ りがなを記 入 させ てください。

(4)回 答 はすべ て五 っ の選 択 肢 から一 っ を選 択 し,そ の記 号 を○で 囲む 形 式 で

す 。はっきりと記 入 させ てください。

(5)(1)の 調 査 時 間 に従 って調 査 を実 施 してください。ただし,調 査 時 間 に"約"

のつ いている調 査 では,進 み 具 合 によって適 宜 時 間 を調 節 してください。

(6)各 調 査 終 了後 は,表 紙 の氏 名 等 がす べて記 入 されていることを確 認 させ て

から,調 査 用 紙 を回収 してください。

◎ 調 査 用 紙 の返 送 にっいて

回収 した調 査 用 紙 は,未 使 用 の用 紙 も含 めす べて同 封 の着 払 い用 紙 を使 ってペ リ

カン便 で11月 末 までにご返 送 くださいます ようお願 いいたします。その際,調 査 対 象

の 企5児 童 の名 簿(名 票)も 指 定 の封 筒 に入 れ,ペ リカン便 に同封 してください。

◎ 調 査 に対 す る連 絡 は下 記 にお願 いいたします。

連 絡 先:153-8681東 京 都 目黒 区 下 目黒6-5-22

国 立 教 育 政 策 研 究 所 松 原 静 郎

電 話+FaxO3-5721-5083
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[平 成16年 度]理 数 定 点 調 査 研 究 調 査 実 施 の 手 引 き

学 校 質 問 紙 ・教 師 質 問 紙

[今 年 度 の 調 査 対 象 学 年 は 小5で す]

① 調 査 の 種 類 と ご 回 答 戴 く 方 は 次 の と お り で す 。

種 類 対 象

学 校 質 問 紙 学 校 長,ま た は,そ れ に 代 わ る 方(例 え

ば,教 頭,教 務 主 任 の 方)

教 師 質 問 紙 調 査 対 象 学 年(小5)の 算 数 ま た は 理 科 を

(履 修 状 況 調 査)担 当 さ れ て い る 先 生 方 全遺 _。

T.T.の 場 合 は お 二 人 と も そ れ ぞ れ 回 答 を

お 願 い し ま す 。

② 回 答 し に く い 項 目 も あ る と は 思 い ま す が,調 査 用 紙 お も て

の 回 答 の し か た に し た が っ て,必 ず 答 え て く だ さ い 。

な お,お 答 え 戴 い た 事 項 に つ い て は,本 調 査 の 目 的 以 外 に

は 使 用 致 し ま せ ん し,個 々 の 項 目 に 対 す る 回 答 者 が わ か る よ

う な 発 表 の し か た は 一 切 致 し ま せ ん 。

③ 各 項 目 に 対 す る 回 答 は 直 接 調 査 用 紙 に ご 記 入 く だ さ い 。

な お,教 師 質 問 紙 中 の 履 修 状 況 調 査 に つ い て は,担 当 さ れ

て い る 教 科 に つ い て ご 回 答 を お 願 い 致 し ま す 。

④ ご 記 入 戴 い た 調 査 用 紙(学 校 質 問 紙;1部,教 師 質 問 紙;

担 当 者 数 分)は,児 童 対 象 の 調 査 用 紙 等 と 共 に,国 立 教 育 政

策 研 究 所 宛 ご 返 送 戴 き ま す よ う お 願 い 致 し ま す 。
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II.調 査 の結 果 と考 察

1.理 科調査 の結果 と考 察

1.1問 題選 択の背景

理科問題 選択 にあたって は、

① 各学年 ともに20題 ずっ 出題 す る こと とし、内容領域 と しては、物理 ・化 学 ・生物 ・地

学の4領 域 それぞれ5っ とし、さらに、これ ら5題 はIEA第1回 国際理科 教育調査 の 目標 分

類 に倣 い 、知識 ・理解 ・応 用 ・高次 の過程 ・実験の5つ の 目標領 域 に1題 ずつ属 す るよ う

にす る。

② 学年 間で共通 の問題 を ローテー シ ョンで配 置す る(表1参 照)。

③ 予備 調査 の正答 率 をも とに、各学年 とも20題 の平均 正答率 が60%程 度 とな るよ うに問

題 の選択 を行 う。

の3点 に基づ き、 問題選 定 を行 った。

表1学 年間共通問題からみた理科問題の構成

物理領域 化学領域 生物領域 地学瞑域 学年間共通問題数

対象学年 知 理 応 高 実 知 理 応 商 実 知 理 応 高 実 知 理 応 高 実 小 小 中 中 中 高 高
識 解 用 次 験 識 解 用 次 験 識 解 用 次 験 識 解 用 次 験5612312

小4鹿5年A1A3A4A5A2A3A1A5A4A2A3A1A5A4A2A3A2A5A4A1

小学6年BIB3A4B5B2B3BIB5A4B2B3BIB5A4B2B3B2B5A4B14

中学1年ClC3C4B5A2C3ClBSC4A2C3ClB5C4A2C3A2B5C4C144

中学2年AID3C4D5B2D3AID5C4B2D3AIDSC4B2D3B2D5C4A1444

中学3年BlC3E4D5E2C3BlD5E4A2C3BlD5E4E2C3A2D5E4B12464

高校1年CID3E4F5F2D3CIFSE4B2D3CSF5E4A2D3B2F5E4C112564

高校2年AIG3G4F5E2C3AlF5G4G2G3BIF5G4B2C3G2FSG4Al322444

高校3年BlH3G4H5F2D3BlH5G4H2C3HlH5G4A2D3H2H5G4B11322444

注)ゴ シ ッ ク 部 分 は 、 今 回 の 調 査 で 実 施 した 問 題 で あ る。

1.2小 学 校 理 科 の 結 果

(1)全 体 的 な 傾 向

こ こ で は 、 全 体 的 な 傾 向 に つ い て の み 述 べ る 。

表2に 、 今 回 実 施 し た 集 団Dと し て の 小 学 校 第5学 年 の 内 容 お よ び 目 標 領 域 別 の 平 均 正

答 率 を 掲 げ た 。今 回 と 同 一 の 問 題 を 、1989年 度 に 集 団1、2000年 度 に 集 団Cを 対 象 と し て 、

そ れ ぞ れ 小 学 校 第5学 年 時 に 実 施 し て い る 。 そ こ で 、 各 々 の 結 果 を 比 較 す る た め に 、 内 容 ・

目 標 領 域 別 の 平 均 正 答 率 に っ い て 、1989年 度 調 査 と2000年 度 調 査 の 結 果 を 合 わ せ て 掲 げ た 。

ま た 図1に 、2004年 度 調 査 に お け る 各 領 域 お よ び 理 科 問 題 全 体 の 平 均 正 答 率 と1989年 度

調 査 お よ び2000年 度 調 査 の 平 均 正 答 率 と の 差 を 算 出 し 、 そ の 差 を グ ラ フ に 表 し た 。
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表2各 調 査 年 次 の 内 容 ・目 標 別 平 均 正 答 率(%)

c目 願 或

調 轍 緬 物 里 僻 勤 騨 織 瑠 魍 融 撒 錨

1989153.955258.938.757.852.558.442.948.85L7

2000C55.437.952.429.140.947.056.335.538.843.7

今回2004D52.938.053.329.843.945.857.13kLO36.6435

注)高 次 とは 、高 次 の過 程 を示 す。

図1内 容領域 ・目標領域における2004年度調査 と各調査との平均正答率の比較

表2お よび 図1よ り、

① 今 回(2004年 度調査)の 全 問題 の平均正 答率 は、44%で あ った。

② 内容 領域 の平均正答 率につ いて は、物理 と生物 の平均 正答率 が53%で 最 も高 く、化 学

38%、 地学30%の 順 となってい る。

③ 目標 領域 の平均正答 率 につ いて は、応 用 が57%で 最 も高 く、理解46%、 知識44%、 実

験37%、 高 次 の過程34%の 順 となってい る。

④2004年 度調 査 の平均正 答率 と1989年 度 調査 、2000年 度調 査 の平均正 答率 とを比較 し

た結 果 、問題全 体 としては1989年 調 査 と比べ て8.2%ポ イ ン ト下回 った。 また、2000年

度調 査 と比べ る と一〇.2%ポ イ ン トとほ とん ど変わ らない。

⑤ 内容お よび 目標 の領 域別 にみ る と、1989年 度調 査 と比べ る と、どの領域 も平均正答 率

は下回 ってい る。 しか しなが ら、前回 の2000年 度 調査 と比べ る と、生物 、地学 、知識、

応 用の各領 域で約1～3%ポ イ ン ト正答率 が上 回 り、物理 、理解 、高次 の過 程 、実験 の各

領 域で は逆 に約1～3%ポ イ ン ト下回 った。 化学領 域 の平 均正答 率は変化 してい ない。

⑥ 今 回の2004年 度調査 を含 めた過 去3回 の調 査結果 を通 してみ る と、1989年 度調査 か ら

2000年 度調査 にか けて理 科の成績 は下 が った ものの、その後 、学 習指導 要領 の改訂 を経

た今回 の2004年 度調査 では理科 の成績 はほ とん ど変 わってい ない。



(2)各 問題 の正答率

図2に は、問題 ごとに2004年 度調 査の正 答率 か ら両調査 年度 の正 答率 を引いた差 を グラ

フに表 した。

図2各 問題 における2004年 度調査 と各調査 との正答率 との差(%)

図2か ら、問題 に よって正答率 の変動 の仕 方 が異 な る ことが わか る。全 体的 な傾 向 とし

ては、1989年 度調査 の正答 率 を基 準 と して、今 回 の2004年 調査 では正答率 が上 がった問題

が4題 に対 して 下が った問題 は16題 で あった。2000年 度 調査 を基準 とす る と正答率 が上が

った問題 は9題 で下 が った問題 は11題 であ る。今 回の調査 で10%ポ イ ン ト以上正答 率が上

が った 問題 は1題 もない。1989年 度調 査 よ りも10%ポ イ ン ト以上正答 率が下 が った 問題 は8

題、2000年 度調査 よ り10%ポ イ ン ト以 上正答率 が下 が った 問題 は1題 であ った。

表3に は、 各 問題 の正 答率 、誤答 率 、複 数 回答 率、無 答率 と ともに3回 の 調査年度 にお

ける履修状 況 を掲 げた。1989年 度調 査の集 団1は 昭和52年 度改訂 の前 々回の学習 指導要領

のも とで学 習 してい たが 、2000年 度調 査 の集 団Cは 平成元 年度 改訂 の前 回の学習 指導要領

のも とで学習 してい た。そのた め、問題 内容 の履 修状 況 を調 べ る と、今 回の2004年 度調査

では、1989年 度調 査 と比べ る と20題 の うち(1)(4)(8)(13)(14)(18)の6題 、2000年 度 調査

と比べ ると20題 の うち(20)の1題 で履修 学年 が上学年 へ移行 してい る。

履 修学年の変更 は正答率 に影 響 を与 える こ とが予想 され 、実際 、2004年 度 調査 にお け る

理科問題全20題 の平均正 答率 は、1989年 度 調査 と比べ て約8%ポ イ ン ト低下 して い るが 、

問題 の履修学年 が上学年 へ と移行 した6題 の平均正答 率 で比べ る と、1989年 度 調査52%に

対 して2004年 度調査 は34%で 、18%ポ イ ン トと大幅 に低 下 してい る。 残 りの14題 の平均

正答率が、1989年 度調査52%に 対 して2004年 度 調査 は48%で4%ポ イ ン トの低 下であ るこ

とか ら、上学年 へ と履修学年 が変更 とな った6題 が理 科 問題 全体 の正答率 の変化 に大 き く



表3各 間 正 答 率 一 小5一

注)履修状況の00年 および04年 の欄 の「←」は89年 あるいは00年 と同じ学年であることを示す。



影響 した ことが わか る。また、前回 の2000年 度 調査 との関係 では、2004年 度 調査 との 間で

履修学年 が さ らに上 学年 に移行 した問題 が 問題番 号(20)の1題 のみで あった こ とが,理 科 問

題全体 の平均正答率 にほ とん ど差 がない とい う結果 にな った もの と思われ る。

前々回の学習指導 要領か らの履修学 年の移 行の影響 を受 けて、正答率 が20%ポ イ ン ト以

上低 下 した問題 としては、 問題 番 号(4)(14)(18)が あげ られ る。

問題番 号(4)は 、地学 の知識 領域 に属す る 「北極 星の位 置」 に関す る問題 で あ る。1989

年 に51%で あった正答率 は、2000年 に15%へ と大幅 に低 下 し、2004年 には24%と 逆 に9%

ポイン ト上昇 してい る。1989年 度調 査 の集 団1で は調査学年 の小学校 第5学 年 に履修 す る

内容 であ ったが、2000年 度 調査 の集 団Cで は履修 学年 が第6学 年 に移行 したた め、未 履

修 の内容 となってい る。 その ため、正答 率の大 幅な低下 と して現 れてい る もの と考 え られ

る。 ちなみ に、今回 の2004年 度調査 の集 団Dで は さ らに中学校 に移行 した内容 とな ってい

る。

問題番 号(14)の 化 学 の高次 の過程 領域 に属す る 「ロ ウソクの消 え方」に関す る問題 も、

1989年 の63%か ら、2000年42%、2004年36%へ と20%ポ イ ン ト以 上正答率 が低 下 してい

る。 この 問題 は履修 学年が小 学校第5学 年 か ら第6学 年へ と移 行 したた め、正答率 の低 下

とな って現 れた もの と思 われ る。

同様 に、問題番 号(18)の 化 学の実験領 域 に属す る 「酸素 の捕 集」 に関す る問題 も、1989

年 の56%か ら、2000年19%、2004年24%と30%ポ イ ン ト以 上正答 率が低 下 した 問題 で あ

る。 この問題 も履修 学年 が小学校 第5学 年 か ら第6学 年 へ と移行 した こ とが、正答 率の低

下 となって現れ た もの と思われ る。

その他 、履修 学年が 上学年 に移 行 した こ とに よ り正答 率の低 下がみ られ る問題 として は、

問題番 号(8)が あげ られ 、1989年 度調査 に比べ て20%ポ イ ン ト近 く正答 率が低下 してい る。

一is一



2.算 数調査 の結 果と考 察

2.1問 題 選 択 の 背 景

「理 数定 点調査 」の前 身である「理数 長期追 跡研 究」の問題選択 の背景 については1989年 の

ブックレット005及 び1990年 のブックレット010に 詳 しく述べ られているが,主 な方針 をあげると次

の通りである。

① 出題傾 向が偏 らないように,IEA第2回 国際数学 教育調査(以 下SIMSと 略す,1980-

1981年 実施)の 「内容 ・目標」の2次 元の枠組 みを採用 した。

② 正答 率の伸 びをみるために,学 年 に共通な問題 を設定 した。

③ 過 去の大規模 調査 と比 較可能 なように,問 題の多くはSIMSか ら選択 した。

④ 問題の難 易度 が適切 であるように,各 学年 の正答 率の平均 が60%に なるように想定し問

題 を選択 した。

ところで,各 学年 の出題 数は20題,し たがって小5か ら高3ま での8年 間で延 べ160題 である

が,こ の中には学年 に共通な問題 が含 まれているので,そ れ らを1題 と数 えると,数 学 ・数 学問題の

種類 は83題 である。この83題 の 中2の 内容 ・目標 領域別 の数 を示 したのが表1で ある。

今 回の調査 対象である小5の 問

題 を内容領 域別 にみれ ば,代 数 が

7題,幾 何 が6題,解 析が3題,

確 率 ・統計が4題 である。

なお,「 理 数 定 点調 査 」におい

ては,基 本 的に「理数 長期追跡研

究」と同じ方針で調 査 を行うが,場

合 によって問題 や 選択 肢 の表 現

を変 えた方がよいという指 摘があり,

結 果:的に問題1と 問題18を 修正

算数問題の種類とその数(題)表1

することとなった。

左 上に示 したのが問題1の 「理

数長期 追跡研 究」における問題で

ある。切 り口の形 を言 葉 ではなく,

図示することが必 要であるという指

摘 に沿 って,左 下 の図 にあるよう

に,選 択肢 アからエをすべて図示

することとした。

この問題 は,本 稿 においては今

後 同一 問題 として扱 うが,以 上の

変 更 に留 意 しておく必 要 がある。

なお問題1は 自作の問題であり,

また,全 学年 共通 に調査 されてい

る問題である。



問題18は 最近の社会 事情から表現 を変えた方がよいという指 摘により「…714m離 れたところで

うったピストルのスター ト音 が … 」を「…714m離 れたところでうった号 砲(ピ ストルのスター ト音)

が… 」と変更した。内容 的な変更ではない。

2.2小 学校 算数の結果

(1)全 体的な傾 向

ここでは,算 数 の全体 的な傾 向についてのみ述 べる。

表2に,2004年 度,2000年 度,1989年 度 の小5の 算数の 「内容 および 目標領 域別の平均正

答率」を,そ の下に,小 学校5年 までに学んだ,ま たは小学校5年 でこれから学ぶ11題 について,

2004年 度,2000年 度,1989年 度 のデータを掲げた。さらに2004年 度と2000年 度の正答率の

差を図1及 び図2と して示 した。なお2000年 度の報告 書では1989年 と1996年 と2000年 に共

通である13校 の児童 のデータを比較 したが,今 回は調 査対象 地域の全 児童を対象とする。

表2目 標 ・内容別平均 正答率(%)一 小5一

これ らか ら,次 のことがわかる。

【20題 の結 果 につい て】

①2004年 度 全 問 題 の 平均 正 答 率 は,55%で あった。

②2004年 度 の 内容 領 域 別 の 平 均 正 答 率 にっ い ては,代 数 が59%で 最 も高 く,幾 何 が58%,確

率 ・統 計 が57%,解 析38%の 順 となっている。

③2004年 度 の 目標 領 域 別 の 平均 正 答 率 にっ いては,計 算 が67%で 最 も高 く,理 解60%,分 析

48%,応 用46%の 順 となっている。

④1989年 度,2000年 度,2004年 の平 均 正 答 率 を比 較 す ると,問 題 全 体 としては ,そ れ ぞ れ



表3各 問 正 答 率 一 小5(35校)一

注)履 修状況の欄の網掛けは,小5の 終わ りまでに履修 しない問題項 目を示す。



59%,56%,55%で あ り,2004年 度 には2000年 に比 べ 差 は1%ポ イント以 内 である。

⑤2000年 度,2004年 度 の平 均 正 答 率 を 目標 ・内容 領 域 別 に比 較 す ると,2000年 度 に比 べ

2004年 度 は上 が った領 域(解 析,他)も 下 がった領 域(代 数,計 算,他)も ある。ただ しい ずれ も

差 は4%ポ イント以 内で ある。

【11題 の結 果 につ いて】

⑥2004年 度 の 全 問 題 の平 均 正 答 率 は,67%で あった。

⑦2004年 度 の 内 容:領 域 別 の 平 均 正 答 率 にっ い て は,確 率 ・統 計 が77%で 最 も高 く,幾 何

69%,代 数67%,解 析44%の 順 となってい る。

⑧2004年 度 の 目標 領 域 別 の 平 均 正 答 率 にっいて は,応 用 が71%で 最 も高 く,理 解68%,計 算

68%,分 析61%の 順 とな っている。

⑨1989年 度,2000年 度,2004年 の 平 均 正 答 率 を比 較 す ると,問 題 全 体 としては,そ れ ぞ れ

67%,68%,67%で あり,い ずれ の年 度 もほ ぼ 同 じである。

⑩2000年 度,2004年 度 の 平 均 正 答 率 を 目標 ・内 容 領 域 別 に 比 較 す ると,2000年 度 に比 べ

2004年 度 は上 がった領 域(解 析,分 析,他)も 下 がった領 域(計 算,代 数,他)も ある。ただし

い ずれ も差 は4%ポ イント以 内で ある。

(2)各 問題 の正答 率

各問題 の反応 率 を表3に 示 した。 また図3及 び表4に,各 問題 の2000年 度 と2004年

度 の正答率 を,「2004年 度 の正答 率ひ く2000年 度 の正答 率」 の値 が大 きい順 に示 した。

これ らか ら,次 の こ とがわか る。

【2004年 度 の結果 につい て】

1)比 較 的やさしかった問題

ここでは,正 答 率 が70%以 上(整 数 値 に四捨 五入)の 問題を「比較 的やさしかった問題 」として

考察する。比較 的や さしかった問題 は,4,8,11,19,20の5題 である。いずれも小5ま でに学んだ,

あるいは小5で これから学ぶ 内容 であるため,高 い正答率 になったのではないかと思われる。

2)比 較的むずかしかった問題

ここでは,正 答率 が50%未 満(整 数値 に四捨 五入)の 問題 を「比較 的むずかしかった問題」とし

て考 察する。比較的 むずかしかった問題 は,1,2,3,7,9,12,17,18の8題 である。この8題 のう

ち,問 題12を のぞく7題 は,い ずれも2000年 度 に比較 的むずかしかった問題 である。問題12に

ついては,2000年 度と2004年 度との比 較において考 察する。

なお問題9以 外は,い ずれも2004年 の調査 時点で未履 修の問題 である。未履修 であることがむ

ずかった主な原因と考 えられる。

【2000年 度と2004年 度との比較 】

正答率の変化 が5%ポ イ ン ト以 上の 問題 は,3題 ある。そ の うち10%ポ イ ン ト以上変化

してい る問題 は1題 あ り,問 題12は2000年 に比べ18%ポ イ ン ト低 くな ってい る。

問題12は 最小公倍 数 の問題 であ り,従 来小 学校5年 で扱 ってい たが2002年 度の学 習指

導要領 の改訂 に よ り小 学校6年 の内容 となった。 これ が正答 率の下 がった 主な原因 と考 え

られ る。
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2000年 度 と2004年 度 の算数 各問正答率 の比較一 小5一図3

1989年 度 と2000年 度 と2004年 度の算数 各問正 答率の 比較一 小5一表4

(3)複 数 回答(ダ ブル マー ク)の 割合

2000年 度及 び2004年 度の特徴 として,1989年 と比較 して問題3及 び 問題17の 複数 回

答(ダ ブル マー ク)が7%ポ イ ン ト以 上増 えた こ とがあ げ られ る。表5は この2題 にっ い

て複 数 回答 の割合 を示 した もので ある。 参考 まで に問題3に つい ては 中学校2年 のデ ー タ

も示 してあ る。

問 題3の 複 数 回答 は1989年 度 は

2%で あ っ た が,2000年 度 は26%,

2004年 度 は23%と 増 えて い る。 な

お1992年 度 の 中学 校2年 は1%,

2003年 度 は16%で あ っ た。問 題17

も 同 様 の傾 向 で,2000年 度 以 降 複 数:

回 答 が 増 え て い る。 問 題 を あ ま りよ

く読 まず に,「2つ 」 とあ るの で 単 純

に2つ の 選 択 肢 を選 ぶ 児 童 ・生 徒 が

増 え て い る と考 え られ る。

表5複 数回答の比較



3.生 徒質問紙調査の結果 と考察

3.1背 景に関する項目

3.1.1学 習環境

(1)家 庭環境に関す る質問

(1)「家庭の蔵書数」

蔵書数については、1989年 度調査 と2000年 度調査では減少 している結果 となってい

るが、2000年 度調査 と今回の調査の比較では大きな変化はみ られ ない。

(2)「家庭学習での家人の助 け」

1989年 度調査 と2000年 度調査では家の人にときどき教えて もらうとする回答がやや

減っているが、2000年 度調査 と2004年 度調査の比較では大 きな変化はみ られない。小

学校5年(以 下、小5と 記す)で は80%を 超 える児童 が、勉強について家の人や家庭教

師の助けを受けている。

なお、中学校2年(以 下、中2)で は、 「だれか らもほ とんど教 えてもらわない」 と答

えた生徒の割合は2003年 度調査で34%、1992年 度調査で40%と 、小5に 比べてかな り

大きかった。



(2)学 校外の学習 に関する質問

(3)「学習塾 ・進学塾通い」

(4)「学習塾以外の習いごと」

学習塾 ・進学塾に通ってい る児童 は、全体の32%で 、2000年 度調査 とほぼ同 じ割合で

ある。学習塾以外 に習い ごとを してい る児童の割合は、2000年 度調査 と変わ らないが、

内容 をみ ると、「スポーツ」が増加傾 向にある。

(5)「学校外の週当た りの学習時間数」

学校外での学習時間(塾 での学習時間を含む)は 「2時 間 ぐらいまで」 と答 えた割合が

どの調査年度でも最 も大 きいが、今回の調査 と2000年 度調査 と比較 して5%ポ イン ト以

上の変化は見 られない。

なお、2003年 度調査の中2と 今回の小5を 比較 した場合、全体的には大きな変化がみ

られ なかった。



(6,7)「学校外の算数ならびに理科の学習時間」

2000年 度調査 と比較 して、算数及び理科の学校外での学習時間(塾 での学習時時間を

含む)に ついては、大きな変化 はない。

ただ し、小5と 中2を 比較 した場合、,算数 ・数学 において 「学習時間が0時 間」 と答

えた児童生徒の割合は中2で6～8%ポ イン ト増加 している。一方、理科では8～10%ポ

イ ン ト程度減少 している。

(3)教 科の成績及び好き嫌 い

(8,9)「自己評価による算数な らびに理科の成績」



今回調査を2000年 度 と比較 した場合、算数 については、 「一番良い」または 「他の教

科 よ り良い方である」 と答えた児童の割合が10%ポ イン ト増加 し、1989年 度調査 と比較

すると15%ポ イン ト増加 している。その一方、理科 については大きな変化は見 られない。

なお、2003年 度調査の中2と 今回の小5を 比較 した場合、 「一番悪い」または 「他の教

科よ り悪い方 である」 と答えた児童生徒の割合が、算数 ・数学で21%ポ イン ト、理科で

15%ポ イ ン ト増加 していた。

(10,11)「 算数 な らび に理 科 に対す る好 き嫌 い」

算数 にっいては、 自己評価による成績 と同様に、 「一番好 き」 または 「他の教科よ り好

きな方である」 と答えた児童が、2000年 度調査に比べ11%ポ イン ト増加 している。ただ

し、算数の成績 とは異な り、1989年 度調査 と2000年 度調査の間には差は見 られない。

理科 にっいては、 自己評価 による成績 と同様 に、2000年 度調査 と比較 して、特に大き

な変化 はみ られ ない。 この よ うな理数 の傾 向は態度 質問紙 において も認 め られてい る

(3.3.1参 照)。



3,1,2進 学観,就 職観

本稿では、2004年 度調査、2000年 度調査、1989年 度調査の小学校5年 の比較を中心 と

して分析を行 う。調査年度について特に断 らない場合は2004年 度調査の ことを示 してい

る。また、必要に応 じて、小5か ら中2へ の変化や、現行の教育課程に移行後の2004年

度小5と2003年 度 中2の 変化についても比較す る。

(1)進 学にっいての項 目

(12)進学計画(希 望)

高等学校を希望 している割合が3割 強で あり、高等専門学校または短期大学まで希望 し

ている割合を合わせると5割 を超 える。大学または大学院まで希望 している割合は4割 弱

である。これ らの数値は、1989年 度調査 とほぼ同 じである。なお、2000年 度調査では 「ま

だ考 えていない」を選択肢 に入れ たことによ り、回答が大きく異なっているので、ここで

は除いた。

(13)進 学校の決め方

進学する学校を決める時、将来の職業 との関連を考慮する割合が48%で 、1989年 度調

査の35%と2000年 度調査の40%と 比べると、それぞれ13%ポ イン トと8%ポ イン ト増 え

ている。成績や興味によって決 める割合は34%で 、1989年 度調査の41%と 比べると7%

ポイン ト減 っているが、2000年 度調査 とはほぼ同じ数値 を示 している。

小5か ら中2へ の経年変化を比較 してみると、成績や興味によって決める割合が中2に

なると約1割 増 えている。 それに対 し、親や教師のすすめに従 って決 めるとす る割合 は5

～10%ポ イン ト減っている。



(2)職 業観 に関す る項 目

(14)将 来の職業の希望の有無

将来の職業の希望を持…っている割合の合計が69%で 、1989年 度調査 と2000年 度調査

の62%と 比べ ると、6～7%ポ イ ン ト増 えている。内訳 としては、すでにはっき り希望 して

い る職業があるとする割合が22%、 だいたい希望 している職業があるとする回答の合計が

47%、 その うち、たぶんその職業にはつけないだろ うと思っている割合が8%で ある。す

でにはっきり希望 している職業があるとす る割合については、1989年 度調査の13%と 比

べ ると、9%ポ イン ト増 えている。一方、 よくわか らない とす る割合が6%で 、1989年 度

調査の12%と 比べ ると、6%ポ イ ン ト減っている。

(15)将来の職業 の家の人 との話 し合い

将来の職業のことについて、家の人 と話 し合 うことがあるか、尋ねた ものである。

話 し合 う割合は6割 で、その内訳はときどき話 し合 うが49%、 よく話 し合 うが10%で

ある。それに対 して、話 し合 うことはほ とん どないは34%で ある。

2000年 度調査では、話 し合 うとす る割合が5割 で今 回より10%ポ イ ン ト小さいが、1989

年度調査では、今回の調査 と傾向が同 じである。



(16)職業選択の意識:社 会奉仕型か自己充足型か

将来職業を選ぶ とき,ど のよ うな考 えで選ぶかをきいたものであ り、経済的に恵まれな

くても世の中のためになる職業に就きたいか、世の中のためになるとい うことよりも経済

的に豊かな生活ができる職業にっ きたいのか尋ねている。前者が36%、 後者が33%と 社

会奉仕型 と自己充足型で回答が拮抗 している。社会奉仕型にっいてみる と、1989年 度調査

の29%、2000年 度調査の31%と 比較 して、今回5%ポ イ ン ト以上増 えている。一方、 自

己充足型 についてみると、1989年 度調査が35%、2000年 度調査は34%で あり、今回の

結果 とほぼ同 じである。

(17)職業選択の意識:仕 事重視型か余暇重視型か

忙 しくてゆっくり楽 しむための時間がな くても、自分が打ち込める職業につきたいか、

仕事は決 まった時間内に終わ り、楽 しむための時間を十分に持てる職業につ きたいか尋ね

た質問では、前者が46%で 、後者が36%で 、仕事重視型が約1割 多かった。1989年 度調

査の41%、2000年 度調査の43%と 比べ ると、仕事重視型が徐々に増えている。

余暇重視型 についてみると、1989年 度調査が34%、2000年 度調査 は36%で あ り、ほ

とん ど変化はない。中立 とす る回答は18%で 、1989年 度調査の23%、2000年 度調査の

21%と 徐々に減 り、1989年 度調査 と比べ ると5%ポ イ ン ト減 ったことになる。



(3)生 活に関す る項 目

(18)の クラブ活動の種類については、「クラブ活動または部活動」としていた設問を、2004

年度は手違いで 「部活動」に限定 したため、 これまでのデータと比較できないので除 く。

(19)読書の本の種類

小5の9割 が読書を している。物語、小説、伝記 など(文 学小説)を よく読む割合は57%、

スポーツなどの本 をよく読む割合は12%に 対 して、科学に関する本をよく読む割合は5%

である。2000年 度調査では、物語、小説、伝記な どの本 をよく読む割合が49%で あ り、

今回の調査 と比較すると、今回8%ポ イ ン ト増 えそいる。一方、科学関係の本をよく読む

割合はほ とん ど変わ らな く、中2で も5%以 下であった。

(20)TV視 聴 時 間数

平 日のTV視 聴 時 間につ いて は、1時 間～2時 間 と2時 間～3時 間 が30%、3時 間以上

も26%で あ る。1989年 度 調査 と2000年 度調 査 では 、3時 間以 上が32%と36%で 、それ

ぞれ6%ポ イ ン ト、10%ポ イ ン ト減 ってお り、視 聴 時 間は減少 してい る。

なお 、小5と 中2を 比較 してみ る と、1989年 度調 査 と1992年 度 調 査で はほ とん ど変化

は ないが 、2000年 度調 査 と2003年 度 調査 で は、2～3時 間 と3時 間 以上 の合計 が小5で

は64%、 中2で は71%と 、 中2で テ レ ビ視 聴 時間 が増 えて いた。



3.2学 習 に関す る項 目

3.2.1理 科 の 学 習

理科 の学習に関す る調 査は、10項 目で構成 され てい る。調査 の回答 は、質問項 目それぞ

れ に5段 階 の尺度(ア.ほ とん ど毎時 間、イ.週 に一度 くらい、 ウ.月 に一度 く らい 、エ.学 期

に一度 くらい、オ.ほ とん どな い)か ら生徒 が選択 す る形 式で ある。

なお、上記 の10項 目を次 の四つ にその 内容 か ら分類 した。

A授 業の進 め方 質 問項 目(31)、(32) 、(33)

B興 味 ・関心 の育成(34)、(35)、(40)

C実 験 ・観 察 等(36)、(37)、(38)

Dコ ンピュー タの活用(39)

以 下、 この分類 に従 って主 に2000年 度 と2004年 度 の結果 について分析 す る。

A授 業 の進 め方

調査項 目の 「(31)先生 は理 科 の授 業 の始 めに、前 の時 間の復 習 を して くれ ます 」 は 「毎

時間」が2000年 度 よ り2004年 度 の方 が5%ポ イ ン ト増加 してい る。

「(32)理科 の授業 では、教 科書 にあ る内容 だ けを勉 強 します 」 は、1989年 度 、2000年

度、2004年 度 の3回 の調査 で大 きな変化 は見 られ ない。
一



「(33)理科の授業中の大部分の時間は、先生が黒板に書いた とどをメ鷺 斡に繍 壊すJ

では、「毎時間」は2000年 度の51%か ら2004年 度では60%に 増力比熟 欄暇細 職}轍

の調査か ら調査のたびに先生が板書 した内容をノー トに写す授業が激 灘で癖鶏響 隷 嬉

なお、中学校の調査でも 「毎時間」は1992年 度58%か ら2003年 度'.一 ・鱗 験

る。小学校、中学校 ともにノー トの取 り方 を重視す る傾向になっていること懸わオ嘱 飛

B興 味 ・関心 の育成

「(34)先生は、理 科 の授 業で 、生徒 の考 えや希 望 を入 れて くれ ます」は 、1989年 度 、2000

年度、2004年 度 の3回 の調査 で5%ポ イ ン ト以上 の大 きな変化 は見 られ ない。



「(35)先生 は、楽 しい理科 の授 業 を して くれ ます」 は、2000年 度 と2004年 度 では大 き

な変化 は見 られ ないが、1989年 度 と比べ る と 「毎時 間」が約10%ポ イ ン ト増 えてい る。

なお 、中学校 の調 査で は 「毎 時間」 は1992年 度30%か ら2003年 度 は35%に 増 えてい

るが、小学校 よ りも 「楽 しい(興 味深 い)」 授 業が少 ない とい える。

「(40)理科 の授業 で、先 生は科 学が いか に生活 と深 く関わって い るか を説 明 して くれ ま

す」は、「毎時 間」「週一度」「月 一度」を合 わせ る と1989年 度 は41%、2000年 度 は50% 、

2004年 度 は54%と 調査 のたび に増加 してい る。一方 、「ほ とん どない」は1989年 度 は32%、

2000年 度 は31%、2004年 度 は27%と わず かずつ減少 してい る
。

中学校 の調査 で も、1992年 度 よ りも2003年 度 の方 が科学 と生活 とのかかわ りの説明 が

増加 してい る。 小学校 、 中学校 ともに科 学 と 日常生活 との 関わ りを重視 した指導 を取 り入

れ る傾 向になってい る ことが わか る。



C実 験 ・観 察等

「(36)理科 の授 業 では、わ た した ちに実験 ・観察 をや らせ て くれます」で は、 「毎時間」

が1989年 度 は52%、2000年 度 は56%、2004年 度 は58%で 少 しず つ増加 してい る。

中学校 の調 査で は毎時 間が1992年 度 は34%で あ るが、2003年 度 に は58%に 急増 して

い る。 平成10(1998)年 改訂 の小 学校学 習指導 要領 で は 「見通 しを もって観 察、実験な

どを行 うこ と」が示 され 、観 察、実 験 が よ り一層 重視 されてい る。観 察、実験 を重視 した

学習指 導要領 の改善 の趣 旨が教師 の指導 の仕方 に反 映 され て きた と言 えよ う。

「(37)理科 の授業 では、先 生が 実験 を見せ て くれ ます」も 「毎時 間」が1989年 度 は32%、

2000年 度 は35%、2004年 度 は39%で 調 査 のたび に増加 してい る。上述 した よ うに学習指

導要領 改訂 にお いて観察 、実験 が一 層重視 され た こ とが 教師 の演示 実験 の増加 に もっなが

ってい る と考 え られ る。

「(38)理科 の授業 では野外 での観察 活動 をや ります 」で は、2000年 度調査 で 「毎時 間」

「週一度」 「A一 度」 が増加 し、逆 に 「ほ とん どない」 は減少 した。2004年 度 は2000

年度 よ り 「毎時 間」が増加 してい るが5%ポ イ ン ト以上 の差は な く、全体 的 に大 きな変化

は見 られ ない。 平成10(1998)年 の小学校 学習指 導要領 の改訂 にお いて 、指 導計画の作

成 と各学年 にわ た る内容 の取扱 い に 「野外 に 出掛 け地域 の 自然 に親 しむ活動 を多 く取 り入



れ る」 こ とが記 述 され 、野外観 察活動 が重視 され るよ うになって きた と言 え よ う。

Dコ ン ピュー タの活 用

「(39)理 科の授 業で は、 コン ピュー タを使 い ます 」 は 「ほ とん どない」 が1998年 度 は

84%、2000年 度 は68%、2004年 度 は41%と 調 査のたび に大 き く減 少 してい る。一方、「毎

時 間」 「週一度 」 「月 一度 」 を合 わせ る と2000年 度 は16%、2004年 度 は34%で18%ポ イ

ン トも増加 してい る。 理科 の授業 での コン ピュー タの活用 が進展 してい る ことが わか る。

ま とめ

理科の学習 に関す る調査 結果 か ら以下 の特徴 が見い だせ る。

・ 授業 の進 め方で は 「板 書 を ノー トに写す」授 業 が重視 され る傾 向に ある
。

・ 楽 しい授業や 児童 主体 の授 業 に大 きな変化 はない が
、科学 と生活 との関連 を説 明す る

授 業 は増加 し、科 学 に対す る興味 ・関心 を高 め、科 学的 な見方や 考 え方 を育成す る よ

うな指導の改善 が進 んで い る。

・ 児童 自身 が行 う実験 ・観 察や演 示実 験及 び野外観 察活 動 に大 きな変化 は ない が
、やや

増加傾 向にあ る。

・ 理科 の授 業で の コン ピュー タの活用 は大 き く増加 し
、IT化 に対応 した指 導 の改善 が

図 られ てい る。



3.2.2算 数 の 学 習

算 数 の学 習 に 関す る調 査 は 、児 童 質 問紙1の 項 目番 号(21)か ら(30)の10項 目で構 成 され

て い る。調 査 の 回 答 形 式 は 、質 問 項 目そ れ ぞ れ に5段 階 の 評 定 尺 度(ア:ほ とん ど毎 時 間 、

イ:週 に一 度 く らい 、 ウ:月 に一 度 く らい 、 エ:学 期 に一 度 く らい 、 オ:ほ とん どない)

で 、 児 童 が 答 え る もの で あ る。 ま た 、 上 記10項 目 を、 そ の 内容 に した が って 、次 の 四っ

に 分 類 して お く。

A授 業 の す す め 方(21)、(22)

B算 数 ・数 学 の 問 題 解 決(23)、 ・(24)、(25)、(26)

C算 数 ・数 学 に お け る 実 験 及 び応 用(27)、(28)

D電 卓 とコ ン ピ ュー タ め 使 用(29)、(30)

な お 、A～Dの 用 語 は 、 一 般 的 な 意 味 で は な く質 問 項 目に 限 定 した 意 味 で使 う。 調 査結

果 を グ ラ フ に示 す と と も に 、A～Dの 項 目群 につ い て 考 察 して い く。

A授 業のすすめ方に関する質問項 目

(21)「 算 数 の 授 業 中 の 大 部 分 の 時 間 は 、 先 生 の 説 明 を 聞 い た り、 ノー トを とっ た り して い

ます 。」

小5の 段 階 で は 、 算 数 の 授 業 を先 生 の 説 明 中心 と捉 え る 「ア:毎 時 間 」 の 回 答 が2000

年 度 調 査68%、2004年 度 調 査68%と 変 化 が な い 。1989年 度 調 査61%に 比 べ る と、7%ポ

イ ン トの 増 加 を して い る。 ま た 、 「イ:週 一 度 」 か ら 「オ:ほ とん どな い 」 の 回 答 は1989

年 度 調 査35%に 比 べ る と、2000年 度 調 査31%、 ,2004年 度 調 査31%と 減 少 して い る。経 年

変 化 で み る と、2000年 度 調 査 、2004年 度 調 査 の 方 が1989度 調 査 に比 べ 、 教 師 主 導 の授

業 の傾 向 は強 くな っ て い る。

(22)「 算 数 の 授 業 で は 、例 、 問 い 、 練 習 問題 とい う形 で 授 業 が 進 め られ て い ます 。」

小5で は 、1989年 度 調 査 が57%、2000年 度 調 査 が56%、2004年 度 調 査 は62%が 「ア:

毎 時 間 」、 例 、 問 い 、 練 習 問 題 の授 業 形 態 を とっ て い る と感 じて お り、1989年 度 と2000

年 度 で は 変 化 が な い が 、2004年 度 は2000年 度 に 比 べ 、6%ポ イ ン ト増 加 して い る。 この

こ と よ り、 こ こに き て 、 毎 時 間 、 教 師 が例 や 問 い 、 練 習 問題 とい う形 態 の授 業 と意 識 して

い る児 童 が 多 くな っ て い る。



以上、項 目番 号(21)、(22)か ら、約70%の 児童 が算数 は先 生の説 明 とノー ト取 りの授 業

と捉 えてお り、 また、約60%の 児童 が、教師 が例や 問 い、練習 問題 の説明 を しなが ら授 業

をすす め る方法 とな ってい るの が 日常的 であ る と意 識 してい る。

B算 数の問題解決に関する質問項 目群

ここでは 【A.授 業 のすす め方 】で 明 らか になった教 師主導 に よる授業 のすす め方にお

いて、教師が授 業内容 を どの よ うに指導 してい るのか 、その年度 に よる違 い につ いて考察

す る。

(23)「 算 数 の 授 業 で は 、先 生 は一 っ の 問 題 に っ い て 、い ろ い ろ な解 き 方 を教 えて くれ ま す 。」

「ア:毎 時 間 」 の 回答 が 、1989年 度 調 査 で は58% 、2000年 度 調 査 で は59%、2004年

度調 査 で は63%で あ り、1989年 度 と2000年 度 で は変 化 が な い が 、2004年 度 調 査 は1989

年度 と2000年 度 に 比 べ る と4～5%ポ イ ン トの 増 加 で あ る。

この こ とよ り、 経 年 的 にみ て い く と、 い ろ い ろな 解 き 方 を教 え て くれ る指 導 が 最 近 に な

って わ ず か に増 加 して い る こ とが 分 か る。



(24)「 算 数 の 授 業 で は 、 練 習 問 題 を とい た あ と に、 先 生 は 『あや ま りが な い か 自分 で 見 な

お しな さい 』 と言 い ま す 。」

自分 で の 見 直 し につ い て は 、「ア:毎 時 間 」と答 え て い る の は 、1989年 度 調 査36%、2000

年 度 調 査30%、2004年 度 調 査31%で あ り、1989年 度 に 比 べ る と、2000年 度 は6%ポ イ ン

ト減 少 、2004年 度 は5%ポ イ ン ト減 少 して い る。 しか し、 「ア:毎 時 間 」 と 「イ:週 一 度 」

を合 わせ た 割 合 は 、1989年 度 調 査63%、2000年 度 調 査62%、2004年 度 調 査61%で あ り、

大 き な 変化 は見 られ な い 。 約6割 強 の 先 生 が 毎 時 間 ま た は 週 一 度 程 度 自分 で の 見 直 しにっ

い て指 導 して い る。

(25)「 算 数 の授 業 で は 、 同 じ問 題 を2時 間 に わ た っ て 話 し合 い ます 。」

2時 間 に わ た る話 し合 い で は 、 「ア:毎 時 間 、 イ:週 一 度 」 を合 わせ た 割 合 が 、1989年

度 調 査29%、2000年 度 調 査23%、2004年 度 調 査20%で あ り、1989年 度 調 査 に比 べ る と、

2000年 度 が6%ポ イ ン ト、2004年 度 調 査 は9%ポ イ ン ト減 少 して い る。 「オ:な い 」 と答

えて い る割 合 は 、1989年 度 調 査37%、2000年 度 調 査47%、2004年 度 調 査49%で あ り、

「オ:ほ とん どな い 」と答 え て い る割 合 が 、1989年 度 か ら2000年 度 の 間 で 増 加 して い る。

(26)「 算 数 の 授 業 で は 、 先 生 と私 た ち ま た は 私 た ち ど う しで 、 い ろ い ろ な 考 え方 や 問 題 点

に つ い て 話 し合 い ます 。」

い ろい ろ な考 え方 や 問題 点 に つ い て の話 し合 い は 、 「ア:毎 時 間 、 イ:週 一 度 」 を合 わせ

た 割 合 が1989年 度 調 査67%、2000年 度 調 査62%、2004年 度 調 査62%で あ り、1989年

度 調 査 に比 べ る と、2000年 度 も2004年 度 も い ず れ も5%ポ イ ン ト減 少 して い る。



C算 数における実験及び応用

(27)「 算 数 の 授 業 で は 、 私 た ち が模 型 を 作 っ て 考 え ます 。」

模 型 を 作 っ て 作 業 を しな が ら理 解 して い く活 動 の 「ア:毎 時 間 、 イ:週 一 度 」 を合 わせ

た割 合 は 、1989年 度 調 査19%、2000年 度 調 査18%、2004年 度 調 査20%で あ り、 大 き な

変 化 は な い 。 一 方 、 「オ:ほ とん どな い 」 で は1989年 度 調 査34%、2000年 度 調 査41%、

2004年 度 調 査46%で あ り、 徐 々 に や らな い 割 合 が 増 え て い る。

(28)「 先 生 は 、 算 数 が い か に生 活 と深 くか か わ って い るか を説 明 して くれ ま す 。」

生 活 との 関連 にっ い て は 、「ア:毎 時 間 、イ:週 一 度 」の 合 計 が1989年 度 調 査34% 、2000

年 度 調 査39%、2004年 度 調 査39%で あ り、1989年 度 調 査 に比 べ る と2000年 度 も2004

年 度 も5%ポ イ ン ト増 加 して い る。



D電 卓 と コ ン ピ ュー タ の 使 用

(29)「 算 数 の授 業 で は 、 電 卓 を使 い ま す 。」

電 卓 の使 用 で は 、 「オ:な い 」が1989年 度 調 査79%、2000年 度 調 査37%、2004年 度 調

査58%で あ り、2004年 度 は2000年 度 に 比 べ る と、電 卓 を使 用 し ない が21%ポ イ ン トの増

加 で あ る。 一 方 、 「ア:毎 時 間 、 イ:週 一 度 」 は 、1989年 度6%、2000年 度23%、2004

年 度10%で あ り、2004年 度 は2000年 度 に 比 べ る と13%ポ イ ン トの減 少 して い る。

(30)「 算 数 の授 業 で は 、 コ ン ピュ ー タ を使 い ます 。」

コ ン ピ ュ ー タの 使 用 に つ い て は 、「オ:な い 」が1989年 度 調 査83% 、2000年 度 調 査71%、

2004年 度 調 査79%で あ り、2004年 度 は2000年 度 に 比 べ る と、 コ ン ピ ュー タ を 使 用 しな

い とす る割 合 が8%ポ イ ン ト増 加 して い る。

コン ピュー タの使用 と電卓 の使用 とで は、そ の割合 は異 な るが経 年変化 の傾 向は似 て

お り、算数 の授 業 で これ らの機器 の使 用 は一 旦進 んだ が、 また使 用機会 は減 ってい る。

コン ピュー タの使 用が徐 々に増 えてい る理科 とは対 照的 な結 果 であ る。



3.3態 度 に 関 す る項 目

態度 質問項 目は40項 目あ り、理 数の学 習や科学 の価値 に対す る意 識 な どについ て、次

に示す五つ の選 択肢 よ り回答 させ てい る。 アの段 の選 択肢(ア 、 カ、サ)は 質問項 目の見 方

についてそ うだ と思 うとき(肯 定)、 イの段 の選択肢 は どち らか とい えばそ う思 うとき(や や

肯定)、 ウの段 はそ うではな い と思 うとき(否 定)、 エ の段 は どち らか とい えばそ うでは ない

と思 うとき(や や否定)、 オ の段 は どち らか と もい えない とき(中 立)の 回答 としてい る。

3.3.1態 度 項 目(理 数 の 学 習)

質問項 目の うち、理数 の学 習や情 報 ・計算機 器 に対す る見方 を問 う質 問項 目につい ての

結果 をこ こでは扱 う。

各表 には、アの段(肯 定)と イの段(や や肯 定)の 割合 の合 計 を、今年 度2004年 度 調査 とと

もに、小5で の調査 を実施 した1989年 度 と2000年 度 の同一35小 学校(2000年 度調査 時

は うち1校 が統 合 され34校 、2004年 度 は1校 分割 され35校)で の結果 、お よび 、各調 査

の3年 後の 中2で 調 査 を実施 した1992年 度 と2003年 度 の 同一13中 学校(う ち1校 が分 割

され、2003年 度 は14校)で の結 果 も合 わせ て示 す。 なお、本調査研 究 では、1989年 度 小

5お よび1992年 度 中2は 集 団1、2000年 度 小5と2003年 度 中2は 集 団C 、2004年 度 小

5は 集 団Dに 分類 され る。集 団1は 昭和55年 告示 の教育課程 、集 団Cの 小5は 平成元 年

告示の教育課 程 、集 団Cの 中2お よび集 団Dの 小5は 平成10年 告示 の教育課程 で の教 育

を受 けてい る。

(1)算 数 ・数学 の学 習 に対 す る項 目

表1と 表1-2に 、理 科の学習 に関す る6項 目の内容 と肯 定的 な回答の割合 を示す。

算数 が面 白い とす る割 合(賛 成 とやや 賛成 の合計;以 下 同様)は 、67%と 、2000年 度 の

53%と 比べて 、14%ポ イ ン ト大 き くな り、1989年 度 調査 と比べ て も、大 き く増加 した。

中学校 での1992年 度 調査 と2003年 度調 査 で も、増加 の幅は それ ほ ど大 き くはないが 、同

じ傾 向にあ った。

学習す る内容 が多す ぎる とす る割 合 は、32%で 、2000年 度調査 よ り5%ポ イ ン ト小 さく

な った。この項 目は、小学 校で は3調 査 とも30%台 であ ったが、中学校 では、2調 査 とも、

50%弱 で あ り、学年 に よる差 が大 きい。

計算 に関す る項 目で は、計算 が役 立つ とす る回答 は88%で 、1989年 度 、2000年 度 と比

べ てほ とん ど同 じで あった。小 学校 で は、85%前 後 で あるのに対 し、中学校 で は80%程 度

で、多少差 があ る。 また、速 くで き るこ とが大切 とす る回答 は76%で 、1989年 度小5調

査 では78%、2000年 度調 査で は70%と 経 年的 に見 る と、多少 の変化 が 見 られ る。

算数 の解 き方はい ろいろあ る と考 える回答 は90%で 、1989年 度 、2000年 度 と、徐 々に

増加 してい る。 また 、文 章題 が好 き とす る回答 は30%前 後 で、1989年 度 と比べ て減少 し

てい るが、2000年 度 とほ とん ど変 わ らない。

算数 ・数学の学習 に関 しては、小5の3回 の調 査 を通 じて 、意識 の大 きな変化 はほ とん

ど見 られ ない 中で、今 回の調査 におい て、面 白い とす る割 合 が大 き く増加 した ことは特筆
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す べ き結果 とい え る。

(2)理 科 の学習 に対す る項 目

表2と 表2-2に 、算数 ・数 学 の学習 に関す る6項 目の内容 と肯 定的な回答 の割合 を示

す。

理科 が面 白い とす る割 合 は、1989年 度調 査、200年 度調 査 と同 じ80%程 度 で、 これ は

算数 よ りも15%ポ イ ン ト高い。中2に お いて も同様 の傾 向にあ るが 、経年 的に見 る と、そ

の差 は小 さ くな る。

学習す る内容 が多 い とす る割 合 は、1989年 度調 査、200年 度調 査 と同 じ25%強 で、中2

の45%～55%程 度 比べて小 さい。

実験 が楽 しい とす る割合 は、1989年 度調 査、200年 度調査 と同 じ90%強 で、中2の85%

程度 と同様 に、実験 を楽 しい と思 ってい る児 童生徒 は大 多数 であ るこ とがわか る。

屋 外で の授 業が楽 しい とす る割合 は、今 回は77%で 、3回 の調査 で徐 々に増加 してい る。

一方
、 中2の2003年 度 調査 で は、1992年 度 調査 の72%か ら62%に 減少 した。

実験器 具の扱 いが難 しい とす る割合 は41%で 、 経年 的 にみ る と増加 傾 向 にあ る。 中2

について も同様 の傾 向 が見 られ る。 また 、計算 が入 る と難 しい とす る割 合 は、3調 査 とも

50%前 後 で変化 が見 られ なか った。 中2で も経年変 化 はないが70%強 であ り、小5よ り

もか な り大 きい。

理科 の学 習 に関す る項 目で は、小5の3回 の調査 を通 じて、器 具 の取 り扱 いが難 しい と

感 じる児童 が増加 す る とい う望 ま しくない ほ うへの変化 が見 られ る以外 は 、意 識 の変化 が

ほ とん ど見 られ ない。

(3)情 報 ・計算機器 の利 用の 関す る項 目

表3と 表3-2に 、 コン ピュー タや 電卓等 の利用 に関す る7項 目の内容 と肯定 的な回答

の割合 を示す。

コン ピュー タや電卓 な どの機器 が上 手に使 える としてい る割合 は、 コン ピュー タ62%、

ワー プ ロ38%、 電卓73%で ある。2000年 度 小5調 査 とく らべ て、 コンピュー タは15%

ポイ ン ト、 ワープ ロは7%ポ イ ン ト大 き くなってい る。 小 ・中 で これ らの機器 の使 い方 は

異 な るに して も、2003年 度 中2調 査 と比 べて も比 較的大 き く変化 してい る。一 方、電卓

に関 しては2000年 度 調査 と同程度 であ った。

一方 、 コン ピュー タを使 うと算数 が うん ざ りす るだ ろ うと考 えて い る児 童 は27%で 、

2000年 度小5調 査 の29%、2003年 度 中2調 査 の25%と 大 きな差 は なかった。

電卓 を使 うこ とで、算数 の 問題 を解 くこ とが楽 しい とす る割合 は、小 ・中 とも経年的 に

大 きくな る傾 向にあった が、今 回は37%で 、2000年 度調査 よ りもい くぶ ん小 さくなって

い るが 、5%ポ イ ン ト以上 の変化 は見 られ ない。

また 、そ ろばんが上手 な方 と考 えてい る児 童 は24%で 、1989年 度調 査、2000年 度調査 、

今 回 と徐 々 に減少す る傾 向が見 られ る。 この こ とは、 中学校 で も同様 であ る。 そ ろばんを

利 用す る と算数(数 学)が 楽 しい とす る項 目に関 して 肯定的 な回答 の割 合 は、小5の3調 査

とも40%前 後 、 中2の2調 査 とも20%強 で、経 年的 な変 化 は見 られ ないが、 小5と 中2

の学年 間に よる差は大 きい。
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態 度 に 関す る項 目(理 数 の学 習)

対象校は1989,2004年 度 が35校 、2000年 度 は34校

小学校5年 数値は各項 目に賛成及びやや賛成の割合の合計

表1算 数

項 目内容

算数はおもしろいと思います

算数は学習する内容が多すぎます

計算ができると,ふだんの生活でとても役立ちます

計算が速くできることは大切なことです

ほとんどの算数 の問題 には,い ろいろなときかたがあります

算数では,計 算問題より文章題をとく方がすきです

目
号

項
番

(32)
(37)
(31)
(30)

(15)
(20)

調査年度
89

57.2

35.9

87.1

78.3

87.1

36.3

差

〉

〉

00

53.0

36.9

84.4

70.0

89.6

29.4

差
<<

〉

〈

04

66.8

31.5

87.8

76.2

89.9

32.1

注)番号での太字は否定的な質 問項 目を示す。

注)不等 号は両 隣の調査年度で5%以 上,二 重の不等号は10%以 上反応 率の異なる場合 を示す。

表2理 科

項目内容

理科はおもしろいと思います

理科は学習する内容が多すぎます

理科で,実 験があると楽しいです

外で生物を観察することや地形を観察することは楽しいです

理科は器具のとりあっかいがあるとむずかしいです

理科は 計算がはいるとむずかしいです

目
号

項
番

(40)
(1)
(3)
(33)
(39)
(26)

調査年度
89

80.1

27.4

92.7

72.8

32.8

48.3

差 00

78.6

26.5

93.4

73.5

36.4

47.5

差

*

04

81.7

26.8

91.6

77.0

40.7

50.4

注)番 号での太字は否定的な質問項 目を示す。

注)不等号は両隣の調 査年 度で5%以 上,二 重 の不等号 は10%以 上,*は89年 度と04年度で5%以 上反応 率の異なる場合を示す。

表3計 算機器

項 目内容
コンピュータを っと,

するものになります

の が っと ・に ょって っん り

コンピュータをじょうずに使えます

ワープロをじょうず に使えます

項目内容
電卓を使えば,算 数の問題をとくことがもっと楽しくなります

電卓をじょうずに使えます

そろばんを使えれば,算 数の問題をとくことがもっと楽しくなります

そろばんによる計算はじょうずな方です

目
号

項
番

(4)
(29)
(35)
番 号

18

(27)
(23)

(22)

調査年度
90(!」 、6)

33.5

89

31.4

43.2

34.4

差*

差
<<

〉

00

29.3

47.4

31.1

00

41.4

73.0

38.8

27.3

差

*

<<

〈

差

04

26.8

61.8

37.7

04

37.3

72.5

38.8

24.3

注)番 号での太字は否定的な質問項 目を示す。

注)差*の 列は小学校での00年 度(小5)と 、90年度(1」・6)の値との差を不等号で示 す。

注)不 等号は両隣の調査年度で5%以 上,二 重の不等号は10%以 上,*は90年 度と04年度で5%以 上反応 率の異なる場合を示す。

表4性 格

項 目内容

自分の意見を積極的に発表することはすきです

ものごとをつきつめて考えていくことがすきです

目
号

項

番

(11)
(24)

調査年度
90(ノ」、6)

39.5

48.2

差*

〉

00

41.2

38.4

差
*

<<

04

45.8

50.4

注)差*の 列は小学校での00年 度(小5)と 、90年度(小6)の 値との差を不等 号で示す。

注)不等 号は両隣の調査年度で5%以 上,二 重 の不等 号は10%以 上,*は90年 度 と04年度で5%以 上反応率の異なる場合を示す。
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態 度 に関 す る項 目(理 数 の学 習)

対象校 は1992年 度が13校 、2003年 度 は14校

中学校2年 数値は各項 目に賛成及びやや賛成の割合の合計
表1-2数 学

項目内容

数学はおもしろいと思います

数学は学ぶ内容が多すぎます

計算ができると,日常生活で大いに役立ちます

計算が速くできることは大切なことです

ほとんどの数学の問題 には,い ろいろな解き方があります

数学では,計 算問題より文章題を解く方が好きです

目
号

項
番

(32)
(37)
(31)

(30)
(15)
(20)

調査年度
92

44.0

49.2

79.7

72.7

85.3

14.5

差
〈

03

50.8

48.5

79.8

72.2

83.4

13.0

注)番 号での太字 は否定的な質 問項 目を示す。

注)不 等号は5%以 上,二 重の不等号は10%以 上反応率の異なる場合を示す。

表2-2理 科

項 目内容

理科はおもしろいと思います

理科は学ぶ内容が多すぎます

理科で,実 験があると楽しいです

屋外で生物を観察することや地形を観察することは楽しいです

理科は器具の取り扱いがあるとむずかしいです

理科は計算が入るとむずかしいです

目
号

項
番

(40)
(1)
(3)

(33)
(39)
(26)

調査年度
92

63.3

46.2

87.6

69.7

35.7

73.9

差

<

〉

〈

03

66.0

54.0

83.9

62.4

45.4

72.4

注)番 号での太字は否 定的な質問項 目を示 す。

注)不 等号は5%以 上,二 重の不等号は10%以 上反応 率の異なる場合 を示す。

表3-2計 算機器

項 目内容
コンピュータを つと,子 の が っと

ざりするものになります

に ょってうん

コンピュータをじょうず に使えます

ワープロをじょうずに使えます

目
号

項
番

(4)
(29)
(35)

91

(中1)

30.1

項目内容
二 を え}

,子 の ・ を くことが もっ と'くしくな ります

電卓をじょうずに使えます

そろばんを使えれ ば,数 学の問題を解くことがもっと楽しくなります

そろばんによる計算は上手な方です

93

(中3)

24.5

番号
18

(27)
(23)
(22)

調査年度
平均

27.3

92

24.0

24.1

26.2

差*

差

く

〉

03

25.2

48.3

32.4

95

32.2

62.4

21.4

20.4

注)番 号での太字 は否定的な質 問項 目を示す。

注)平均は 中学校での91年 度(中1)と93年 度(中2)の 平均値 を示す。

注)差*の 列は中学校での03年 度と91年度(中1)と93年 度(中2)の 平均値との差を示す。

注)不等 号は5%以 上,二 重の不等号は10%以 上反応 率の異なる場合を示す。

表4-2性 格

項目内容

自分の意見を積極的に発表することは好きです

ものごとをつきつめて考えていくことが好きです

目
号

項

番

(11)
(24)

91

(中1)

44.8

42.9

93

(中3)

aa.o

42.1

調査年度
平均
36.4

42.5

差*

〉

03

28.0

40.4

注)平均 は中学校での91年 度(中1)と93年 度(中2)の 平均値を示す。

注)差*の 列は 中学校での03年 度と91年度(中1)と93年 度(中2)の 平均値との差を示す。

注)不等 号は5%以 上,二 重の不等号は10%以 上反応 率の異なる場合を示す。
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(4)意 見の発表や考 える ことに対す る項 目

表4と 表4-2に 、意 見の発表や突 き詰 めて考 え るこ との好 き嫌 い に関す る項 目の内容

と肯定 的な回答 の割 合 を示 す。集 団1で は調 査学年 が異 な り、1990年 度 に小6で 、1991

年度に 中1、1993年 度 に中3で 調 査 を実施 した。

意 見 を発 表す る ことが好 きな割合 は、1990年 度小5調 査 、2000年 度 小5調 査 と変化 は

なかったが、今 年度 は46%で 、2000年 度 よ り大 き くなってい るが、5%ポ イ ン ト以上の差

はない。一方 、1991年 度 中1調 査 では45%、1993年 度 中3調 査 と2003年 度 中2調 査 で

は ともに28%と い うよ うに、中学校 の学 年進行 の ある段 階で 、大 き く変化す る項 目で あ る

と考 え られ る。

物事 を突 き詰 めて考 えてい くこ とが好 き とす る割合 は50%で 、1990年 度小5調 査 よ り

12%ポ イ ン ト大 き くな って い るが 、1990年 度 小5調 査 とほぼ同 じであった。

これ らの項 目に対す る小5の 反応 は、若 干だ が、好 ま しい 方 向へ の変化 の兆 しを示 して

いる。
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3.3.2態 度項 目(科 学 と学校)

ここでは、態度に関する残 りの19の 質問項 目の結果について述べる。 これ らは、大きく次の四っの

内容から構成されている。 「科学の価値(益 の面)」 に関する5項 目、 「科学の職業観」に関する4項

目、 「科学の害の面」に関する5項 目、及び、 「学校」に関する5項 目である。

前節3.3.1で 述べた 「態度項 目(理 数の学習)」 と同様に、表5か ら表8に1989年 度の小5調 査(一

部は、1990年 度の小6調 査)と2000年 度の小5調 査、及び今回2004年 度の小5の 調査結果を示す。

また、比較検討のため、表5-2か ら表8-2に1992年 度の中2調 査(一 部は、1991年 度の中1調 査と

1993年 度の中3調 査とその平均)と2003年 度の中2調 査の結果を示す(表 中の数値の意味にっいては

3.3.1節 を参照のこと。)

以下では四つの内容ごとに、'小5に 対する2004年 度調査の結果を報告するとともに、他の調査年度

の結果 と小5か ら中2へ の変化に関する結果を合わせた全体的傾向について考察を行 う。

(1)科 学の価値(益 の面)に 関する項目

質問は、 「(5)算数・数学や科学をよく勉強すれば、もっと生活が豊かにな ります」、 「(6)自然科学

(数学や科学)は 、ふだんの生活の中のいろいろな問題を解決するのに役立ちます」、 「(7)数学や科

学は、国の発展にとって、とても重要なものです」、 「(14)国は、科学に関する研究にもっとお金をか

けるべきです」、「(28)科学のためにお金を使 うことは、十分に価値のあることです」の5項 目である。

今回2004年 度の小5調 査の各質問に対する肯定的反応の割合は表5の 右端の列に示 されている。

結果は、5っ の質問すべてについて、肯定的な反応の割合が2000年 度の小5調 査の結果に比べて5%

ポイン ト以上増加 した。特に、 「(5)算数・数学や科学をよく勉強すれば もっと生活が豊かになります」

にっいては、肯定的な反応の割合が66%と 、2000年 度に比べて15%ポ イン トも増加 した。この数値は、

1989年 度と比べても7%ポ イン ト大きい。その他の項 目では、1989年 度の小5調 査の結果 と比べると、

その差は5%ポ イン ト以内で、同程度の結果 となっている。

このように、自分の生活や国にとっての自然科学の利便 性や重要性について、7割 程度の児童が肯定

的に回答するなど科学の価値(益 の面)に 関する児童の意識には改善が見られたが、一方で、科学のた

めにお金を費やすことについては2～3割 の生徒が肯定するに止まっている。

小5と 中2と の意識の差が大きい項 目が見られ、今回の小5の 調査結果 と、2003年 度の中2調 査の

結果(表5)を 比べると、 「(5)算数・数学や科学をよく勉強すれば、もっと生活が豊かになります」で

は17%ポ イン ト、 「(6)自然科学(数 学や科学)は 、ふだんの生活の中のいろいろな問題を解決するの

に役立ちます」では22%ポ イン ト、 「(7)数学や科学は、国の発展にとって、とても重要なものです」

では8%ポ イン ト、それぞれ中2の 調査結果の方が小さい。今回、意識の向上が確認 された2004年 度

の小5の 児童が中2と なった時に、これまでと同様、意識が大きく低下するのか、あるいは、意識の変

化に改善が見られるのかどうか注目される。

(2)科 学の職業観に関する項 目

質問は、「(12)学校で学習 した算数や理科の知識や考え方を将来の職業に役立てたいです」、「(13)こ

れからは、どの職業にも、算数 ・数学や理科の知識が必要になります」、 「(17)職業にっくには、算数・

数学や理科をよく知っていることがたいせつです」、「(38)将来の仕事 として科学の研究をすることは、

み りょく的な生き方です」の4項 目である。今回の調査結果で、それぞれの質問に対する肯定的反応の
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態 度 に関 する項 目(科 学 と学 校)

対象校は1989,2004年 度が35校 、2000年 度は34校

小学校5年 数値は各項 目に賛成及びやや賛成の割合の合計

表5科 学の価値(益 の面)

項 目内容
m、 子 子 子 は,だ んの の のいろいろPd

を解決するのに役立ちます

算数・数学や科学をよく勉強すれば,もっと生活が豊かになります

数学や科学は 国の発展にとって とても重要なものです

科学のためにお金を使うことは,十 分に価値のあることです

国は 科学に関する研究にもっとお金をかけるべきです

目
号

項
番

(s)
(5)

(7)

(28)
(14)

調査年度
89

73.4

58.6

71.4

30.5

22.1

差

〉

〉

〉

00

71.8

51.3

67.8

25.5

12.8

差

〈

<<

〈

〈

〈

04

77.2

65.8

73.3

34.5

19.6

注)不等号は両隣の調 査年 度で5%以 上,二 重の不等号は10%以 上反応率の異なる場合を示す。

表6科 学の職業観

項 目内容
につくには,

つです

● 子
'よ く

っていることがたいせ

これからは,ど の にも,

ます

・ 子や理 のPが 必要になり

子 で子 した や理 の 。や え をkの に役

立てたいです
」、 の として 子の研 をすることは,み りょく な き で

す

目
号

項

番

(17)

(13)

(12)

(38)

調査年度
90(ノJ、6)

66.8

60.8

73.0

41.6

差*

〉

00

66.5

61.5

70.7

36.2

差

<

<

<<

04

75.3

70.0

74.2

47.4

注)差*の 列は小学校での00年 度(小5)と 、90年度(小6)の 値との差を不等号で示 す。

注)不等号は両隣の調査年度で5%以 上,二 重の不等 号は10%以 上反応率の異なる場合を示す。

表7科 学の害の面

項目内容

す
の の こ っ こ口 の ,子 丁 、 よつ い

科学的な発 見は,よ いことより害を多くもたらします

科学の発明は,世 の中をあまりにも複雑にしてきました

科学のために,世 界がだんだん破壊されていきます
子 の発見がJGい ていくと,しまいには人 間は ∠でものを

えないようになるでしょう

目
号

項
番

(25)
(9)
(2)
(16)

(21)

調査年度
89

39.8

36.2

38.7

48.3

44.6

差

〈

く

〈

00

46.2

40.0

46.2

57.7

47.7

差

〉

〉

〉

>>

04

38.7

33.2

38.5

43.3

44.3

注〉番号での太字 は否定的な質問項 目を示す。

注)不 等号は両隣の調査年度で5%以 上,二 重の不等 号は10%以 上反応率の異なる場合 を示す。

表8学 校

項 目内容

できるだけ上の学校まで行きたいです

学校ですることは,や りがいがあります

学校 にいるほとんどの時間は,た いくつです

学校の勉強はきらいです

学校でよい教育を受けておくことは,た いせつです

目
号

項
番

(s>
(lo)
(19)
(34)

(36)

調査年度
90(/」、6)

83.3

62.3

17.6

21.2

86.0

差*

〉>

<<

〈

〉

00

67.7

73.8

22.5

21.9

77.7

差

〈

04

72.3

76.7

21.1

18.9

83.0

注)番号での太字は否定的な質問項 目を示す。

注)差*の 列は小学校での00年 度(小5)と 、90年度(小6)の 値との差を不等号で示す。

注)不等号は両隣の調査年度で5%以 上,二 重 の不等号は10%以 上反応率の異なる場合を示す。
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態度に関する項 目(科 学 と学校)

対象校は1992年 度が13校、2003年度は14校

中学校2年 数値は各項目に賛成及びやや賛成の割合の合計

表5-2科 学の価 値(益 の面)

項 目内容
,、、 子 子 子,こ の の の い い よ 口

るの に役 立 ち ます

算数・数学や科学をよく勉強すれば,もっと生活が豊かになります

数学や科学は,国 の発展 にとって,と ても重要なものです

科学のためにお金を使うことは,十 分に価値のあることです

国は,科 学に関する研究にもっとお金をかけるべきです

目
号

項
番

(s)
(5)
(7)

(28)
(14)

調査年度
92

54.3

45.3

s2.o

28.2

20.3

差

〉

03

55.2

48.9

64.8

31.2

15.0

注)不 等号は5%以 上,二 重の不等号は10%以 上反応 率の異なる場合 を示す。

表6-2科 学の職業観

項目内容
につくには,

いせ つです

'子 'をよく
っているこ がた

これからは,ど の にも,

になります

・ 子や理零のPが 必要

子 で子 した や理 の 両や え を将 の に
役立てたいです
kの 仕 として斧子の研 をすることは,み りょく ・な き

方です

目
号

項
番

(17)

(13)

(12)

(38)

91

(中1)

61.8

43.6

65.2

37.1

93

(中3)

42.1

42.8

52.?

32.0

調査年度
平均

52.0

43.2

59.0

34.6

差*

<

〉

〉

03

51.4

50.0

50.6

27.1

注)平均 は中学校での91年 度(中1)と93年 度(中2)の 平均値を示す。

注)差*の 列は 中学校での03年 度と91年度(中1)と93年 度(中2)の 平均値 との差を示す。

注)不等 号は5%以 上,二 重の不等号は10%以 上反応率の異なる場合を示す。

表7-2科 学の害の面

項 目内容

世の中のこまった問題の多くは,科 学と技術が原因となっています

科学的な発見は,よ いことより害を多くもたらします

科学の発明は,世 の中をあまりにも複雑にしてきました

子 の がJGい て い,し い こ1

に な るで しょう

科学のために,世 界がだんだん破壊されていきます
c で の え.よ い つ

目
号

項
番

(25)
(9)

(2)
(16)

(21)

調査年度
92

35.4

29.5

32.6

52.2

43.1

差

<

〉

03

39.5

31.5

40.1

45.5

45.5

注)番 号での太字 は否定的な質問項 目を示す。

注)不 等号は5%以 上,二 重の不等号は10%以 上反応 率の異なる場合 を示す。

表8-2学 校

項 目内容
できるだけ上の学校まで行きたいです

学校ですることは,や りがいがあります

学校にいるほとんどの時間は,た いくつです

学校の勉強はきらいです

学校でよい教育を受 けておくことは,た いせ つです

目
号

項
番

(s)
(10)

(19)
(34)
(36)

91

(中1)

76.4

54.8

17.9

22.6

91.5

93

(中3)

79.0

43.6

19.5

35.7

80.4

調査年度
平均
77.7

49.2

18.7

29.2

86.0

差*

>>

く

〈

〉

03

67.4

52.5

27.1

38.8

78.6

注)番 号での太字は否定的な質問項 目を示す。

注)平 均は 中学校での91年 度(中1)と93年 度(中2)の 平均値 を示 す。

注)差*の 列は中学校での03年 度と91年度(中1)と93年 度(中2)の 平均値との差を示す。

注)不 等 号は5%以 上,二 重の不等.号は10%以 上反応 率の異なる場合を示す。

一49一



割合は表6に 示 されている。

結果は、上記の 「科学の価値」に関する質問への反応 と同様に、全般的に、2000年 度の小5調 査の

結果に比べて肯定的な反応の割合に増加が見られた。理数学習と将来の職業 との関連を尋ねた質問(12)

(13)(17)に ついては、それぞれ、4%ポ イン ト、9%ポ イン ト、9%ポ イント、増加した結果、約7

割以上の生徒が肯定的な意識を示 している。理数系職業の魅力を尋ねた質問(38)に ついても、11%ポ

イン ト増加 して、半数に近い児童が仕事 として科学の研究をすることに魅力を感 じている。

すべての質問で、小5と 中2と の意識に大きな差が見られ、今回の小5の 調査結果 と、2003年 度の

中2調 査の結果(表6-2)を 比べると、概ね、20%か ら25%ポ イン トも中2の 調査結果の方が小さい。

「科学の価値」に関する場合と同様、今回意識の向上が確認された2004年 度の小5の 児童が中2と な

った時に、これまで同様、意識が大きく低下するのか、あるいは、意識の変化に改善が見られるのかど

うか注目される。

(3)科 学の害の面に関する項目

質問は、 「(2)科学の発明は、世の中をあまりにも複雑にしてきました」、 「(9)科学的な発見は、よ

いことより害を多くもたらします」、「(16)科学のために、世界がだんだん破壊されていきます」、「(21)

科学上の発見が続いていくと、しまいには人間は自分でものを考えない ようになるで しょう」、「(25)世

の中のこまった問題の多くは、科学と技術が原因となっています」の5項 目である。今回の調査結果で、

それぞれの質問に対する肯定的反応の割合は表7に 示されている。割合が大きければ、科学に対して否

定的に捉える傾向が高まることを意味している。

結果は、2000年 度の小5調 査の結果に比べて、すべての項 目で肯定的な反応の割合に減少が見られ

た。つま り、科学に対 してより肯定的に捉える傾向が高まったといえる。特に、 「(16)科学のために、

世界がだんだん破壊 されていきます」については、2000年 度の小5調 査の結果に比べて14%ポ イン ト

の大幅な減少 となった。1989年 度の小5調 査の結果と比べても、同程度かそれよりも低い水準となって

いる。

表7と 表?一2と を比べてみると、2000年度の小5調 査の結果 と2003年 度の中2調 査の結果 とから、

小5か ら中2に かけて、各項 目ともにその割合が小さくなる傾向が見 られる。っま り、小学生よりも中

学生の方が、科学に対 してより肯定的に捉える傾向が高まるのが見 られている。したがって、今回の2004

年度の小5の 児童が中2と なった時に、2003年 度の中2調 査の結果よりもさらに科学に対 して肯定的

に捉える傾向が強まっているかどうかが注 目される。

(4)学 校に関する項 目

質問は、 「(8)できるだけ上の学校まで行きたいです」、 「(10)学校ですることは、や りがいがありま

す」、 「(19)学校にいるほとんどの時間は、たいくっです」、 「(34)学校の勉強はきらいです」、 「(36)

学校でよい教育を受けておくことは、たいせっです」の5項 目である。今回の調査結果で、それぞれの

質問に対する肯定的反応の割合は表8に 示されている。

結果は、2000年 度の小5調 査の結果に比べて、すべての項 目で、児童の学校への意識がやや向上する

傾向の変化が見られた。肯定的な質問表現である「(8)できるだけ上の学校まで行きたいです」と「(10)学

校ですることは、や りがいがあります」、 「(36)学校でよい教育を受けておくことは、たいせつです」

に対する肯定的反応の割合はわずかに増加 した。一方、否定的な質問表現である 「(19)学校にいるほと

んどの時間は、たいくっです」と 「(34)学校の勉強はきらいです」に対する肯定的反応の割合はわずか
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に減少 した。全体として学校生活をより肯定的に捉える児童が増えつつあるが、その変化の大きさは1

項目を除いて5%ポ イン ト以下 と小さい。

今回の小5の 調査結果 と、2003年 度の中2調 査の結果(表8)を 比べると、小5と 中2と の意識の差

が10%ポ イン トを超えて大きい項 目が見 られ、 「(10)学校ですることは、や りがいがあります」では

24%ポ イン ト中2の 結果が小さく、 「(34)学校の勉強はきらいです」では20%ポ イン ト中2の 結果が

大きい。その他の質問についても、差は小さいが、週5よ りも中2の 方が、学校生活に対してより否定

的な意識が強まる傾向が見 られる。

今回の2004年 度の小5の 児童は、2000年 度の小5の 児童よりもやや意識が改善していることから、

彼 らが中2と なった時、学校生活に対する意識が改善するかどうかが注 目される。
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4基 礎調査の結 果 と考察

4.1読 み調査

読み調 査 は(1)漢 字 の読 み 、(2)二 語 関係 、(3)用 語 の意 味 、概 念理解 の三つ の

領 域の設 問か らな って い る。 本稿 では 、本年 度(2004年 度)の 調査 結 果 を、過 去 に同 じ

く小学校5年 で調査 した1989年 度 、2000年 度の調査 結果 と比較 しなが ら報告す る。

(1)漢 字 の読 み

漢字 の読み につ いて(1)か ら(10)ま で の質 問項 目の回答結 果 は表1に 示す とお りで あ る。

表1漢 字の読 みの 回答率(%)

問題

纏 る

整 える

親 しい

遼本

生用

発菱

酸素

墨数

量数

平抱

年度

1989

2000

2004

1989

2000

2004

1989

2000

2004

1989

2000

2004

1989

2000

2004

1989

2000

2004

1989

2000

2004

1989

2000

2004

1989

2000

2004

1989

2000

2004

正答

53.7

70.0

68.6

67.5

60.4

63.7

63.4

47.8

60.2

87.0

83.9

90.1

30.3

37.8

41.1

85.0

81.4

89.9

90.6

87.6

91.1

87.3

89.2

89.4

60.0

57.6

58.2

94.8

89.0

90.5

誤答1

12.9

13.7

12.2

7.9

18.2

15.1

12.7

10.6

10.3

9.0

12.5

7.6

50.7

48.2

48.4

10.7

13.5

7.3

3.7

2.0

1.4

2.8

2.1

2.1

25.8

15.5

12.8

2.2

2.2

3.1

誤答2

10.8

3.8

3.1

21.9

15.9

16.8

17.3

29.8

21.0

2.8

2.0

1.0

10.0

6.5

6.1

3.2

1.7

o.s

0.7

i.s

1.3

4.8

1.6

1.3

6.4

18.6

21.8

1.7

4.5

3.1

誤答3

13.5

7.2

io.i

1.2

1.0

0.7

1.6

3.2

2.9

0.6

0.5

0.2

2.3

1.1

0.7

0.6

0.6

0.9

2.8

1.9

1.8

4.4

5.6

5.6

2.8

4.1

3.6

o.a

1.7

0.7

誤答4

8.5

4.4

5.2

1.3

3.9

3.3

4.8

7.9

4.9

0.6

0.4

0.5

6.3

6.2

3.3

0.4

2.1

0.5

2.0

5.9

3.2

0.4

0.7

0.5

4.5

2.2

1.8

o.g

i.i

i.i

複数

o.o

o.o

0.0

0.0

o.o

o.o

o.o

o.i

o.o

o.o

o.o

o.o

o.i

o.o

o.o

o.o

o.o

o.o

o.o

o.o

o.o

o.i

o.i

o.o

o.o

o.o

o.o

0.1

o.o

o.o

無答

0.7

0.9

0.8

o.i

o.s

0.4

o.i

0.6

0.7

0.1

0.6

0.7

0.3

0.3

0.5

o.i

0.6

0.7

0.2

0.8

1.2

0.2

0.7

1.0

0.4

1.9

i.g

o.i

1.5

1.5
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90%近 くの高 い正答 率 を示 した ものは、 「標本 」 「発芽 」 「酸素 」 「偶数 」 「平均 」 と半数

であ る。 これ らは過 去2回 の調査 で も、80%以 上 の正答 率 を示 してい る。 いずれ の単語

も、小学校5年 までの学習 場面 に頻 繁 に登場 す る もの で読 み誤 りが少 ない よ うで ある。

正答率 が50%を 下回 った単語 は 「作用 」 で過 去 の調査 で も、1989年 度 が30%、2000

年度 が38%と そ の割 合 が小 さかったが今 回 も41%に 留 まって い る。誤答傾 向 も過去2回

と同様で 、 「さ く」 と読み誤 る者 が50%近 くい る。

「練 る」 「整 え る」 「親 しい」 「概数 」 の四つは59%～69%の 正答率 であ る。 これ らの

4っ も過 去2回 の調 査 では、 同様 に60%前 後の正答 率 を示 して い る。(「 親 しい 」は2000

年度 調査 で48%と50%を 下 回ってい る)

これ ら4語 の誤答傾 向 もこれ まで の調査 と同様 で、 「練 る」 を 「こお る=凍 る」 と似 た

漢字 と読 み誤 った り、 「ねば る」 と読み の近 い間違 えを した り、 「整 える」 を 「ととえる」

と送 り仮名 で の誤 りを した り、 「そ ろ える」 と意 味の近 い語へ 読 み誤 った りす るよ うであ

る。

「概数 」 は これ まで は 「きす う=既 数 」 と似 た漢字 と読み誤 る割合 が、過去2回 の調査

で はそれ ぞれ26%,16%と 大 きか ったが、今 回は13%に 減少 し、1989年 度調 査では6

%だ った 「たいす う」 と似 た音へ の読 み間違 いが、22%に 増加 してい る。 「概数 」は、 中

学校2年 で の調 査で は1992年 度82%、2003年 度83%と 共 に正答率 が大 き くな ってお り、

小学校 高学年 以降概数 の扱い が増 加す るこ とと関連付 け るこ とがで き よ う。

図1「 概数」の読み回答率の変化

(2)二 語 関 係

質 問項 目(11)～(15)は 、問題 の 二 つ の 言 葉 と同 じ仲 間 に入 る言 葉 を 選 ぶ 設 問(11)(12)と 、

問 題 の 二 つ の 言 葉 の 関 係 と同 じ関係 の 言 葉 の 組 み 合 わ せ を選 択 す る設 問(13)(14)(15)の 二

通 りで あ る。

結 果 は 表2に 示 す とお りで あ る。

「バ ス 、電 車 」 に対 す る正 答 「汽 車 」 を選 ぶ 割 合 は 、過 去2回 の 調 査 で も1989年 度 が87

%、2000年 度 が84%と 大 き か っ た が 、 今 回調 査 で も84%と 大 き く、 誤 答 の 選 択 傾 向 も同

様 で あ る。

一 方
、「ダ ム 、 トンネ ル 」に対 す る正 答 「運 河 」を選 択 した 者 は44%と 正 答 率 は 小 さい。

過 去 の 調 査 で も 、41%、49%と 同 じよ うに低 い 正 答 率 で あ る。 誤 答 で は 、 ダ ム と同 様 に



表2二 語関係と同 じ単語および同 じ二語関係の言葉の組み合わせの回答率(%)

問題

バ ス

電車

ダム

トンネ ル

せ まい

広い

かた い

やわらかい

昆虫

みつばち

年度

1989

2000

2004

1989

2000

2004

1989

2000

2004

1989

2000

2004

1989

2000

2004

正答

87.3

84.3

84.3

41.2

49.7

44.4

22.4

12.8

is.2

37.3

27.8

30.1

17.0

9.1

12.8

誤答1

0.9

1.3

1.4

13.8

13.4

14.4

47.5

58.6

60.3

11.2

11.7

15.4

65.5

76.5

70.7

誤答2

3.9

2.4

2.1

31.9

19.6

23.6

6.2

2.7

3.2

2.0

0.8

1.1

3.8

2.2

2.1

誤答3

2.4

2.0

2.1

5.9

5.3

4.1

5.0

3.2

3.3

20.3

19.8

16.0

8.5

6.7

7.7

誤答4

5.2

5.1

4.2

6.5

6.3

7.6

18.5

20.1

16.2

28.5

37.5

35.0

4.7

3.8

4.7

複数

0.3

4.6

5.1

0.3

4.4

4.8

o.i

1.8

1.3

0.3

1.5

1.4

0.1

1.0

1.1

無答

ai

0.4

0.6

0.3

1.3

1.3

0.3

0.8

0.6

0.3

0.9

i.o

0.3

0.7

0.9

水 を た た え る 「ぬ ま 」 や 「湖 」 を選 択 す る割 合 が 大 き く、 そ の 割 合 を 合 わせ る と1989年

度 調 査 で46%、2000年 度 調 査 で33%、 今 回 調 査 で38%で あ る。 同 一 設 問 の 中学 校2年

の 正 答 率 は 、1992年 度59%、2003年 度49%と 小 学 校5年 よ り大 き く な っ て い る が 、 「ぬ

ま 、 湖 」 を 選 択 す る誤 答 傾 向 が 大 きい こ と は 同様 で あ る。 護 岸 工 事 な どで 河 川 が 人 工 的 に

な り、運 河 が 人 工構 造 物 と して認 識 され に く くな っ て い る こ と も この 設 問 の 正 答 率 が 小 さ

い 要 因 で あ ろ う。

二つ の言 葉 の 関係 と 同 じ関係 の言 葉 の組 み 合 わせ を選 択 す る設 問 で は 、 「せ ま い 、広 い 」

と同類 で対 義 語 の 関係 に あ る 「に ぶ い 、 す る どい 」 の 正 答 を 選 択 した割 合 は 、15%と 小

さい。 過 去 も1989年 度 調 査 で22%、2000年 度 調 査 で13%と い ず れ も 同様 に 小 さい傾 向

で あ っ た 。 誤 答 は 、 「長 い 、 小 さい 」 が60%で あ る。 「長 い 、 短 い 」 あ る い は 「大 き い 、

小 さい 」 との 混 同 が 見 られ る。 「軽 い 、 大 きい 」 も同 様 の誤 答 で16%あ る。

同 一 母 集 団 に 対 す る 中学 校2年 で は 、1989年 度 か ら1992年 度 で27%ポ イ ン ト、2000

年 度 か ら2003年 度 で20%ポ イ ン トいず れ も正 答 率 が 大 き くな っ て い る。

「昆 虫 、み つ ば ち」 と 同 じ二 語 関係 の 分 類 名 とそ の 分 類 に 属 す る もの 「は き もの 、 くつ 」

の正 答 を選 択 した割 合 は13%と 小 さい 。 過 去 も1989年 度17%、2000年 度9%と 小 さ か

った 。 同一 設 問 の 中 学 校2年 で は 、1992年 度42% 、2003年 度31%と22～25%ポ イ ン ト

大 き くな っ て は い るが 、 高 い 正 答 率 で は な い 。 誤 答 は 、 「花 、 み つ 」 に偏 っ て 多 く71%で

あ る。1989年 度66%、2000年 度77%と 過 去 も 同様 に偏 っ て い る こ とが わ か る。 「み つ ば

ち」 か ら連 想 され る 「花 、 み っ 」 を 選 択 した も の と考 え られ る。
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(3)算 数 ・数 学 お よび 理 科 の 用 語 の 意 味 ・概 念 理 解

設 問(16)～(20)は 、算 数 ・数 学 お よび 理 科 の 用 語 の意 味 ・概 念 理 解 を 問 う項 目で 、(16)(17)

(18)の3問 が 算 数 ・数 学 の 用 語 、(19)(20)が 理 科 の 用 語 で あ る。

そ の 結 果 は 、 表3に 示 す とお りで あ る。

表3算 数 ・数 学お よび理科の 用語の意 味 ・概 念理解 の回答率(%)

問題

偶 数 は

どれか

248993

の概 数

19,21,

14の 平

均

発 芽 と は

ど う い う

こ とか

酸 素 の

性質

年度

1989

2000

2004

1989

2000

2004

1989

2000

2004

1989

2000

2004

1989

2000

2004

正答

86.9

89.7

90.4

61.2

60.0

70.8

45.1

48.0

31.8

74.6

76.1

74.5

57.2

27.5

24.9

誤 答1

4.9

3.2

1.8

11.2

13.9

9.7

14.7

12.2

18.5

9.0

12.9

14.5

12.9

12.0

14.9

誤答2

3.9

2.0

2.5

9.4

8.0

6.8

16.6

15.0

18.6

1.9

1.8

1.4

23.1

44.7

45.3

誤答3

1.5

o.s

1.1

5.0

3.7

3.2

11.2

10.6

14.3

4.2

3.7

3.5

4.8

11.0

9.9

誤答4

2.2

1.3

1.0

12.8

12.5

6.6

11.0

9.5

12.6

9.7

5.2

5.3

1.2

3.0

3.1

複数

o.i

2.2

a.g

o.o

0.4

0.3

o.i

1.3

1.4

o.o

o.o

0.1

0.0

o.i

0.1

無答

0.4

0.7

0.4

0.4

1.4

2.6

1.2

3.4

2.9

0.5

0.2

0.7

o.s

1.8

1.8

算数 ・数 学の用語 では 、(16)の 偶 数 は90%の 高い 正答率 だったが 、過去2回 も87%、90

%と 高 い正答 率で あった。(17)の 概 数 を求 める問題 も71%の 正 答率 が あ り、過 去2回 よ

り10%ポ イ ン ト程 大 き くなってい る。(16)の 偶数 は小学校5年 で の指導事 項だ が、 日常

的 に使 われ よ く理解 され てい る用語 のた め、高い正 答率 だ と考 え られ る。 また 、概数 は小

学校4年 で の指導事項 で あ り、比較 的高 い正答率 とな ってい る。 一方(18)の 平均 は、 日常

的 には使 われ てい る用語 で あ るが 、指 導学年 が6年 で、三 つの数 の平均 を ど う導 き出 した

らよいかが分 か らず、正答 率 が32%と 小 さ くなる と思 われ る。誤 答 もそれぞれ19%、19

%、14%、13%と ば らっ き、複 数選択や 無答 も合わせ て4%と 多 くなってい る。

理科 の用語 の(19)の 発芽 は75%の 正答率 で ある。過 去2回 の調査 で も75%、76%と 同

様 な傾 向が見 られ てい る。(20)の 酸 素の性質 につ いて は25%と 正答 率が小 さい。2000年

度調査 で も28%と 小 さか った が1989年 度調査 では57%あ り、学習指 導要領 の改訂 に よ

り、酸 素の扱 いが小学校6年 に移 行 したた め と考 え られ る。
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4.2科 学 観 調 査

4,2.1科 学 観 調 査(総 合)

児 童質 問紙 皿 の設 問[5]は 科 学観 に関す る項 目であ る。 この うち、(23)、(27)、(32)

の3項 目が科 学 ・技術 に関す る総合 的な判断 を求め る もので あ る。 以 下、1989年 度 小5

調査、2000年 度 小5調 査 、2004年 度小5調 査 での異 な る年度 にお ける小5同 士 の比較 と

1989年 度小5と1992年 度 中2及 び2000年 度:小5と2003年 度 中2調 査 では、 同一集 団

の小5か ら中2へ の 間で の変化 を分析 した。

(23)原 子力発 電 に対す る意見

この質 問に対す る選択肢 は以下 の通 りであ る。

カ.原 子力発 電はい っ さい禁止 し、電力 は他 のエネル ギー源 でま かなえ る分 だ け とす る。

キ.他 のエネル ギー源 を総 動員 し、それ で も不足 す る分 だ け原子 力発電 を許可す る。

ク.原 子 力発 電所 の数 を現状 くらい に してお き、電力需 要が増 えて も原子 力発電所 は こ

れ以 上増 や さない。

ケ.原 子 力発電所 の割合 を現状 く らいに してお き、電力 需要が増 えた ら原 子力発 電所 も

増やす。

コ.火 力発 電 な どに よる環境 問題 を大 き く しないた めに も、原子 力発電 は今後 のエネル

ギー源 の主力 と して もっ と開発 を急 ぐ。

小5同 士では、年 度が変 わって も大 きな変化 は見 られ ないが、強 いてい えぱ 「原子力発

電 を減 らすか も しくは不足分 を補 う」方 向に反応 してい る。小5か ら中2へ の過程 で は1989



年度 か ら1992年 度へ か けて は 「不足分 を原 子 力で補 う」 とす るものが約10%ポ イ ン トの

増加 で あったのが、2000年 か ら2003年 にか けては約17%ポ イ ン トの増加 に なってい る。

この こ とは、昨今 の化 石燃料 の限界 と原子 力利 用 の問題 点 は あるにせ よ当面 は原子力発電

に頼 らざるを得 ない とい う社 会的背景 の影響 も考 え られ る。

(27)自 動車 と排 ガ ス問題 に対す る意 見

この質問 に対す る選 択肢 は以下の通 りで あ る。

サ.自 動車 な どは い っ さい使 わず 、昔 の生活 に もどる。

シ.生 活 に ど うして も必要 な車以外 は使 わない。

ス.現 状 はがまんす るが、技術 革新 を急 ぎ、排 気 ガスが少 な く、事故 に対す る安全性 の

高 い車 をつ くる。 その こ とに よって車 の値 段 な どが高 くな るのはやむ をえない。

セ.現 状 くらいが よい。

ソ.車 は現代社 会 の必 需 品であ り、 非常 に人 間の役 に立 ってい るので、車 が増 えるこ と

で、排 気ガ スで大気 が よ ごれ 、交通 事故 が増 えるのは あ る程度 しかた がない。

小5同 士の比較 では、「現状 は我慢 す るが技術革新 を急 ぐ」が どの年度 も50%以 上 を 占め、

そ の割合 は微増 してい る。

また、小5か ら中2に かけて は1989年 度 か ら1992年 度及 び2000年 度 か ら2003年 度

のいずれ におい て も、「現状は我慢 す るが技術革新 を急 ぐ」が50%を 超 えそれ が中2で の 占

め る割合 は前者 で14%ポ イ ン ト増 、後者 で8%ポ イ ン ト増 となってい る。50%以 上 の児童

生徒 が反応 して い る 「現状 は我 慢す るが技術 革 新 を急 ぐ」の選 択肢 に は さらに「排 ガスの少

ない 、事 故 に対 す る安全性 に高 い こ と」を求 め る記述 が ある ことか ら、これ には環境 や生命

に配慮す る学習や 社会 的背 景が影響 してい るもの と考 え られ る。



(32)臓 器移植 と脳 死 に対 す る意 見

この質 問に対す る選択 肢 は以 下の通 りで ある。

カ.脳 死 とは関係 な く、臓器 移植 はい っ さい認 めない。

キ.脳 死 は認 めず 、他人 の死 とは関係 の ない腎臓 な どの移植 のみ認 め る。

ク.現 状 では脳 死 は認 めず 、他人 の死 とは関係 のない移植 のみ認 め るが 、人 工臓器 に

よる移植 の研 究 を促 進 し、多額 の研 究費 を 出す。

ケ.現 状 では脳死 を認 め、臓器移植 も認 め るが、人 工臓器 に よる移植 の研究 を促進 し、

多額の研 究費 を出す。

コ.未 解決 の問題 が多い人 工臓器 の移 植 よ りも、脳 死 を認 めて臓器移植 を推 進 してい

く。

小5同 士 の調査 を比較す る と、1989年 度 か ら2000年 度 に かけて 「脳 死 を認 めて臓・器

移植 を推進す る」ものの割合 が10%ポ イ ン ト増加 してい る。そ の分、「臓器移植 や脳 死 を

認 めない」 の反応 率 が微 減 してい る。 ところが、2000年 度 か ら2004年 度 の比較 では、

「脳死 を認 めて臓器移植 を推 進す る」の反応 率が8%ポ イ ン トほ ど低 下 し、「臓器 移植 や脳

死 を認 めない」の反応 率が微増 してい る。また、小5か ら中2へ かけて の変化 を見 ると、

1989年 度 か ら1992年 度 にかけて は 「脳 死 を認 めて臓器移植 を推 進す る」の反応率 は8%

ポイ ン ト増 で、反 対 に 「臓器移 植 を認 めない」の反応 率が8%ポ イ ン ト減少 してい る。 と

ころが 、2000年 度か ら2003年 度 にか けて は小5と 中2で の各項 目の反応 率は殆 ど同 じ

で、「脳 死 を認 めて臓器 移植 を推進 す る」が32%を 占め るにい た ってい る。これ は 、1992

年度 の中2の それ の割合 とほ ぼ同 じで あ る。す なわ ち、小5の ときか らすで に 「脳 死 を

認 めて臓器移植 を推進 す る」とい う考 え方 を支持す るものが多 くな ってい るのであ る。



こ こで扱 って きた設 問項 目(23)、(27)、(32)は 、それぞれ今 日の 「資源 ・エネル ギー と科

学技術 とのかかわ りの問題」、 「環境汚 染 と科学技術 との かかわ りの問題 」、 「生命倫理 と科

学技術 との かかわ りの問題」な どを代表 させ た もので あ る。それぞれ の反応率 と項 目相互の

関係 か ら見 てみ る。

小5、 中2と もに、 どの調査 年度 におい て も最 も高い反応 率 を示 してい るのは、「23原

子力発 電」で は 「原 子 力発電所 の数 を現状 くらい に してお き、電 力需要 が増 えて も原子力

発 電所 は これ以 上増や さない」で あ り、 「27自 動車 の使 用」 で は 「現状 はがまんす るが、

技術革:新を急 ぎ、排 気 ガス が少 な く、事故 に対す る安 全性 の高い 車 をつ くる。 その こ とに

よって車の値段 な どが高 くな るの はや む をえない」で あ り、「32臓 器 移植 と脳死」で は1992

年 度以 降は 「未解 決 の問題 が多い人工臓 器 の移植 よ りも、脳 死 を認 めて臓器移植 を推進 し

てい く」 となってい る。

この こ とか ら、原子 力 と臓器移植 の よ うに技術的 に問題 点 が多 い もの について はい ま少

し技術革 新の推移 を見 守 って い こ うとす る傾 向が見受 け られ る。 自動車 に関 して は、そ の

身近 さ とい うこ ともあってか技術 革新 に よ り環境 に配慮 す る とと もに安全性 の高い ものを

作 るべ きだ とい う技術 面に強 い期 待 を抱 い てい るよ うに見受 け られ る。

これ らの設 問の反応 率は、環境 面 、技 術面 、倫理面 、社会 的背景 な どにつ いて の知識 ・

理 解 、情 報の受 け取 り方、 あるいは時 間経過 に よる社会 的 な変化等 に大 き く影 響 され るも

ので あろ う。例 え ば児童 生徒 の科 学観 の形成 とかか わって 、小学校理 科 の 目標 の 中に、「自

然 を愛す る心情 を育て る こ と」が掲 げ られ てい る。そ こでは、さま ざまな生 き物 に触 れ、飼

育 ・栽培 な どを通 して生命 尊重 の態度 を養 い、生物 の生存 は水 、空気 、食 料 、自然の資源、

太陽エネル ギー な どに支 え られ てい る ことを学 び、 自然 と人 間 との望 ま しい かかわ り方 を

考 えなが ら 自然 と接 してい くこ との重要性 が指摘 され てい る。

そ して、 これ ら科 学観 の形成 に とって重要 な ことは、画一 的な見方や 考 え方 を指導す る

ので はな く、それ ぞれ の ことが らを判断す るために必要 な科学 的な事 実や 根拠 を提示 し、

さま ざまな立場 か ら検討 し、話 し合 って 自分 の考 え方や 主張 がで きる よ うにす る こ とであ

ろ う。

例 えば、 「電力 の問題 」に 関 しては 、わが 国のエ ネル ギー 中に 占め る電力 の割合 は1970

年 度 の26%か ら1992年 の39%と 大 き く伸 びてい る こと。一方 、国際エネル ギー機 関(I

EA)は 、資源 、環 境 問題 の観点 か ら石 油に よる火 力発電 所 の新 規建設 を禁止 している こ

と。 わが国で も大型 の発 電所 は石炭 、天然 ガ ス、原 子力 の内 か ら選 択す るこ とになってい

るが、前2者 は地球温 暖化 な どの点か ら、後者 は発 電所立 地の 問題 で合意 が難 しい のが現

状 で ある こ と。 しか し、現在 は電 力需要 にあ わせ て、経済性 や供 給の安定性 か ら原子力発

電を基盤 と し次い で火力発 電、水力発 電 で供 給 してい るこ と。 な どの資料 を具体的 に示す

ことで学習者 の 明確 な判 断基準が備 わ ってい くもの と思 われ る。
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4.2.2科 学 観 調 査(理 科)

児童 質 問紙mの[5]の うち、理科 ・科 学 に関す る調査 項 目は7項 目ある。1989年 度、2000

年度調 査 と ともに各項 目に対す る児 童 の反 応 をみてい く。

(21)科 学 者 以 外 の ア マ チ ュ ア に よ る 「科 学 上 の 発 見 の 減 少 」 の 理 由 に つ い て

サ.他 の職 業の人 び とは以 前 の よ うに科 学 に興 味を もた な くな っ たか ら

シ.今 日で は、科 学 の研究 に は長 い年月 をかけ て専 門的 な勉 強や 訓練 が必 要 だか ら

ス.重 要な発 見 には 、今 日で は科学者 しか使 え ない よ うな値 段 の高 い設備 を必 要 とす るか ら

セ.今 日の 重要 な発見 に必 要 な能力 は 、科学 者 しか もっ ていな いか ら

ソ.今 日で は、自分 の仕 事が忙 しいの で、アマチ ュア と して科 学の研 究 をす る よ うなひ まが

ないか ら

「科 学 に対す る興味 の有無」(選択肢 サ 、35%)が 一番多 く、次 に 「専門的 な勉 強や 訓練 が必

要」(選 択肢 シ25%)が 多い。89年 度 との比較 では、サ とシの順位 が入れ代 わ ってい る。

「専門 的学習 の必要性 」は 、8%ポ イ ン ト減 少 し、 「科 学へ の興味 の減 少」 は11%ポ イ ン

ト増加 してい る。科 学 に対 す る興 味が減少 してい るこ とが、発見 の減少 につな がってい る

と考 える傾 向が強 くな って きてい る。92年 度 と03年 度 の 中2を 比較 した結 果 で も、 同 じ

傾 向が見 られ る。科学 に対す る見方 の変 化が見 られ、興味 ・関心 の低 下 を意識 してい る子 ど

もが増加 してい る。

(24)理 科 で学 習 す る理 論 と法 則 に 関 して 、「何 が 大 切 か 」に つ い て

サ.科 学 の きま りを でき るだ けた く さんお ぼえ る こ と

シ.科 学 の きま りを使 って た くさん の 問題 を とき、科 学 の きま りになれ るこ と

ス.そ れ ぞれ の科 学 のき ま りが ど うや って 出て きた のか 、理 由を知 るこ と

セ.科 学の きま りを わすれ て も、 どこを調べ れ ば よいか を知 って い るこ と

ソ.科 学の きま りを わすれ て も、 自分 でみ ちび き出せ るよ うにす る こ と

「き ま り(理 論 や 法 則)に な れ る 」(選 択 肢 シ33%)が 一 番 多 く、 次 に 「理 論 や 法 則 が

で きた 理 由 を考 え る」(選 択 肢 ス24%)が 多 い 。00年 度 との 比 較 で は 、 シの 「き ま りに な



れ る」 が 増 え 、 ソの 「自分 で 導 き 出 せ る よ うに 」 が 減 っ て い る。

(26)あ る発 見 が 、 認 め られ る た め の 条 件 に つ い て

カ.そ の人 とは ま った く別 に行 な った観 察 で も、ま た この こ とが確 か め られ た とき

キ.そ の人 が植 物 の種 類や 植物 が は えてい る理 由 をは っき りい ってい る とき

ク.天 文学 会が 、そ の観 察 は正 しい とみ とめ た とき

ケ.金 星 には酸 素 があ る とい うこ とが わか っ た とき

コ.そ の天 文学 者 が、有名 な生物 学者 で もあ る とき

「植 物 の種 類 や 存 在 理 由 を 明確 に示 して い る」(選 択 肢 キ34%)が 一 番 多 く、 次 に 「酸

素 が有 る こ と」(選 択 肢 ケ23%)が 多 い 。89年 度 と比較 す る と 「別 な観 察 で 認 め られ た 」

(選 択 肢 力22%)が 減 少 して い る。 中2の 調 査 結 果 で も、 カ が 減 少 す る傾 向 が あ る。 科 学

の 考 え方 の 中 心 が 実 証 性 ・再 現性 の 大 切 さ か ら、 説 明 の 重 要 性 に移 っ て い る 現 われ か。

(29)科 学 研 究 の 主 要 な 目的 につ い て

カ.自 然 界 にお け る永遠 に変わ らな い きま りを見つ け 出す こ と

キ.自 然 現象 を、科学 の きま りを使 って 考 えた り説 明 した りす る こ と

ク.自 然 界 につ いて 、で きるだ け多 くの 事実 を発 見 した り、集 めた り、分析 した りす るこ と

ケ.世 界 の人び とに 、 よ り幸福 な生 活が で き るよ うにす るこ と

コ.世 界 を よ り技 術 的に進 歩 させ る こ と



「幸福 な生活 の手段 」(選 択肢 ケ32%)が 一番多 く、次 に 「事実 の発 見 ・収集 ・分析 」(選

択肢 ク25%)が 多 い。89年 度 と比較す る と、 カの 「きま りを見つ け出す こ と」 が7%ポ

イ ン ト増加 し、 ケの 「幸福 な生活 の手段」は7%ポ イ ン ト減 少 してい る。 科学研究 の主要 な

目的 と して科 学的 な側 面 を意識 してい る割 合(カ ～ クの合計)が89年 度 の40%か ら54%

に増 え、技術 的な側面 を意識 してい る割合(ケ とコの合 計)が59%か ら45%に 減 り、 そ

の割合が逆転 してい る。「社 会 と科 学 ・技術 のっ なが り」を意識す る子 どもの減少 してい る

こ とが考 え られ る。

(30)理 科 の 学 習 の 理 由 に つ い て

サ.科 学 の考 え方 を知 る こ とが 大切 だか ら

シ.科 学 は、社 会 のい ろい ろな 面で役 に立つ か ら

ス.理 科 を勉 強す る と、考 え る力が つ くか ら

セ.理 科 の学 習が試 験 に必要 だ か ら

ソ.理 科 の授 業が あ るか ら

「社 会のい ろい ろな面に役 に立っ か ら」(選 択肢 シ37%)が 一番多 く、次 に 「科学 の考 え

方 を知 る」(選択肢 サ31%)が 多い。 中2の03年 度 で は、サ(34%)が 一番 多 く、次 いで シ

(25%)で ある。89年 度、00年 度 と比較 して5%ポ イ ン ト以上 の変化 は小5で は見 られない。

なお、 中2で は、92年 度 か ら03年 度 でサ とシが6%ポ イ ン トず つ減 少 し、 スの 「考 える

力 がっ く」が8%ポ イ ン ト増加 していた。



(33)理 科 の 実 験 で 新 しい 実 験 器 具 を使 う こ と につ い て

サ.初 めて見 る実 験器 具 には興 味 が あるの で進 んで使 ってみ る

シ.興 味 は あ るが使 い方 に 自信 が ない ので 友だ ちが 実験 す るの を見て か ら自分 で使 ってみ る

ス.興 味 は あ るが 、 自分で は使 わ ない で友 だ ちが使 うの を見 てい る

セ.新 しい実験 器 具 とい って も と くべつ 興 味は ない が、 自分 で も使 ってみ る

ソ.新 しい実 験器 具 とい って もと くべ つ興 味 はな く、友 だ ちが 実験す る のを見て い る

「進 ん で使 う」(選 択 肢 サ48%)が 一 番 多 く、 次 に 「友 達 の 実 験 を 見 て か ら使 う」(選 択

肢 シ32%)が 多 い 。89年 度 、00年 度 と比 較 して5%ポ イ ン ト以 上 の 変 化 は 見 られ な い。

中2の 調 査 結 果 で も 同 様 に サ 、 シ の順 で 選 ぶ 割 合 が 多 い 。

(35)現 代 の 科 学 者 が 、 昔 よ り複 雑 な 問題 を解 明 で き る理 由 につ い て

カ.現 代 の科学者 はむ か しの 科学者 が 考 えた こ との多 くが誤 りであ る こ とを知 って い るか ら

キ.現 代 の科学者 はむか しの科学者 よ り、 もっ と想像 力 に 富ん でい るか ら

ク.現 代 の科学者 はむ か しの科学者 の考 えや発 見 を も とに して仕 事 がで き るか ら

ケ.現 代 の科学 者 はむ か しの科学 者 よ り、理解 力が す ぐれ てい るか ら

コ.現 代 の科学 者 はむ か しの科学 者 よ り、 よい教育 を受 けてい るか ら

「科 学 的研 究 が積 み 上 げ で あ る 」(選 択 肢 ク40%)が グ ラ フ の とお り抜 き ん 出 て多 い。

カ 「昔 の 科 学者 の 誤 り」 が 、 増加 傾 向 に あ る。(11%か ら17%)。 中2で は ク が50%で 、

小5よ り10%ポ イ ン ト大 き い が 、 全 体 的 な傾 向 は 同 じで あ る。



4.2.3科 学観 調 査(算 数)

児童質 問紙 皿の設 問[5]の 中で,算 数 に対す る考 え方や 態度 を調 査す る ものは5項 目

で あ り,1989年 度 、2000年 度 に実施 された もの とす べ て同 じで あ る。 ただ し,2004年 度

の調査 は現 教育課 程,2000年 の調 査 は 旧教 育課 程,1989年 度 につ いて は旧教育課 程以 前

の下での調査 で ある。

以下 では,各 項 目ごとに,生 徒 の反 応 につい て分 析 してい くこ とにす る。

(22)算 数 を何 のた めに勉強 して いるの だ と思い ます か。

ア.算 数 の大切 な考 え方 を身 にっ けるため。

イ.算 数 は入試 に役 に立っか ら。

ウ.算 数 は社 会 のい ろいろな面 で役 に立つか ら。

エ.算 数 の授 業 が学校 にあ るか ら。

オ.そ の他。

《設 問内容》

「何 のた めに算 数 を学 習す るのか」と言 った,

学習す る 目的 につ いての設問。

《分析》

ウの選択肢 「算 数 は社 会 のい ろい ろな面 で役

に立つか ら」 を選 ぶ生徒 が6割 を占め,算 数 の

有用性 を重視す る数学観 を保持 して い る。

しか しなが ら,時 系列 に よる変化 を見 る と,

アの選択肢 が若干 増加 しつつ あ り,学 習す る 目

的 の変化 が い くぶ ん見受 け られ る。

(25)次 の 算 数 の 問 題 を,自 由 な方 法 で解 い て よい と言 わ れ ま した 。 あ な た は,ど ん な

方 法 で解 き ます か 。

「4つ の コ ップ が あ っ て,そ れ ぞ れ0 。85リ ッ トル,0.97リ ッ トル,

1.15リ ッ トル,0.91リ ッ トル の 水 が入 っ て い ま す 。4つ の コ ップ の

水 を,4リ ッ トル 入 りの ヤ カ ン に 入 れ る こ とは で き ます か 。」

ア.筆 算 で 計 算 をす る。

イ.暗 算 で 計 算 をす る。

ウ.電 卓 で 計 算 をす る。

エ.そ ろば ん で 計 算 を す る。

オ.お よそ の数 で 考 え る。



《設 問 内容》

問題 解決 にお ける方 法論 についての設 問。

具 体的 には,ど の よ うな計 算方法を選択

す るか とい う設 問。

《分析 》

4つ の数値 はすべ て1に 近 い数値 で,そ の

内の3つ は1以 下 の数 値 であ る。1以 上 の数

値 を利 用 して,「 暗算 」や 「概数 」 で判断す

る ことも可 能で あ る。

しか しなが ら,半 数 の児童 が アの選択肢

「筆算 で計算 をす る」を選び ,オ の選択肢 「お

よそ の数 で考 える」 を選 ぶ生徒 は10%強 に過 ぎない。 小学生 の多 くが,「 算数

の授 業で は実際 に計算す るこ とが大切 であ る」 とい った 「算数観 」 を もってい

る と考 え られ る。

(28)友 だ ちが 黒板 で 文 章題 を解 き ま した。

と ち ゅ うま で は あ って い ま した が,最:後 の とこ ろ で ま ち が っ て しま い ま した 。

あ な た は この 解 答 に つ い て ど う思 い ま す か。

ア.非 常 に お しい 解 答 だ 。 考 え 方 は あ っ て い るの だ か ら90点 く ら

い だ とお も う。

イ.と ち ゅ うま で は あ っ て い るの で,70点 く らい だ とお も う。

ウ.と ち ゅ うま で は あ っ て い る の で,50点 く らい だ とお も う。

エ.と ち ゅ うま で は あ っ て い そ の で,30点 く らい だ とお も う。

オ.文 章 題 は た とえ1か 所 で もま ち が っ た ら0点 だ と思 う。

《設問 内容 》

文 章題 解決過 程 の評価 を問 う設問。

《分析》

アの選択 肢 「非 常 にお しい解 答だ。考 え方

はあって い るの だか ら90点 くらい だ とお も

う」 と,イ の選択肢 「途 中まで は あってい る

ので,70点 くらい だ とお も う」が過半数 を

占め,多 くの児童 が学習活 動 を評価 してい こ

うと してい る。

時 系列の変 化 として は,旧 教育課程以 降,

学習活 動 を評価 してい く傾 向に あるよ うで あ

る。



(31)A店 で売 っ て い た 宝 く じで,こ れ ま で1回 だ け1等 が で ま した 。B店

で 売 っ て い た 宝 く じは,ま だ1度 も1等 が で た こ とが あ りませ ん 。 も し

あな た が 宝 く じを 買 う と した ら,あ な た の 考 え に 最 も近 い の は どれ です か。

ア.1度 あ る こ とは ま た あ る と考 え られ るの で,A店 で 買 う。

イ.B店 は ま だ1度 も1等 が で て な い の で,B店 で は 買 わ な い。

ウ.A店 は1回 でB店 は0回 で,違 い は ほ とん どな い の で,ど ち ら

で 買 っ て も よ い。

エ.A店 は1回 でB店 は0回 で ,1回 確 か に 違 うの で,A店 で 買 う。

オ.な ん とも い えな い 。

《設 問 内容 》

算 数 での 「確 率 」 の考 え方 に関 わ る設 問。

《分析》

算 数の 問題 としてみれ ば,宝 く じを買 うと

き,ど の店 で買 って も,あ たる確 率 は同 じで

あ る。

選 択肢 のア～ エは,算 数 としては正 しい と

はいえ ない内容 の設 問 であ るが,そ れ を選 択

して い る生徒 が7割 を超 えてい る。 また,時

系列 に よ る変化 と して は,ア の選択肢 「1度

ある ことはまたあ る」 が増加傾 向にあ る。

(34)こ れ か らの社 会 で は,コ ン ピ ュー タ が さ らに 広 く使 わ れ る よ うに な る

と言 わ れ て い ます 。 コ ン ピ ュー タ と算 数 の 勉 強 との 関 係 に つ い て ど う思

い ま す か。

ア.計 算 力 が 落 ち る か ら,コ ン ピ ュ ー タ は使 わ な い方 が よ い。

イ.ど ん な 問題 を解 く と き に も,コ ン ピ ュ ー タ を使 っ た 方 が よい 。

ウ.複 雑 な 問題 を解 く と き に,と き ど き は コ ン ピュ ー タ を使 っ た 方 が よ い。

エ.複 雑 な 問題 を解 く と き に,ど ん どん コ ン ピ ュー タ を使 っ た 方 が よい 。

オ.算 数 の勉 強 とコ ン ピ ュー タ は 関係 が な い。

《設 問内容》

コン ピュー タ との 関係 に 関わ る設問。

《分析 》

コ ン ピュー タの使 用 を肯 定 的 に と らえ よ う

とす る児 童(イ,ウ,エ の選 択肢 を選 んだ児

童)が,お よそ5割 強 い る。

時系列 に よる変 化 と して は,ア や オ の選択

肢 とい っ た否 定 的な と らえ方 をす る児童 が,

若干,増 加傾 向に ある。
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1,平 成16年 度小学校5年 調査用紙お よび各項 目の反応率

小学校5年 生に対す る調査項 目お よび項 目毎の反応率を次に示す。

1・4一 理 小麹
SAM-SCI

理 科 問 題

一小学校5年 生用一

国立教育政策研究所

國

① いんさつがはっき りしな くて読み にくいところがあった り、意味の

よくわか らない ところがあった りしたら、だまって手をあげて くださ

い。

② 答えは、ア～オ(カ ～コまたはサ～ソ)の 中から一つを選んで、そ

の記号を○でか こんでくだ さい。

番(男 ・女)生 まれた月日 月 日組5年

ふ りが な

名まえ

複製を禁ずる
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O
㊤

1

(1)チ ャイ ム を作 ろ うと思 って 、長 い金 ぞ くの 管か ら、下 の図 の よ うに、長

さの ちが う管 を4つ 切 り取 り、 つ り下 げ ま した。 これ らの管 をた た く と、

どれ がい ちばん ひ くい音 を出 しま す か。

A

B

ア

イ

A H

1D
ウ.上 の方 をた た く とA、 下の方 をた た く とB

エ.上 の方 をた た く とB、 下の方 をた た く とA

オ.ど れ も弱 くたた くと、ひ く く鳴 る

ア5B.8イ27.3ウ7.5エ4.1オ

(2)つ ぎ の うち 、 水 に 幽 の は どれ で す か 。

1.7無0.6

カ.砂 キ.食 塩 ク.石 け ん ケ.ほ う 酸 コ.空 気

力33.4キ5.0ク42ケ9.5コ45.2無2.6

のう

(3)目 で み た こ とを脳 へ 伝 え る役 目をす る ものは,っ ぎの 中 の どれ です か。

せん きんにく しんけい じょうみゃく どうみやく

サ.リ ン パ 腺 シ.筋 肉 ス.神 経 セ 。 静 脈 ソ.動 脈

サ23.0シ1.8ス59.1セ5.7ソ9.1無1.3

(4)下 の 図 は あ る 日の 北 の 空 に 見 え る お も な星 を あ らわ した もの で す 。 北 極

星 は 、 図 の 中 の 星 の どれ で す か 。 図 の ア ～ オ の 中 か ら選 ん で くだ さ い 。

ウ..

イ
/＼

、
＼
り

＼ア

.=C

＼ダ
オ

ア16・2イ8.1ウ18 .7エ24.1オ25.2無7.7

一2一

(5)ジ ャ ムの びん の金 ぞ くのね じぶ た を あ け よ うと して も、 うま くまわ らな

い とき 、ふ たを あ け るには、 つ ぎの 中 の どれ をや っ てみ る のが い ちば ん よ

いで しよ う。

カ.ね じまわ しでふ た を こ じあ ける

キ.ふ た をか なづ ちで たた いて とる

ク.び んの ガ ラス の部 分に 熱い 湯 をか け て、 ふ た をま わす

ケ.ふ たに冷 た い水 を かけ て、 ふ た をま わす

コ.ふ たに熱 い 湯 をか けて 、ふ た をま わす

カ5,3キ2.7ク23.9ケ7.8コ59.6無0.6

(6)鉄 の 表 面 に ペ ン キ を ぬ る と鉄 が さび に く く な りま す 。 そ の 理 由 は 、 つ ぎ

の 中 の どれ で す か 。

(7)

サ.ち っ素が 鉄 とふれ るの をふせ ぐか ら

シ.ペ ンキが 鉄 とむす びつ い て、 ちが った物 にな るか ら

ス 。二 酸化 炭 素が 鉄 とふれ るの をふせ ぐか ら

セ.鉄 の表 面 を なめ らか にす るか ら

ソ。酸 素や 水 分が 鉄 とふれ るの をふせ ぐか ら

サ14,4シ9.6ス16.2セ7.6ソ50.8無1.6

牛 に ゅ う を 冷 ぞ う こ に入 れ て お く と、 す っ ぱ く な りに くい の は な ぜ で し

ょ う。 そ の 理 由 を つ ぎ の 中 か ら選 ん で く だ さい 。

ア.牛 に ゅ うの 中の水 が氷 にな るか ら

イ.牛 に ゅ うの 中の ク リー ムが 分か れ て くるか ら

ウ.縮 欝 の はた らき が弱 ま るか ら

エ .ハ エ が 、は い りこまない か ら

オ.表 面 に ま くがで き るか ら

ア3.2イ17.0ウ5B.5エ7.5オ16.8無i.0

一3一



(8)下 の 図 は、 あ る 日の 北極 星 とそ の 近 くに見 え る星(Bの 星)を 表 した も

のです 。 これ か ら、Bの 星 は どの よ うに 動い てい きます か。

⑤

④
/
「

①

8
〆

風臨」

i

・1

4
③

…

・

②

カ.① の方 向

キ.② の方 向

ク.③ の方 向

ケ.④ の方 向

コ.⑤ の方 向

カ12.3ヰ14.6ク12.3ケ34,7コ23.0無3.0

かがみ

(9)鏡 に 向 か って リ カ とい う字 を書 い た紙 が 、 たて てお いて あ ります・

鏡 には 、 この字 が どの よ うに うつ ってみ えます か。

(10)さ と う209を 水100gに とか し、 さと うのつ ぶ が見 え な くな るまで か き ま

ぜ 、 さ と う水 をつ く りま した。 この さ と う水 の重 さはつ ぎの どれ にな りま

す か。

ア.1009

イ.1109

ウ.110gよ り 重 く 、120gよ り 軽 い

エ.120g

オ.120gよ り 重 い

ア17,8イ13.3ウ19.7エ45:9オ2.5無0.8

(11)野 鳥 には 、足 に水 か きを も ってい る もの が あ ります。 この よ うな鳥 がふ

つ う住 んで い るのは 、つ ぎ の 中の どの場 所 です か。

1

ざ

ー

サ.リ カ

シ.1'氏

ス.カ リ

カ.森

キ,ま き ば

ク.は た け

ケ.さ ば く

コ.み ず うみ

カ16.0キ2.0ク2.7ケ0.9コ7Z8無0.6

(12)下 の 表 は 、 月 曜 日か ら水 曜 日ま で の3日 間 の 気 温 の 変 わ り方 を あ ら わ し

て い ま す 。

セ.氏 【1

ソ..14

月曜 日

火曜日

水曜日

午前6時 午前9時12時(正 午)午 後3時 午 後6時

1590

15ｰC

8℃

17ｰC

15ｰC

10ｰC

ZOｰC

15ｰC

14ｰC

21ｰC

10ｰC

14ｰC

19ｰC

9℃

13`C

サ5.8シ24,2ス6.4セ ・60.9ソ2・4無o.a

この3日 の うちで、 急 にす ず しい風 がふ き始 め た ときが あ りま した 。

それ は 、つ ぎの 中の どの ときだ った と思 い ます か。

サ.月 曜 日の午 後 シ.火 曜 日の朝

セ.水 曜 日の朝 ソ.水 曜 日の午 後

ス.火 曜 日の午 後

サ5.8シ4.1ス43.9セ40.2ソ5.2無0.7

一4一 一5一



(13)あ る人 が 、 音 は 水 の 中で もつ たわ るか ど うか、 とい うぎ問 を も ちま した。

音が 水 の 中で もつ た わ る こと を しらべ る には、 っ ぎの方 法 の中 で、 どれ が

い ちば ん よい で しょ う。

ア.水 を い きお い よ く流 して、そ の 中で 二っ の石 を うち合 わせ る

イ.石 を水 の上 か ら落 と して、 水 面 に落 ちた ときの音 を聞 く

ウ.水 面 のす ぐ上で 、 二つ の石 を うち合 わせ 、そ の音 を聞 く

エ.水 面 に耳 を近 づ け て、水 面 のす ぐ上で 、二 っの 石 を うち合 わせ るオ .

オ.水 の 中 に も ぐって いて 、二 つの 石 を うち合 わせ 、 水の 中で 音 を聞 く

アa.aイ18,3ウ14.0工13.6ガ'43 .6無2.1

(Z5)イ ン グ ンマ メの たね を まい て、 つ ぎの 実験 ユと実験2を しま した
。

実験1

[図A]董

に
り

ぐ
切

す

を
た

、分

て

て
半
育

し
の
て

芽
葉

つ

発
子
と

豊

　　

コB図[

へずら
た

と
て

り
育

切
ま

を
ま

葉

の

子
そ

この実 験1の 結 果 、AはBに く らべ て、 本葉 の成 長 が お くれ る こ とが わ

か りま した。

(14)つ ぎの図 は 、三 つ の同 じロ ウ ソク を ちが った箱 に入 れ
、 同時 に火 をつ け

た よ うす を しめ した もの です。

2

[図C] [図D]

ー

N
一
ー

大 きい亡 じノ=箱

囲
111

4、さi、とじた箱 ひ らいた箱

田
{2,

.囲
にり

張

ハ 、

㌦

1

を'＼ 、

ロ ウ ソクの ほ のお は、 どの順 序 で 消 えます か。

カ.(1)→(2)→(3)

ク.(2)→(3)→(1)

コ.(3)→(2)→(1)

キ.(2)→(1)→(3)

ケ.(1)→(3)→(2)

始

分

出

半
た

が

の
て

葉

葉
育

本

子
て

の

、
つ

め

き
と

い
と
り

ま

た
切

3
め
を

子 葉 を切 りと らず 、

そ の まま 育 てた

この実 験2の 結 果 、CとDは 同 じよ うに よ く成 長 をつ づ け る こ とが わか

りま した。

カ5・0≠35.9ク7 .8ケ11.4コ39 .4無 。.5

実験1と 実験2の 結果 を も とに して、 子葉 の養 分 の はた らき を正 しくの

べ た文 を1つ 選 ん で くだ さい
。

サ.子 葉 の養 分 は、 たね の発 芽や 成長 には必 要 で ない

シ,子 葉 の養 分は 、た ねが 発芽 した後 に は必 要 で な くな る

ス.子 葉 の養 分 は 、本葉 が 出始 め る と必要 で な くな る

セ.子 葉 の養 分 は、本 葉 が3枚 に な るこ ろに は、 必要 で な くな る

ソ。子 葉 の養 分 は、本 葉 がio枚 にな る こ ろに は、必 要 で な くな る

一6一

サ5.2シ27 .8ス33.tセ26 .4ソ5.8無1.7

-7一



(is)下 の 図は つ き出 して い るが けの ス ケ ッチ です 。 しま もよ うは、 どこか ら

見 て も水 平 にな ってい ます 。

蕪
灘簾

,織.纒 鎌
理一

.

い隔

ノ

隔
の
'

硬
隔

整

電う
一 土の廟
一 砂の層
_小 石の層
一砂の層
脚ねん土の層
"小 石の層

ここから切 り取る

'昌罫'監 け"."9

つ き 出 した部 分 を上 の図 の太 線 で切 り取 る と、 新 しく見 られ るが けの し

ま もよ うは ど うな って い る と思 い ます か。 っ ぎの 中か ら選 ん で くだ さい。

(17)て ん び んは さ らをつ りさげ ない とき、水 平 に な ってっ りあ ってい ます 。

このて ん びん に、 お も さが同 じさ らをつ け、 お も りをのせ た ら、水 平 に な

らな くな りま した。 水 平 にな って つ りあ うよ うにす るため には 、 どの よ う

にす れ ば よい です か。

Aの さら

し点.

Hの さら

お もり、59

お もり5g

アr,l
o.,'9.・ ・

.～鵜 胃●亀聾 蕊'

イ

1

謡

1

工 才

のげ

ほ るロリ

塞.1鱗藻,
£ ・、 鴨 、'・ ・、

ウ
h・ ■嚇 馳 ・・31

'… ≒羅

=・9・1"亭
,

S

。',、

カ.お も りの形 を同 じにす る

キ.糸 の長 さを同 じに す る

ク.さ らにお くお も りの場所 を同 じにす る

ケ.Aの さ らをつ るす い ち を、 し点の ほ うへ 動 かす

コ。Bの さ らをつ るす い ち を、 し点の ほ うへ 動 かす

カ10.9キ18.8ク19.6ケ41.5コ7.3無i.8

ア10.4イ14.4ウ30.0エ9.7オ34.7無0・8 (18)過 酸 化水 素水(オ キシ ドー ル)に 二酸化 マ ンガ ン を くわ えて 酸 素 を発 生

させ る とき、 な るべ くじ ゅん すい な酸 素 を集 め る の に もっ ともて き と うな

方 法 はつ ぎ の どれ です か。

・水

」
サ シ ス セ

氷

水ノ凹

ソ

ザ24.0シ12.4ス12.7セ33.6ソ13.4無3.9

-水

一8一 一9一



(19)マ メの成 長 に 、土 、ね ん ど、砂 の どれ が もっ とも よいか を調 べ るため 、

次 の よ うな実験 を しま した。

図 の よ うな大 き さの ち が う3っ のは ちを用 意 し、 それ ぞれ に 土 、ね ん ど、

砂 をべ つべ つ に入れ 、マ メ のた ね を同 じ数 だ けま きま した。 そ して3つ の

は ち を、 ま どぎわ に な らべ てお き、 同 じ量 の水 をそ れぞ れ にや りま した。

降

(20)あ る晴れ た 日に、 図1の よ うな観 測 用 具 を使 い、 ぼ うの か げの方 向 と長

さを はか って記 録 した ところ 、図2の よ うに な りま した。

ぞ

図1

0

ぼう

i

ｮ2

土 ねんど 砂

かげ の記 録が 図2の ① の とき、太 陽 はつ ぎ の どの方 向 に見 えます か。

1

刈
Q。

ー

この実 験 が、 調べ よ うとす る こ とにた い してよ血 と考 え られ る理 由

を、 つ ぎの 中か ら選 ん で くだ さい。

ア.あ るは ち の植 物 には 、 ほか のは ちの植 物 よ り、 よけい に 日光 があ た

る

イ,そ れ ぞれ の は ちに 入れ た土 、 ねん ど、砂 の量 がち が う

ウ.一 つ の は ちだ けは 暗い所 にお かな い とい けな い

エ.水 の 量 をち が えな い とい けな い

オ.ま どぎわ で は、 あ たた か くな りす ぎ る

カ.西 キ.南 西 ク 。 南 ケ.南 東 コ.東

カ11.5キ36.2.ク14.1ケ19.2コ16.8無2.1

ア17.1イ44.6ウ13.2エ13.1オ7.3無4・7

一io一 一ii一



趣 04一 算小l

SAM・MATH

算 数 問 題

一小 学校5年 生用 一

国立教育政策研究所

國

① いんさつがはっき りしなくて読みに くい ところがあった り、意味の

よくわか らない ところがあった りしたら、だまって手 をあげて くださ

い。

② 答えは、ア～オ(カ ～コまたはサ～ ソ)の 中から一つを選んで、そ

の記号を○でか こんでください。

5年 組 番(男 ・女)生 まれた月日 月B

吻
え

"
ま

ふ
名

複製を禁ずる

一74一



ー

謡

ー

(1)

A

B

巳

一輔嚇

ー
ー

1
み

ノ
'

3q範

C

ア40.8イ31.4

(2)つ ぎ の よ う に 列 が 続 い て い ま す 。

だいいちれつ

第1列

第2列

第3列

第4列

第5列

● ● ●

3σE

3cm

ア

A

B、36ロ

オ.

ウ9.9エ

り つロぎう た し　

左 の図 の立方 体 を図 の 中の3点
へいめん

A,B,Cを 通 る平面 で切 っ た と

きで き る切 り口は 、 どの よ うな図

形 で すか。

イ ウ エ

}:麟:鰍 ◎:
アか らエのどれで もない

3.9オ2.2無11.8

1

1-1

1-1十1

1-t十1-1

1-1十1-1十1

..

第50列 の答 え は、 い く ら と考 え られ ます か。

カ.0キ.1ク.2ケ.25コ.30

ヵ2e.6キ30.2ク10.2ケ22.1コ8.9無2,1
ゆ ひと

(3)つ ぎのサ か らソの文 の 中で 、2つ の こ とが らが起 こる割合 が等 しいの

は どれ です か。

こうか

サ.2枚 の硬貨 を同時 に投 げる とき 、2枚 と も表 がで る こ と と、1枚
うら

は表 で1枚 は裏 がで る こ と
が はり

シ.画 び ょ うを投 げ る とき、針 が 上 を向 くこ とと、 針 が下 を 向 くこ と
ぐうすう

ス 。 さい こ ろを投 げ る とき、偶 数 の 目が で るこ と と、1の 目がで る こ

と

セ.一 組 の トラ ンプ を よ く切 っ て1枚 を ひ く とき、 ダイヤ のカ ー ドが

で る こ とと、 スペー ドのカ ー ドが で るこ と
ム は

ソ.9月 の 天 気 で 、 雨 が 降 る こ と と、 晴 れ る こ と

サ19.8シ14.5ス14.7セ8.3ソ14.7無27.9

一2一

(4)つ ぎ の 計 算 を す る と、 下 の どれ に な りま す か 。

1054

-865

ア.189イ.199ウ.211エ.289オ.299

ア73.2イ14.2ウ3・0エ7・0オ2・3無0・4

ひと

(5)つ ぎの式 に等 しい ものは 、下 の どれ です か。

7×(3+9)

(s)

カ.(7×3)十(7×9)キ.(7×9)十(3×9)

ク.(7×3)十(3×9)ケ.7×27

コ.21十9

カ6。4キ87ク11.2ケss・8.3無2.7

(318,・98)の 数 を 大 きい 順 に 左 か らな ・べ … つ ぎ の ・れ

に な りま す か 。

サ ・(・'818)

セ・(1÷ ÷ ・)

サ11.9シ7.7ス

シ.(÷,1÷,・)ス ・(一98'・,1÷)

ソ・(2,1-38'÷)

4.6セ9.4ソ83.7無2.7

(7)つ ぎの 図で 、小 さな正方 形 はす べ て 同 じ大 き さです。

しやせん

長 方形 全体 の 面積 を1と す る と、斜 線 の部 分 の 面積 は い く らにな りま

す か。

ア.轟 イ.÷ ウ・ ÷ エ・ ÷ オ・ ÷

ア282イ12.1ウ36.3エ14.4オ4.5無4.4

一3一



あたい

(8)つ ぎ の図 で、xの 値 は 、下 の どれ です か。

、65●

(12)1つ のベ ルは8分 ご とに な り、 も う1つ のベ ル は12分 ご とに な ります 。

両方 のベ ル が12時 ち ょ うどに、 同 時に な りま した 。っ ぎに 同時 にな るの

は何 分 後です か。

75' xｰ

サ.8分 後 シ.12分 後

セ.24分 後 ソ.96分 後

ス.20分 後

サ4.8シ8.4ス24.5{r41.Bソ17.2無3.4

1

♂

1

カ 。75 キ.70 ク.65

カ3.2キ3.1ク5.4ケ8.5

ぽう

(9)棒 が下 図 の よ うに な らんで い ます。

ケ.60コ,40

コ78.2無1.6

口 〉 「「1>1^〔 口 〉

1番 め 2番 め 3番 め

セ そ く

な らび方 の規 則 は変 わ らない もの とす る と、10番 めの 図で は、何 本 の

棒 が使 われ ます か。

サ.30本 シ.33本 ス.36本 セ.39本 ソ.42本

サ21.7シ43.9ス13.3セ7.0ソ12.9無12

(10)5回 の ゲー ム を行 い ま した。 あ るチ ー ムは1ゲ ー ム にっ き平均3点 の
そうとくてんとくてん

得 点 を あげ てい ま した。 そ のチ ー ムの5回 の ゲー ムで の総得 点 は、つ ぎ

の どれ です か。

(13)1目 も りがlcmの 方 眼紙 に右 の図 を

か きま した。 黒 い部分 の面積 は何cm2

で しよ う。

・・壽 幽

ア.6cm2

イ.7cm2

ウ,8cm2

エ.9cmZ

オ.IOcmz

ノロ

鱗 螺

鞭 覇,
」

ア4.5イ3.9ウ20.4.エB2.Bオ7.1無1.5

(14)右 の 図 は、立方 体 の1つ のか ど
もくせい

を切 りお と した木製 の 立体 を台の

上 にのせ た もので す。

この立 体 をま上 か ら見 た ら、つ

ぎ の どの形 にな ります か。

謝
.憶

ア,÷ 点 ・・÷ 点 ウ・・点 工・

ア14.9イ7.9ウ4.6エ4.7a卜66.'

(1Dっ ぎ の 計 算 を す る と、 下 の どれ に な りま す か 。

(22×18)一(47-i-59)=

カ.290 キ.300 ク,384

5点

無1.9

ケ.408

オ.15点

コ.502

カ
F.;:

.きii嚢iii

ケ[フ

T

●
。
.♂

♂

●

O
■

9

,
■

4

●

り
O

.

.噂

O
●

'園

クq

カ3.6キ2.0ク7.7ケ232=7B2.1無1.4

カ70.5キ6.2ク9.4ケ3.7コ8.6無1.5

一4一 一5一



(15)ひ ろ しさんは ゆ き子 さん よ り4才 年 上 で、 ゆ き子 さんは よ し子 さん よ

り11才 年 下 で、 よ し子 さんは12才 です。 この とき、ひ ろ しさん の年令 は 、

つ ぎの どれ です か。

サ.3才 シ.5才 ス.14才 セ 。19才 ソ.27才

サ4.1シ64.5ス11.3セ8.4ソ9.9無1・7

あたい

(16)つ ぎの 図 でABの 長 さ は1で す 。PQの 長 さ をみっ もった 値 と して 、

下の 中で もっ とも よいの は どれ ですか 。

P

Aト ーaB

Q

(19)

小 交 懸
イ

へ
も
嵩

・7舞

拶
鍵

こくもつ

左 の 円 グ ラフ は、 あ る国 の穀 物の
しゅうかくだか

収 穫 高 の 割 合 を あ らわ した もの です 。

この 円グ ラフ につ い て正 しい こ とを

のべ て い るの は、 どれ で す か。 答 え

は、 つ ぎ の中 か らえ らん で くだ さい。

ア.カ ラス麦 は ライ麦 よ り多 い。

イ.最 も多い の は大麦 です。

ウ.小 麦 と大 麦 は等 しい。

エ.カ ラス麦 は最 も少 な い。

オ.小 麦 とカ ラス麦 をあ わせ て も全体 の 半分 よ り少 な い。

ア 乃:8イ3.3ウ'6.4エ2.4オ ー6.6無5.4

ー

ミ

ー

ア.2 イ.6 ウ.10エ.14オ.18

ア2.8イ67.4ウ15.5エ6.6オ2.7無5.0

せんぷん

(17)つ ぎの 図 の うち、2点P,Qを 結 ぶ線 分 に よって 、合 同 な2つ の図 形

に分 け られ る のは 、下 の どれ です か。

Pri

Q

ケ之=Z
仁Q〃 ▽Q
a

Py""@

(zo)

zs

第1,2,3,4学 年 の 人 数

20

f8

16

:14

人is

数.is

8

6

4

2

0

盤

憾
.鷺 ・

f

i

襯
臓
.櫓
.紗

,
.
㌧

馨
鍵

カ4.1キ14.1ク5.7ケ4B.0コios無17 .1

(is)

縞

帯

51
噺

諮

穫

航
堺

!

兜

竃
血

騎

はな ごうほう

音 の速 さは毎 秒340mで す。714m離 れ た とこ ろで うった 号砲(ピ ス

トル のス ター ト音)が 、 耳に と ど くま で に何 秒 かか ります か。答 え は、

つ ぎの 中か らえ らん で くだ さい。

23
学.年

麗 翅 「

;女子男子

4

上の グ ラフ につ いて 、正 しい こ とを のべ て い るの は、 どれ です か。 答 え

は 、つ ぎ の中か らえ らんで くだ さい 。

サ.0.21秒 シ.2.1秒

ソ.サ ～ セ の どれ で も な い

ス.21秒 セ.210秒

サ13.2シ43.3ス15.8セ4 .8ソ18.8無4.2

一6一

カ.第2学 年 は もっ とも人数 が 少 ない。

キ.第2学 年 と第4学 年 は人 数 が 同 じです。

ク.第3学 年 は男子 が女 子 の2倍 い ます 。

ケ.第4学 年 は女子 が男 子 よ り多い 。

コ.第1学 年 の男子 と第4学 年 の女 子 は人数 が 同 じです。

カ2.3キ7.0ク7Z3ケ6.6コ1.7無5.1
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幽 104一 小 質Il

SAM・STU,DES

児 童 質 問 紙1

一小 学校5年 生 用 一

国立教育政策研究所

匝
① この調査で は、あなたの算数や 理科の勉 強な どの ことにつ いて

きいていますが、答 えが正 しい とか、ま ちがってい る とか を調べ

るものではあ りませ ん。

② この調査 は、大 き く2つ にわかれて います。1つ めは あなたの

ことを きく質問 で、2つ めは算数や 理科 の学習につ いての質 問で

す。

③ いん さっ がはっき りしな くて読み に くい ところがあ った り、意

味の よくわか らない ところがあった りした ら、だ まって手 をあげ

て くだ さい。

④ 答 えは、 ア～オ(カ ～ コまた はサ～ ソ)の 中か ら一つ を選 んで 、

その記号 を○ でか こんで くだ さい。

5年 組 番(男 ・女)生 まれた月 日 月 日

ふ りが な

名まえ

複製を禁ずる

一78一



1

お

ー

(1)あ なた の家 に は、 お よそ どれ く らい の本 が あ りますか。(た だ し、マ ンガ
ざっし

本や 雑 誌 は入 れ ませ ん。)

ア.10さ つ 以 下

イ.11～30さ つ く らい

ウ 。31～100さ つ く らい(本 箱1つ が100さ つ く らい)

エ .101～300さ つ く らい

オ.お よ そ300さ つ 以 上

ア18.2イ39.9ウ27.8エ9.9オ4.0無0.2

(2)あ な た は 家 で 勉 強 す る と き 、 家 の 人 や 家 庭 教 師 な ど に どれ く らい 教 え て も

らい ま す か 。

カ.だ れ に も ほ とん ど教 え て も ら わ な い

キ.家 の 人 に と き ど き 教 え て も ら う

ク.家 の 人 に よ く教 え て も ら う

ケ.家 の 人 以 外 の 人(家 庭 教 師 な ど)に とき ど き教 え て も ら う

コ.家 の 人 以 外 の 人(家 庭 教 師 な ど)に よ く教 え て も ら う

カ18.2キ67.3ク14.0ケi.1コ1.0無0.4

(3)あ な た は 学 習 じ ゅ く ・進 学 じ ゅ く に 行 っ て い ま す か 。(ピ ア ノ、 絵 、 習 宇 、

そ ろ ば ん じ ゅ く(教 室)な ど は 入 れ ま せ ん。)

サ.行 っ て い な い

シ.1週 間 に1回 行 っ て い る

ス.1週 間 に2回 行 っ て い る

セ.1週 間 に3回 行 っ て い る

ソ.1週 間 に4回 以 上 行 っ て い る

サ67.0シ11.1ス16.4セ3.5ソ1.4無0・5

(4)あ な た は 学 習 じ ゅ く以 外 の ピア ノ 、 絵 、 習 字 、 そ ろ ば ん じゅ く(教 室)な

どに 行 っ て い ま す か 。 最 も よ く行 っ て い る も の 、 ま た は 最 も熱 心 な も の を1

っ 選 ん で くだ さい 。

ア.行 っ て い な い

イ.そ ろ ば ん じ ゅ く(教 室)

ウ ・ ピ ア ノ な ど の 音 楽 教 室(家 で の レ ッ ス ン も い れ る)

エ ・ 水 泳 、 サ ッ カ ー な ど ス ポ ー ツ 教 室

オ ・ 絵 ・ 習 字 な どそ の 他 の じゅ く(教 室)

ア27.7イ6.6ウ16 .4エ35.8オ11.8無1.9

-2一

(5)あ なた は、学 校 以外 でふ つ うユ週 間 に どれ く らい の時 間勉 強 を して い ます

か。(す べて の教 科 をあ わせ て答 え て くだ さい。 また 、学 習 じゅくな どで の

勉 強 時間 も入れ て くだ さい。)

カ.2時 間 く らい まで

キ.2時 間 よ り多 いが5時 間 くらい まで

ク.5時 間 よ り多 い が10時 間 く らいま で

ケ.10時 間 よ り多 いが20時 間 く らい まで

コ.20時 間 よ り多 い

力35.2キ29.9ク22.5ケ9.8コ2・1無0・4

(6)あ な たは 、学校 以外 でふ つ う⊥ 週闘 に どれ く らいの 時間 を、算数 の宿題 や

算数 の 予習 ・復 習の勉 強 に使 ってい ます か。(学 習 じゅくな どで の算 数 の勉

強時 間 も入れ て くだ さい。)

サ.0時 間

シ.2時 間 く らいま で

ス.2時 間 よ り多い が5時 間 く らい まで

セ.5時 間 よ り多い が10時 間 くらい まで

ソ.10時 間 よ り多 い

サ8.4シ58.1ス25.0セs.oソ2.1無0.5

(7)あ なた は、学 校 以外 でふ つ う⊥週 置に どれ く らい の時 間 を、理 科 の宿 題 や

理 科 の予習 ・復 習 の勉 強 に使 って い ます か。(学 習 じゅ くな どでの 理科 の 勉

強時 間 も入 れ て くだ さい。)

ア.0時 間

イ.2時 間 く らい まで

ウ.2時 間 よ り多 い が5時 間 くらい まで

エ.5時 間 よ り多 い が10時 間 く らいま で

オ.10時 間 よ り多 い

ア33.1イ54.4ウ8.8エ2.5オo.e無0.5

(8)あ な たの算 数 の成績 は、他 の教 科 とく らべ て ど うです か 。

カ.い ちばん 良い

キ.他 の 教科 よ り良い ほ うだ

ク.他 の 教科 に くらべて 、良 い と も悪 い ともい え ない

ケ.他 の 教科 よ り悪 い ほ うだ

コ.い ちばん 悪 い

カ15.3キ28.1ク43.9ケ9.3コ3.1無0.4
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I

q。
O
I

(9)あ な たの理 科 の成 績 は 、他 の教 科 とく らべ て ど うで すか 。

サ.い ちば ん 良い

シ.他 の 教科 よ り良い ほ うだ

ス.他 の 教科 に く らべ て、 良 い と も悪 い と もい えない

セ.他 の 教科 よ り悪 い ほ うだ

ソ.い ちば ん悪 い

サ7.8シ26.7ス54.3セ9.0ソi.a無0.7

(io)他 の教 科 と く らべて 、算 数 はす き です か。

ア.い ちば んす きだ

イ.他 の教 科 よ りす きな ほ うだ

ウ.他 の教 科 に く らべ て 、す き と もき らい ともい え ない

エ.他 の教 科 よ りき らい なほ うだ

オ.い ち ばん き らい だ

ア15.4イ37.8ウ32.0エ14.1オ6・3無0・4

(11)他 の 教科 と く らべ て、 理科 はす きです か。

カ.い ち ばんす きだ

キ.他 の教 科 よ りす き なほ うだ

ク.他 の教 科 に くらべて 、す き ともき らい ともい えない

ケ.他 の 教科 よ りき らい な ほ うだ

コ,い ちば ん き らい だ

カ13.8キ41.1ク34.2ケ8.1コ2.0無0.7

(12)あ な たは 、 どこまで 学校 をつ づ け るつ も りです か。

サ.中 学 校 ま で

シ.高 等 学 校 まで

ス.高 等 専門 学校 、 また は短 期大 学 まで

セ.大 学 まで

ソ.大 学 院 まで

サ3.5シ33.4ス18.7セ37.8ソ5.8無0.8

(13)あ なた は 、 中学校 を卒業 して、 自分 の進 学す る学校 を決 め る ときに、 まず

第一 に どん な こ とを考 え る と思い ます か。

ア.高 校 に進学 す るつ も りは ない

イ.し ょ うらいつ き たい職 業 の こ とを考 えて決 め る と思 う

ウ.自 分 の成績 や 興味 によ って決 める と思 う

エ.親 や先 生 のす す め に したが って決 める と思 う

オ.そ の 他 の こ とを考 えて決 める と思 う

ア1.7イ48.0ウ34.0エ8.6オ7.0無o.a

-4一

(14)あ な たは 、あ なた の しょ うらい の職 業 につ い て希 望 して い る職 業 が あ りま

す か。

カ.ま だ希 望 してい る職業 は ない

キ.だ い たい希 望 して い る職業 が あ り、 で きれ ばそ の職 業 につ きた い と

思 う

ク.だ い たい希 望 して い る職業 が あ るが、 たぶ んそ の職 業 にはつ けな い

だ ろ うと思 う

ケ.は っ き り希 望 して い る職業 が あ る

コ。 よくわか らな い

カ24.6キ38.9ク7.8ケ21.8コ6.2無0.7

(15)あ な たは 、あ なた の しょ うらい の職 業 の こ とにつ い て、 家の 人 と話 し合 う

ことが あ ります か。

サ.話 し合 うことは ほ とん どない

シ.と き どき話 し合 う

ス.よ く話 し合 う

セ.家 の 人以外 の 人(家 庭 教師 な ど)と 話 し合 う

ソ.よ くわか らない

サ34.3シ49.0ス10」 セ0.5ソ5.5無0.5

次 の(16),(17)の 質 問 は、 あ なた が し ょ うらい職 業 を選ぶ とき、 どの よ うな

考 えで 自分 の職業 を選 び たい と思 って い るか をた ずね る ものです 。 あ なた の考 えは

下 の①② の どち らに近 い と思 い ますか。 あて は ま るもの を選 ん で くだ さい 。

(16)

①[経 済的 にめ ぐまれ な くて も、世 の 中の た め にな る職業 につ きた い。]

②[世 の 中の た めにな る とい うこ とよ りも、経 済的 に豊 か な生活 が で き る職 業 に

つ きたい。]

ア.① の よ うに考 え てい る

イ。 どち らか といえ ば、① の 考 えに近 い

ウ,ど ち ら ともい えない 、 また は、 よくわ か らな い

エ.ど ち らか とい えば、 ② の考 え に近い

オ.② の よ うに考 えてい る

ア15.1イ21.0ウ30.3エ24.6オ8.3無0.7
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(17)

①[い そ が しくてゆ っ く り楽 しむ た めの時 間が な くて も、 自分 が うち こめ る職 業

につ きた い。]

②[仕 事 は きま った時 間 内 に終 わ り、楽 しむた め の時 間 を十 分 に持 て る職 業 につ

きたい 。]

カ.① の よ うに考 えて い る

キ.ど ち らか とい え ば、① の考 えに近 い

ク.ど ち ら と もい え ない 、ま たは 、 よ くわか らない

ケ.ど ち らか とい えば、 ②の 考 えに近 い

コ.② の よ うに考 えてい る

カ21.1キ25.0ク17.6ヶ24.9コ110無0.5

(18)学 校 で は、 何 の部 活動 に入 って います か。 最 もよ く活 動 してい るもの を

1つ 選 んで くだ さい。

(is)

(20)

サ.理 科 、 算 数 、 パ ソ コ ン な ど の 部

シ.文 化 、 芸 術 な どの 部

ス.運 動 部

セ,ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 な どの 部

ソ.入 っ て い な い 、 ま た は 、 ほ と ん ど活 動 して い な い

サ12.5シ24.5ス31.8セ1.fiソ26.9無2.7

あ な た は ど ん な 本 を よ く読 み ま す か 。 最 も よ く読 む も の を1つ 選 ん で くだ

さ い 。

ア.科 学 に 関 す る 本

イ.物 語 、 小 説 、 伝 記 な ど

ウ.ス ポ ー ツ な ど の 本

工.そ の他 の 本

オ.ほ とん ど読 ま な い

ア4.7イ57.1ウ11.6エ16.9オ7・1無0・6

あ な た は 、 ふ つ うの 日(土 曜 日や 日曜 日 は入 れ ま せ ん)に テ レ ビや ビデ オ

を 何 時 間 ぐ ら い 見 ま す か 。

カ.ほ とん ど見 な い

キ.1時 間 以 下

ク.1時 間 よ り多 い が2時 間 以 下

ケ.2時 間 よ り多 い が3時 間 以 下

コ 。3時 間 よ り多 い

カ3.4キ10.5ク302ケ29.8コ25.7無0.4
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っ ぎ の(21)か ら(40)ま で は、 算 数 や 理 科 の学 習 に っ い て 書 い て あ ります 。

そ れ ぞ れ 書い て あ るこ とにつ い て、[答 え の らん の]

・ほ とん ど毎 時 間 な らば ア(ま たは カ 、 サ)

・週 に 一度 く らい あ る な らば イ(ま たは キ 、 シ)

・月 に一度 く らい あ る な らば ウ(ま たは ク 、 ス)

・学 期 に 一度 く らい あ る な らば エ(ま たは ケ 、 セ)

・ほ とん どない な らば オ(ま たは コ、 ソ)

に それ ぞ れ ○ をつ けて くだ さい 。

[答え の らん]

(21)算 数 の 授 業 中 の 大 部 分 の 時 間 は 、 先 生 の 説 明 を 聞 い た り、

ノ 「 トを と っ た り して い ま す 。

ア68.2・ イ18.7ウ4.9エ2.0オ5.3無0 .9

(22)算 数 の 授 業 で は 、 例 、 問 い 、 練 習 問題 と い う形 で 授 業 が

進 め られ て い き ま す 。

カ61.9キ26.4ク5.2ケ2.0コ3.1無1.4

(23)算 数 の授 業 で は 、 先 生 は 一 つ の 問 題 に つ い て 、 い ろ い ろ

な 解 き 方 を教 え て くれ ま す 。

サ63Aシ25.8ス4.4セ1.9ソ2.7無2.1

(24)算 数 の 授 業 で は 、 練 習 問 題 を とい た あ と に 、 先 生 は

「あ や ま りが な い か 自分 で 見 な お しな さ い 」 と言 い ま す 。

ア30.8イ29.9ウ11.6エ3.8オ21.6無2,3

(25)算 数 の 授 業 で は 、 同 じ問題 を2時 間 に わ た っ て 話 し合 い

ま す 。

カ5.0キ15.0ク16.7ケ10.8コ49.1無3.4

(26)算 数 の 授 業 で は 、 先 生 と私 た ち ま た は 私 た ち ど う しで 、

い ろ い ろ な 考 え方 や 問 題 点 に つ い て 話 し合 い ま す 。

サ32.1シ30.1ス15.1セ6,5ソ12.8無3.4

もけい

(27)算 数 の 授 業 で は 、 私 た ち が 模 型 を 作 っ て 考 え ま す 。

ア7.4イ12.9ウ17.1エ14.1オ46・0無2・4

(28)先 生 は 、 算 数 が い か に 生 活 と深 く か か わ っ て い る か

を 説 明 し て く れ ま す 。

カ16.1キ22,5ク22.4ケ14.0コ22・8無22

(29)算 数 の 授 業 で は 、 電 卓 を 使 い ま す 。

サ3.6シ6.3ス10.8セ19.8ソ57・6無1・9
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[答 え の らん]

(30)算 数 の 授 業 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ を 使 い ま す 。

ア1.8イ2.5ウ4.5エ9.6オ79.4無2.4

(31)先 生 は 理 科 の 授 業 の は じ め に 、 前 の 時 間 の 復 習 を して

くれ ま す 。

カ36.1キ27.1ク15.6ケ6.7コ11.5無3.1

(32)理 科 の 授 業 で は 、 教 科 書 に あ る こ と だ け を勉 強 しま す 。

サ34.1シ25.5ス14.3セ6.2ソ14.8無5.3

(33)理 科 の 授 業 中 の 大 部 分 の 時 間 は 、 先 生 が 黒 板 に 書 い た

こ と を 、 ノ ー トに 写 しま す 。

ア60.2イ20.3ウ7.1エ3.1オ52無4・1

(34)先 生 は 、 理 科 の 授 業 で 、 わ た した ち の 考 え や 希 望 を い

れ て くれ ま す 。

力33.7キ26.7ク16.4ケ7.6コ11.4

(35)先 生 は 、 楽 し い 理 科 の 授 業 を して くれ ま す 。

サ51.9シ22.4ス11.0セ4.0ソ5.5

(36)理 科p授 業 で は 、 わ た した ち に 実 験 ・観 察 を や らせ て

く れ ま す 。

ア58.3イ22.5ウ12.Oエ1.8オ1.7

(37)理 科 の 授 業 で は 、 先 生 が 実 験 を 見 せ て くれ ま す 。

力38.7キ26.3クPazケ5.0コ7.8

(38)理 科 の 授 業 で は 、 野 外 で の 観 察 活 動 を や り ます 。

サ17.3シ20.0ス29.0セ15.6ソ13.0

(39)理 科 の 授 業 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ を 使 い ま す 。

ア7.9イ10.3ウn.6エ18.1オ41.4

(40)理 科 の 授 業 で 、 先 生 は 科 学 が い か に 生 活 と 深 くか か

わ っ て い る か を 説 明 して く れ ま すO

カ13.0キ18.3ク22.4ケ15.5コ26.7

無4.3

無5.1

無3.6

無4.1

無5.0

無4.6

無4.1
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麹 104一 小 質IIi

SAM-ATT

児 童 質 問 紙 ■

一小 学 校5年 生 用 一

国立教育政策研究所

匝
① この調査では、あなたの学校 のこ とや算数や理科の授業な どのこと

についてきいていますが、答 えが正 しい とか、ま ちがってい るとか を

調べ るものではありません。

② いん さつがはっき りしな くて読み にくい ところや、意味のよ くわか

らない ところがあった ら、だま って手 をあげてくだ さい。

③ 答 えは、ア～オ(カ ～ コまたはサ～ ソ)の 中か ら一つ を選んで、そ

の記号を○でかこんで くだ さい。

5年 組 番(男 ・女)
生まれた月日 月 日

唾
え

"
ま

ふ
名

複製を禁ずる

一83一



ー

Q。
ら

ー

次 の(1)か ら(40)ま で は 、 算 数 や 理 科 の 授 業 な ど い ろ い ろ な こ と に つ い

て 書 い て あ り ま す 。 そ れ ぞ れ 書 い て あ る こ と に っ い て 、

あ な た が も し[答 え の らん の]

・そ うだ と思 う と き は ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …(賛 成)… ア(ま たは カ 、サ)

・ど ち ら か と い え ば そ う思 う と き は ・ ・ …(や や 賛 成)・ イ(ま たは キ 、シ)

・そ うで は な い と 思 う と き は ・ ・ ・ ・ ・ …(反 対)… ウ(ま たは 久 ス)

・ど ち らか と い え ば そ うで は .ない と思 う と き は(や や 反 対)・ エ(ま たはtr,セ)

・ど ち ら と も い え な い と き は ・ ・ ・ ・ ・ …(中 立)… オ(ま たは コ、ソ)

に そ れ ぞ れ ○ を つ け て く だ さ い 。

[答 え の らん]

(1)理 科 は 学 習 す る 内 容 が 多 す ぎ ま す 。

ア6.2イ20.6ウ35.0エ14.5オ23.4無0.2

(2)科 学 の 発 明 は 、 世 の 中 を あ ま りに も複 雑 に して き ま

し た 。 力14.9キ23.7ク25.4ケ13.1コ22.4無0.8

(3)理 科 で 、 実 験 が あ る と楽 しい で す 。

サ81.4シ10.2ス2.7セ1.5ソ2.6無1.8

(4)コ ン ピ ュ ー タ を使 う と 、 算 数 の 勉 強 が も っ と機 械 的

に な っ て うん ざ り す る も の に な りま す 。

ア11.9イ14.9ウ31.0エ13.3オ28・4無0.5

(5)算 数 ・数 学 や 科 学 を よ く勉 強 す れ ば 、 も っ と 生 活 が

豊 か に な り ま す 。

カ36.1キ29.7ク9.8ケ4.8コ18.5無1」

(6)自 然 科 学(数 学 や 科 学)は 、 ふ だ ん の 生 活 の 中 の い

ろ い ろ な 問 題 を 解 決 す る の に 役 立 ち ま す 。

サ46.8シ30.4ス6.0セ3.5ソ12.3無1ρ

(7)数 学 や 科 学 は 、 国 の 発 展 に と っ て 、 と て も 重 要 な も

の で す 。 ア41 .7イ31.fiウ6.6エ3,9オ15.1無1・1

(8)で き る だ け 上 の 学 校 ま で 行 き た い で す 。

カ47.8キ24.5ク6.8ケ5.1コ13.8無2.a

(9)科 学的な発見は、よいことより害を多くもたらします。

サ12.4シ20.8ス25.2セ13.8ソ26.7無1.2

(10)学 校 で す る こ と は 、 や り が い が あ り ま す 。

ア46.9イ29.8ウ6.3エ4.0オ12.2無0・9

(il)自 分 の 意 見 を 積 極 的 に 発 表 す る こ と は す き で す 。

カ19.3キ26.5ク18.2ケ14.2コzi.8無0・1

-2一

[答 え の ら ん]

(12)学 校 で 学 習 した 算 数 や 理 科 の 知 識 や 考 え 方 を 将 来 の

職 業 に 役 立 て た い で す 。

サ48.8シ25.4ス7.0セ4.5ソ14 .2無0.2

(13)こ れ か ら は 、 ど の 職 業 に も 、 算 数 ・数 学 や 理 科 の 知

識 が 必 要 に な る で し ょ う。

ア39.3イ30.8ウ8.4エ5,1オ15.9無,・0.6

(14)国 は 、 科 学 に 関 す る研 究 に も っ と お 金 を か け る べ き

で す 。 カ6.9キ12.7ク36.1ケ16・4コ26・9無1・1

(15)ほ と ん ど の 算 数 の 問 題 に は 、 い ろ い ろ な と き か た が

あ り ま す 。 サ65 .8シ24.1ス22セ1.8ソ4.6無1.4

はかい

(16)科 学 の た め に 、 世 界 が だ ん だ ん 破 壊 され て い き ま す 。

ア23.7イ19.6ウ23.8エ9。1オ23.2無OJ

(17)職 業 に つ くに は 、 算 数 ・数 学 や 理 科 を よ く 知 っ て い

る こ と が た い せ っ で す 。

カ43.7キ31.6ク6.8ケ4.7=112.7無0・6

(18)電 卓 を 使 え ば 、 算 数 の 問 題 を と く こ と が も っ と 楽 し

く な り ま す 。 サ19.6シ17.7ス30.1セ13」 ソ17.9無1・0

(19)学 校 に い る ほ と ん どの 時 間 は 、 た い く つ で す 。

ア9.0イ12.2ウ42.1エ17.0オ18.2無1.7

(20)算 数 で は 、 計 算 問 題 よ り文 章 題 を と く 方 が す き で す 。

カ20.1キ12.0ク28.8ケ14.2コ23.2無1・5

(21)科 学 上 の 発 見 が 続 い て い く と 、 し ま い に は 人 間 は 自

分 で も の を 考 え な い よ う に な る で し ょ う。

サ23.1シ21.2ス19.8セ7.4ソ27.7無0・8

(22)そ ろ ば ん に よ る 計 算 は じ ょ うず な 方 で す 。

ア12.1イ12.3ウ38.9エ13.3オ22.2無1.2

(23)そ ろ ば ん を 使 え れ ば 、 算 数 の 問 題 を と く こ と が も っ

と楽 し く な り ま す 。

カ21.5キ17.3ク25.6ケ13.0コ21.9無0.7

(24)も の ご と を つ き つ め て 考 え て い く こ と が す き で す 。

サ23.7シ26.7ス13.7セ9.8ソ25.2無1.0

(25)世 の 中 の こ ま っ た 問 題 の 多 く は 、 科 学 と技 術 が 原 因

と な っ て い ま す 。

ア17.7イ21.0ウ17.2エ11.0オ32.8無0.3
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[答 えの らん]

(26)理 科 は 、 計 算 が は い る と む ず か しい で す 。

力27.9キ22.4ク19.0ケ8 .6コ21.3無0.8

(27)電 卓 を じ ょ うず に 使 え ま す 。

サ44.4シ28.7ス8,0セ5 .1ソ13.5無0 .9

(28)科 学 の た め に お 金 を 使 う こ と は 、 十 分 に 価 値 の あ る

こ と で す 。

ア14.4イ20」 ウ23.3エ12.6オ28 ,7無0.9

(29)コ ン ピ ュ ー タ を じ ょ うず に 使 え ま す 。

力zssキ32.0ク13 .2ケ9.6コ14.3無1・1

(30)計 算 が 速 く で き る こ と は 大 切 な こ と で す 。

サ55.3シ21.0ス9 .1セ4.5ソ8.8無1.3

(31)計 算 が で き る と 、 ふ だ ん の 生 活 で と て も 役 立 ち ま す 。

ア70.0イ17.9ウ3.6エ1.9オ5.6無i.a

(32)算 数 は お も し ろ い と 思 い ま す 。

カ41.5キ25.3クitsケ7 .4コ13.0無1」

(33)外 で 生 物 を 観 察 す る こ と や 地 形 を観 察 す る こ と は 楽

しい で す 。

サ54,9シ22.1ス7.2セ4.7ソ102無1 .0

(34)学 校 の 勉 強 は き らい で す 。

ア6・6イ12.4ウ39 .5エ19.0オ21.5無1.1

(35)ワ ー プ ロ を じ ょ うず に 使 え ま す 。

カ17.3キ20.4ク25 .1ケ12.2コ23.6無1.4

(36)学 校 で よ い 教 育 を受 け て お く こ と は 、 た い せ っ で す 。

サ63.1シ19.9ス4.3セ2.4ソ92無1.1

(37)算 数 は 学 習 す る 内 容 が 多 す ぎ ま す 。

ア13.fiイ17.9ウ32.6エ12.8オ22・1無1.0

(38)将 来 の 仕 事 と して 科 学 の 研 究 を す る こ と は 、 み り ょ く

的 な 生 き 方 で す 。

カ24.2キ23.2ク14.2ケ8.iコ29・3無1・0

(39)理 科 は 器 具 の と りあ つ か い が あ る とむ ず か しい で す 。

サn.3シ23.4ス26.9セ14.1ソ17.3無1.0

(40)理 科 は お も し ろ い と 思 い ま す 。

ア59.9イ21.8ウ5.4エ3.9オ8.1無0.9
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趣 104一 小 質皿1

SAM・WK,TOUS

児 童 質 問 紙:皿

一小 学 校5年 生 用 一

国立教育政策研究所

國
① この調査は、読みについての質問 と科学 とい うものを どの よ うに

理解 しているかについての質問の2つ の部分にわかれています。

② いん さつがはっき りしなくて読みに くい ところや、意味 のよくわ

か らない ところがあった ら、だまって手をあげて くだ さい。

③ 答 えは、ア～オ(カ ～コまたはサ～ ソ)の 中か ら一つを選 んで、

その記号を○でかこんで くだ さい。

5年 組 番(男 ・女)生 まれた月日 月 日

ふ りが な

名まえ

複製を禁ずる

一86一
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[2]次 の(11)と(12)の 問題 で 、 下線 を ひ い た2つ の言 葉 と同 じな か ま

に入 る もの を ア～ オ(ま た は カ～ コ、 サ ～ ソ)の 中 か らそ れ ぞ れ1つ 選 ん

で くだ さい。

トンネル　ムダ(12)ろ、電_奎

サ14.4

シ23.6

ス4.1

セ7.6

ソ44.4

無6.1

ま

川

河

ぬ

湖

海

小

運

ナ

シ

入

セ

又

訴

罷

鷹

カ

キ

ク

ケ

コ

無

ヨッ ト

遊 らん船

ボー ト

タン カー

汽 車

バ

九

屯

久

グ

ユ

(ii)

[3]次 の(13)か ら(15)'の 問題 につ いて 、下線 をひい た2つ の言葉 の 関係 と

同 じ関係 を表 す もの をそれぞれ ア～ オ(ま たは カ～ コ、サ ～ ソ)の 中か ら一組

ずつ選 んで くだ さい。

遡
かた い(14)い広せ まい(13)

騒

即

"

eo

50

篇

1

3

1
・
3

力

手

ク

ケ

コ

無

長 い

新 しい

白 い

ぬるい

短 い

、

、

、

、

、

レ

レ

レ

レ

し

た

細

古

青

冷

太

九

屯

久

グ

乳

03

52

麗

a3

鯉

佃

6

1

ー

ア

イ

ウ

エ

オ

無

長 い:小 さい

にぶ い:す るどい

赤 い:白 い

わか い:お さない

軽 い:大 きい

ス

柔

グ

ニ

オ

籔こ ん 虫(15)

慰

男

艦

ヴ

シ

ス

セ

ソ

無

つ

つ

こ

り

ズ

り

す

一

く

み

ふ

く

チ

の

計

局

一

紬

タ

は

花

時

薬

バ

ナ

シ

入

セ

又

一3一

r'
Lみ か た を 、 そ れ ぞ れ

ん で く だ さい 。

(1)か ら(10)の 下線 を ひ い た 漢 字c

(ま た は カ ～ コ 、 サ ～ ソ)の 中 か ら1っ

蔦
・8
卿
・9
㎝
㎝

穗

鮒
田
艦

鴛

轟

・,
m

税

㎜
鎚
据

罰

胃

饗

サ

シ

ス

セ

ソ

無

ア

イ

ウ

ェ

オ

無

カ

キ

ク

ケ

コ

無

ザ

シ

ス

セ

ソ

無

ア

イ

ウ

ェ

オ

無

菱

め

ね
が
は
か

そ
素

き

ん

う

ん

し

き

さ

よ

た

い

ん

う

い

い

い

い

う

く

う

ん

い

ん

朽
数

朽
数

が

き

た

せ

ぐ

や

こ

た

せ

き

が

き

ぐ

ぐ

せ

礪
選

胸発

豊

入
笠

酸

柔

皇

地

但

峯

久
グ
ユ

蟹

豊

入
笠

軍

柔

皇

太

の

オ

次

～ア

日[

(s)

(7)

(s)

(s)

(io)

鶴

㎝
説

脳

㎜
謬

鴛

㎝

給

溜

・,
㎝

甥

釦
㎝

・3
・,

2

6

1

1

2

8

12

磁

3
。
庶

ε

α

ア

イ

ウ

エ

オ

無

カ

キ

ク

ケ

コ

無

サ

シ

ス

セ

ソ

無

ア

イ

ウ

ー

オ

無

カ

ヰ

ク

ケ

コ

無

る

お

ね
ば
ば

こ

ね

か

ね

し

る

う

と

そ

な

のと

え

そ

と

か

そ

と

い

た

と

た

さ

らた

し

ひ

ひ

し

や

あ

,つ

,つ
レつ

貼
本

よ

き

と

し

ひ

そ

う

く

い

い

よ
用

さ

さ

さ

せ

し

麓

・

:

:

整
ガ

愛

ζ

麹
駿

入
笠

擁
柔

皇

比

住
峯

久
争

ア

イ

ウ

エ
オ

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

2

1

◎。
刈

1



1

◎。
◎。

1

[4]つ ぎ の(16)か ら(20)の 問題 の 答 え を 、 そ れ ぞ れ ア ～ オ(ま た は

カ ～ コ 、 サ ～ ソ)の 中 か ら1つ 選 ん で くだ さ い。

(16)つ ぎ の 数 の うち 、 偶 数 は ど れ で す か 。

ア.8イ.17ウ.25エ.421オ ・999

ア 飢4イ1.8ウ2.5エ1・1オ1.0無3.2

(17)248993を 四 捨 五 入 して 、 一 万 の 位 ま で の 概 数 に して く だ さい 。

カ.200000

ケ.249000

キ.240000

コ.250000

ク.248000

カ9.7キ6.8ク3.2ケss=7Los無3・0

(18)19,21,14の 平 均 を も と め て く だ さ い 。

サ.17シ.18ス.19セ.27ソ.54

サ18.5シ31.8ス18.6セ14.3ソ12.6無4.3

(19)発 芽 とは 、 ど うい う こ と で す か 。

ア.実 が で き る こ と

イ.葉 か ら水 じ ょ う気 が で る こ と

ウ.根 か ら水 や よ う分 を す う こ と

エ 。 くき や 葉 が で る こ と

オ.く き が 光 に む か っ て の び る こ と

ア14.5イ1.4ウ3.5-74.5オ5.3無0.7

(20)酸 素 の せ い しつ と して 、 正 しい もの は どれ で す か 。

カ.石 かい水 を 白 くに ご らせ る

キ.物 を燃や すは た らきがあ る

ク.空 気 よ り軽い

ケ 。 リ トマ ス紙 を青 くす る

コ.茶 色 であ る

カ14.9ヰ24.9ク45.3ケ 9.9 コ3.1無1.9

し じ

ここまで終 わ った ら、そ のま まで先 生の指示 を待 っ ていて くだ さい。
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[5]次 の(21)か ら(35)ま で は,自 然 科 学(理 科 、算 数 な ど)に 対 す る考

え方 や 態 度 を み る た め の もの で す 。 それ ぞ れ の 問題 に対 して あ な たの 考 え に

も っ と も近 い意 見 を 、 ア ～オ 、 カ ～ コ、サ ～ ソ の中 か ら1つ だ け選 んで くだ

さい 。

(21)む か しは 宗教 家や 政 治家 や 商 人 な どアマ チ ュア の人 び とが 重 要 な科 学

上 の発 見 をす る こ と もあ りま した が 、今 で はそ う した こ とは 少 な くな りま

した。 そ の 理 由 と して 、 あ な たの 意 見 に もっ とも近 い も の は どれ です か 。

サ,他 の職 業 の 人 び とは 以 前 の よ うに科 学 に興 味 を もたな くな っ た

か ら

シ.今 日で は 、 科 学 の 研 究 に は長 い 年 月 を か けて 専 門的 な勉 強 や 訓

練 が必 要 だ か ら

ス.重 要 な発 見 には 、 今 日で は科 学 者 しか使 え ない よ うな値 段 の 高

い設 備 を必 要 とす るか ら

セ.今 日の重 要 な発 見 に 必 要 な能 力 は 、科 学者 しか もって い な い か

ら

ソ.今 日で は、 自分 の 仕 事 が忙 しい の で 、 ア マチ ュア と して 科 学 の

研 究 をす る よ うなひ ま が な い か ら

サ34.8シ24.2ス18.6セ8.9ソ12.3無1.3

(22)算 数 を何 の た め に勉 強 して い る のだ と思 い ます か 。

ア.算 数 の 大切 な考 え方 を身 に っ け る た め

イ 。 算 数 は 入試 に役 に立 つ か ら

ウ.算 数 は 社会 の い ろい ろな 面 で役 に 立つ か ら

エ.算 数 の授 業 が 学校 に あ るか ら

オ.そ の 他

ア26.4イ6.1ウ60.2エ4.0オ2.6無0.7

一6一

(23)電 気 を使 う量 が ふ え 、原 子 力 発 電 が 行 われ る よ うに な りま した が 、事

故 に よ る放射 能 もれ や 放射 能 を も った ゴ ミを す て る方 法 な どの 問題 が 出 て

き ま した 。 今 の とこ ろ考 え られ る対 策 と して 、 あ な た の意 見 に も っ と も近

い もの は どれ です か 。

カ.原 子 力発 電 はい っ さい禁 止 し、 電 気 は ほ か の エ ネル ギー(火 力 や

水 力 な ど)で 発 電 で きる 分 だ け とす る

キ.ほ か のエ ネ ル ギー をす べ て使 い、 そ れ で も不 足す る分 だ け原 子 力

発 電 を許 可す る

ク.原 子 力発 電所 の数 を今 あ る く らい に して お き、使 われ る電 気 の量

が増 えて も原 子 力発 電 所 は これ以 上増 や さ ない

ケ.原 子 力発 電 の割 合 を今 く らい に して お き、 使 わ れ る 電気 の量 が増

え た ら原 子 力発 電所 も増 やす

コ。火 力 発 電 な どに よ る空 気 の よごれ を少 な くす るた め に も、原 子 力

発 電 は これ か らのエ ネ ル ギー の 主 力 と して も っ と開発 を急 ぐ

カ18.0キ17.4ク29.3ケ13.3コ21.0無1.0

(24)理 科 で はい ろい ろ な科 学 の きま りが 出 て き ます が 、 この科 学 の き ま りに

つ い て 、 あ なた が もっ とも大 切 だ と思 うも の は どれ で す か。

サ.科 学 の き ま りを で き る だ けた く さんお ぼ え る こ と

シ.科 学 の き ま りを使 って た く さん の 問題 を とき、 科 学 の きま りに なれ

る こ と

ス,そ れ ぞれ の科 学 の き ま りが ど うや っ て 出 て き たの か 、 理 由 を 知 るこ

と

セ.科 学 の き ま りをわ すれ て も、 ど こを 調 べ れ ば よい か を知 って い る こ

と

ソ.科 学 の き ま りをわ す れ て も 、 自分 で み ち び き 出せ る よ うにす る こ と

サ19.4シ33.3スza.zセ5.4ソ16.7無1,0

(25)次 の算 数 の 問題 を、 自 由な方 法 で解 い て よい と言 われ ま した。 あな た

は 、 どん な 方 法 で解 き ます か。

「4つ の コ ップ が あっ て 、 それ ぞ れ0.85リ ッ トル 、0.97リ ッ トル 、

1.15リ ッ トル 、0。91リ ッ トル の 水 が 入 って い ます 。4つ の コ ップ の

水 を、4リ ッ トル 入 の ヤ カ ン に入 れ る こ とは で き ます か 。 」

ア.筆 算 で 計 算 を す る

イ.暗 算 で 計 算 を す る

ウ.電 卓 で計 算 を す る

エ.そ ろ ばん で 計 算 をす る

オ.お よその 数 で 考 え る

ア55.8イ9.5ウ17.7エ3・5オ12.4無1.2

一7一
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(26)あ る 天 文 学者 が金 星 に植 物 が 生 え て い る しょ うこ を見 っ け た と報 告 し

ま した 。 科 学者 た ち が こ の報 告 を重要 な しょ うこ と してみ とめ るの は どの

場 合 で す か,

カ.そ の 人 とは ま った く別 に 行 な っ た観 察 で も、 ま た この こ とが 確 か

め られ た とき

キ.そ の 人 が植 物 の種 類 や植 物 が は えて い る理 由 をは っき りい って い

る とき

ク.天 文 学会 が、 そ の 観 察 は 正 しい とみ とめ た とき

ケ.金 星 に は酸 素 が あ る とい う こ とが わ か っ た とき

コ。 そ の天 文 学 者 が、 有名 な 生物 学 者 で もあ る とき

カ18.4キ34.3ク16.8ケ2z.eコ6.5無1.2

(27)現 在 日本 で は乗 用 車 や トラ ック な ど 自動 車が 年 々 増 え 、 はい 気 ガ スで

空気 が よごれ る原 因 にな って い ます 。 また 、1年 間 に1万 人 も の人 が死 ん

で い る交 通 事 故 も問 題 とな っ て い ます 。 これ に対 して 、 あ な た の意 見 に

もっ と も近 い と思 うもの は どれ です か 。

サ.自 動 車 な どは い っ さい使 わず 、 む か しの生 活 に も どる

シ.生 活 に ど う して も必 要 な 車:(救 急 車 、公 共 車 、 生 活 物 資運 ぱ ん 車

な ど)以 外 は使 わ な い

ス.現 在 は が まん す るが 、 技術 革新 を急 ぎ、 は い気 ガ ス が少 な く、 事

故 に 対す る安 全 性 の 高 い 車 を つ くる。 そ の こ とに よ って 車:の値 段 な

どが 高 くな る の は しか た が な い

セ.現 在 く らい が よい

ソ.車 は 現 代 社会 に ど う して も必 要 な も ので あ り、非 常 に 人 間 の役 に

立 って い るの で 、 車が 増 え る こ とで 、 はい 気 ガ ス で 空気 が よごれ 、

交 通 事 故 が 増 え る の は あ る程 度 しか た がな い

サ4.8シ16.6ス58.3セ9.9ソ9.6無0.8

(28)友 だ ちが 黒板 で文 章 題 を解 き ま した。

とち ゅ うま で は あ って い ま した が 、 最 後 の とこ ろで まち が っ て しま い

ま した。 あな た は この解 答 に つ い て ど う思 い ま す か。

ア.非 常 に お しい 解 答 だ。 考 え方 はあ っ て い る の だ か ら90点 く ら

い だ と思 う

イ.と ち ゅ うまで は あ っ てい るの で 、70点 く らい だ と思 う

ウ.と ち ゅ うまで は あ っ てい るの で 、50点 く らい だ と思 う

エ.と ち ゅ うまで は あ っ てい るの で 、30点 く らい だ と思 う

オ.文 章題 はた と え1か 所 で もま ちが っ た ら0点 だ と思 う

ア49.6イ24.3ウ9.7エ3.8オ12.1無0・5

(29)あ な た の考 え る、 科 学 の研 究 の お もな 目的 は どれ に 近 い です か,

カ.自 然 界 にお け る永遠 に変 わ らな い き ま りを 見つ け出 す こ と

キ,自 然 現象 を、 科 学 の き ま りを使 っ て考 え た り説 明 した りす る こ と

ク.自 然 界 につ い て 、 で き る だ け多 くの事 実 を発 見 した り、集 め た り、

分 析 した りす る こ と

ケ.世 界 の人 び とに 、 よ り幸 福 な 生 活 が で き る よ うにす る こ と

コ.世 界 を よ り技 術 的 に進 歩 させ る こ と

カ17.3キ11.9ク24.5ケ31.9コ13.0無1.4

(30)理 科 を勉 強 して い る理 由 と して 、 あな た が もっ ともだ い じだ と考 え て

い るも のは どれ に近 い で す か。

サ.科 学 の考 え方 を知 る こ とが大 切 だ か ら

シ.科 学 は、 社会 のい ろい ろ な 面 で役 に立 つ か ら

ス.理 科 を勉 強す る と、 考 え る力 がつ くか ら

セ.理 科 の学 習 が試 験 に必 要 だ か ら

ソ.理 科 の授 業 が あ る か ら

サ31.0シ37.0ス20.0セs.oソ4.7無1・2
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(31)A店 で 売 って い た 宝 く じで、 これ ま で1回 だけ1等 が で ま した。B店

で売 っ て いた 宝 く じは 、 ま だ1度 も1等 が で た こ とが あ りませ ん。 も しあ

な た が宝 く じを買 う と した ら、 あな た の 考 え に最 も近 い の は どれ です か。

ア.1度 あ る こ と は ま た あ る と 考 え ら れ る の で 、A店 で 買 う

イ.B店 は ま だ1度 も1等 が で て な い の で 、B店 で は 買 わ な い

ウ.A店 は1回 でB店 は0回 で 、 違 い は ほ とん ど な い の で 、 ど ち ら

で 買 っ て も よ い

エ.・A店 は1回 でB店 は0回 で 、1回 確 か に 違 うの で 、A店 で 買 う

オ.な ん と も い え な い

ア25.4イ6.4ウ41.3エ8 .4オ17.6無.0.8

ぞうき いしよく けっかん

(32)臓 器 移 植(欠 陥 の あ る心 臓 や か ん臓 な どを健康 な もの と と りか え る手

術)は い まま で助 か らなか った 人 び とを救 う最 後 の方 法 と して 注 目され て

き ま した 。 しか し、そ の多 くの 場 合 、心 臓 は 動 い て い るが脳 死(脳 は 死 ん

でい る)状 態 に あ る人 か ら、 臓 器(心 臓 や か ん 臓 な ど)を も らわ な けれ ば

な りませ ん(臓 器 を あ げた 人 は 体 も死ん で しまい ます)。 日本 で も臓 器移

植 と脳 死 の問題 が議 論 され て い ま す が、 あな た の意 見 は次 の どれ に も っ と

も近 いで す か。

カ.脳 死 とは 関係 な く、 臓 器 移植 はい っ さい み とめ ない

キ.脳 死 は み とめず 、他 人 の 死 とは関 係 の な い じん臓 な どの移 植 だ け

み と め る

ク.1現 在 は脳 死 はみ と めず 、 他 人 の死 とは 関係 の ない 移植 だ け み と め

るが 、 人 工臓 器 に よ る移植 の研 究 を進 め、 多 くの研 究 費 を 出す

ケ.現 在 は脳 死 をみ と め 、臓 器移 植 もみ と める が 、人 工臓 器 に よ る移

植 の 研 究 を進 め 、多 くの 研 究 費 を 出す

コ.わ か らな い こ とが多 い 人 工臓 器 の移植 よ り も、 脳 死 を み とめて 臓

器 移植 を進 め てい く

カ17.3キ15.3ク18 .3ケ22.5コ24.4無2.2

一10一

(33)理 科 の 実 験 で 、 あ た ら しい 実験 器 具 を使 うこ とに な りま した。 あな た

な ら ど う します か。

サ.初 めて 見 る実 験器 具 には興 味 が あ るの で 進 ん で使 って み る

シ.興 味 は あ る が使 い方 に 自信 が ない の で 、 友 だ ちが実 験 す るの を

見 てか ら 自分 で使 っ てみ る

ス.興 味 は あ る が 、 自分 で は使 わ ない で 友 だ ちが 使 うの を見 て い る

セ.新 しい 実 験器 具 とい って も と くべ つ 興 味 は な い が 、 自分 で も使 っ

てみ る

ソ.新 しい 実 験器 具 とい って も と くべ つ 興 味 は な く、友 だ ちが 実 験

す るの を見 て い る

サ47.4シ32.0ス4.1セ11.5ソ4.1無0.9

(34)こ れ か らの社 会 で は、 コン ピュー タ が さ らに広 く使 わ れ る よ うに な る

と言 われ て い ます 。 コ ン ピュ ー タ と算 数 の 勉 強 との 関係 にっ い て ど う思 い

ま す か。

ア.計 算 力 が 落 ち るか ら、 コン ピュー タは使 わ な い方 が よい

イ.ど ん な 問題 を解 く とき に も 、 コ ン ピ ュー タ を使 っ た方 が よい

ウ.複 雑 な 問題 を解 く とき に 、 とき ど きは コン ピュー タ を使 った 方

が よい

エ.複 雑 な 問題 を解 く とき に、 どん どん コン ビ3.一 タ を使 った 方 が

よい

オ.算 数 の勉 強 とコ ン ピュ ー タ は関 係 が な い

ア26.4イ6.7ウ41.4エ6.8オ17.9無0.9

(35)現 代 の科 学者 は 、む か しの科 学 者 よ り、 もっ と複 雑 な問 題 を とき あ か

す こ とがで きます が 、そ の 理 由 と して 、 あ な た の 考 え に も っ と も近 い もの

は どれ です か,

カ.現 代 の科 学者 はむ か しの科 学 者 が 考 え た こ との多 くが 誤 りで あ る

こ と を知 っ て い るか ら

キ.現 代 の科 学者 はむ か しの科 学 者 よ り、 もっ と想 像 力 に 富 ん で い る

か ら

ク.現 代 の科 学者 はむ か しの科 学 者 の 考 えや 発 見 を も とに して仕 事 が

で き るか ら

ケ.現 代 の科 学 者 はむ か しの科 学 者 よ り、理 解 力 がす ぐれ て い る か ら

コ.現 代 の科 学 者 はむ か しの科 学者 よ り、 よ い教 育 を受 け て い る か ら

カ17.3キ19.5ク39.3ケ10.8コ11.4無1.6

-ii一



2.集 団1と 集団C,Dで の小学校5年 時お よび中学校2年 時の反応率

集団1の1989年 度小学校5年 時 と1992年 度 中学校2年 時、集団Cの2000年 度小学校

5年 時 と2003年 度中学校2年 時、今回実施 した集団Dの 小学校5年 時の結果を96ペ ージ

以降に示す。

反応率一覧の各表 中の数値は各選択肢の選択率(%)を 表 している。

各年度での調査対象者数は以下の とお りである。

集団

1

C

D

調査年度
1989(平 成元)年 度

1992(平 成4)年 度

2000(平 成12)年 度

2003(平 成15)年 度

2004(平 成16)年 度

対象学年

小学校5年

中学校2年

小学校5年

中学校2年

小学校5年

調査対象者数
2702名

2469名

2058名

1834名

1966名

なお,集 団CとDの2000年 度小学校5年 調査 と2003年 度中学校2年 調査、2004年 度

小学校5年 調査では、集団1の1989年 度小学校5年 調査 と1992年 度中学校2年 調査 と算

数 ・数学問題で選択肢 が一部異なる項 目がある。選択肢の異 なる項 目を以下に示す。反応

率の表 中では 「改」 と記 してある。

項 目番号

算数数学

(1)

選択肢の変更

2000年 度 と2004年 度の小5調 査 、2003年 度 中2調 査 では,選 択肢 が図で

示 されてい るが,そ れ以前 は以下の よ うに切 り口の形を言葉 で示 していた。

ア.三 角形 イ.四角形 ウ.五角形 工.六角形 オ.アか らエの どれで もない

そのほか、集団1に 対する調査 と集団C,Dに 対す る調査で一部調査内容を変更 した項

目がある。それ らを次ページにまとめて示 した。
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*集 団1,集 団C,集 団Dで の変更項 目

理数長期追跡研究での集団1の1989年 度調査(小5)及 び1992年 度調査(中2)と 、理数定

点調査研究での集 団Cの2000年 度調査(小5)及 び2003年 度調査(中2)、 集団Dの2004年

度調査(小5)で 変更 され た項 目を以下に示す。

調査種類
全般

全般

算数 ・数学

問題

算数 ・数学

問題

児童 ・生徒

質問紙1

児童 ・生徒

質問紙1

児童 ・生徒

質問紙1

児童 ・生徒

質問紙1

児童 ・生徒

質問紙II

児童 ・生徒

質問紙II

児童 ・生徒

質問紙II

児童 ・生徒

質問紙II

児童 ・生徒

質問紙II

児童 ・生徒

質問紙II

児童 ・生徒

質問紙II

調査項 目

回答方法

設 問 で の

指示

(1)

設 問 中 の

名の表示

(12)

(16)

就 職 選 択

(17)

就 職 選 択

(18)

ク ラ ブ 活

動 ・部 活動

(4)

(8)

(10)

(11)

(12)

(13)

(17)

集団1
マ ー クカ ー ドに 記 入 す る。

～ しな さい 。

選 択 肢 ア.三 角形 イ.四 角形 ウ.五

角 形 工.六 角 形

敬称をつけていない

選択肢 工.大学まで オ.大学院ま

で

(1992年 度調査のみ以下の設問)

①[若 い時にすこしは苦労 しても、

将来高い地位につけ る職業につ き

たい。】

②[将 来高い地位につける職業より

も、平凡でも幸福な家庭をつ くれる

職業につきたい。】

(1992年 度調査のみ以下の設問)

① 【安定した職業でなくても、自分

の能力を十分発揮できる職業 につ

きたい。】

② 【自分の能力はたとえ十分に発揮
できなくても、安定した職業につき

たい。】

学校では、何のクラブ活動あるいは

部活動に入っていますか。…

電卓を使えば、もっとたくさんの数

学や理科の内容 を勉強することが

できます。

この世の中の神秘的なことがらも、

いつかは科学がその秘密を解き明

かすでしょう。

この世から戦争をな くす ことは不

可能です。

いま数学や理科で学んでいること

が、なぜ必要なのかわかりません。

工作をす る(何 かを作る)こ とが好

きです。

概算 ・概測することは、大切な数学

的科学的能力の一つです。

数学で、図をかいて考えることが好

きです。

集団C,D

調査用紙の選択肢に0を つける。
～ して くだ さい。

選択肢ア～エを三角形～六角形の図で

示 している。

「～ さん 」 と敬 称 をつ けて い る

(2000年 度調査のみ変更)

選択肢 工.大学か大学院まで オ,まだ

考えていない

① 【経済的にめぐまれなくても、世の中

のためになる職業につきたい。】

②[世 の中のためになるとうい うことよ

りも、経済的に豊かな生活ができる職業

につきたい。】

①[忙 しくてゆっくり楽しむための時間
がなくても、自分が うちこめる職業につ

きたい。】

②[仕 事はきまった時間内に終わり、楽

しむための時間を十分 に持てる職業に

つきたい。】

(2004年 度調 査 の み以 下 の設 問)

学 校 で は 、 何 の 部 活 動 に 入 っ て い ま す

か。…

コ ン ピュ ー タ を使 う と、数 学 の勉 強 が も

っ と機 械 的 に な っ て うん ざ りす る もの

に な りま す。

できるだけ上の学校まで行きたいです。

学 校 で す る こ と は 、 や りが い が あ りま

す 。

自分の意見を積極的に発表することは

好きです。

学校で学んだ数学や理科の知識や考え

方を将来の職業に役立てたいです。

これか らは、どの職業にも、数学や科学

の知識が必要となるでしょう。

職業につくには、数学や科学をよく知っ

ていることが大切です。

注)質 問紙IIは 理数長期追跡研究の異学年での調査項 目への変更。
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調査種類

児童 ・生徒

質問紙II

児童 ・生徒

質問紙II

児童 ・生徒

質問紙II

児童 ・生徒

質問紙II

児童 ・生徒

質問紙II

児童 ・生徒

質問紙II

児童 ・生徒

質問紙II

児童 ・生徒

質問紙II

調査項目

(19)

(24)

(27)

(29)

(34)

(35)

(36)

(38)

集団1
一般市民でも、国の政策に影響を与

えることができます。

数学や科学を学んでい くことので

きるのは、特に才能のある人に限ら

れています。

電卓を使えば、実際の複雑なデータ

を使 った勉強もすることができま

す。

そ ろ ば ん を使 うと、数 の し くみ が よ

くわ か る よ うに な ります 。
一所懸命 に努力すればだれでも成

功できます。

そろばんや電卓を使えるなら、計算

の しかたを勉強 しなくてもよいで

す。

人の成功不成功は運しだいです。

科学や数学の読み物やテ レビの科

学番組が好きです。

集団C

学校にいるほとんどの時間は、たいくつ

です。

ものごとをつきつめて考 えていくこと

が好きです。

電卓を上手に使えます。

コ ン ピュー タ を上 手 に使 え ます 。

学校の勉強は一般に嫌いです。

ワー プ ロを上 手 に使 え ます 。

学校でよい教育を受けてお くことは大

切です。

科学関係の研究所に勤めることは、魅力

のある生き方です。

注)質 問紙IIは 理 数 長 期 追 跡 研 究 の 異 学 年 で の 調 査 項 目へ の 変 更。(27),(29),(35)は 新 作 。
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[小学校5年]

理科問題(1)

理科問題

理数定点調査集計結果

理科問題(1)

理科問題
(1)管 の長さによる音の高低

[中学校2年]

小理と対応する項 目のみ

(1)管 の長さによる音の高低

小理 ア イ ウ エ オ 複数 無答 中理 ア イ ウ エ オ 複数 無答
0
り
0

4
T

8

0

0

60.627.65.7

53.629.57.9

58.827.37.5

4.01.90.00.2

6.51.90.00.5

4.11.70.10.5

9271.820.54.12.90.70.00.0

0366.423.95.53.40.80.00.1

(2)水 に溶解する物質

小理 カ キ ク ケ コ 複数 無答
Q
り
0

4

8

0

0

49.54.22.3

35.14.94.0

33.45.04.2

10.932.80.30.1

8.044.22.90.9

9.545.22.30.4

(3)神 経のはたらき

小理 サ シ ス セ ソ 複数 無答
0
》

0

4

Ω
U

ハ
U

ハU

15.12.470.1

25.62.459.7

23.01.859.1

7.25.00.00.2

4.65.50.51.8

5.79.10.31.1

(4)北 極星の位置

小理 ア イ ウ エ オ 複数 無答
0
り

0

4
T

R
》

∩
∪

0

11.68.612.8

18.67.716.9

16.28.118.7

51.115.40.10.4

15.430.21.210.1

24.125.21.66.1

(5)物 による熱の伝わり方の違い

小理 カ キ ク ケ コ 複数 無答

Q
V
(U

4

8

0

0

6.58.221.8

6.83.919.3

5.32.723.9

4.159.10.20.1

4.365.10.10.4

7.859.60.20.4

理科問題 理科問題
(6)鉄 の酸化反応 (6)鉄 の酸化反応

小理 サ シ ス セ ソ 複数 無答 中理 サ シ ス セ ソ 複数 無答
Q
U

O

4

n◎

∩
V

ハ
U

13.89.714.8

14.510.018.3

14.49.616.2

11.250.00.00.3

7.847.10.02.3

7.650.60.21.4

9211.35.88.53.071.20.00.1

0313.47.19.73.265.80.00.9

(7)冷 蔵庫での牛乳の保存 (7)冷 蔵庫での牛乳の保存
小理 ア イ ウ エ オ 複数 無答 中理 ア イ ウ エ オ 複数 無答

0
リ

ハU

4

Ω
U

ハU

ハ
U

3.111.168.5

3.717.557.0

3.217.058.5

1.815.40.00.2

1.319.20.11.2

1.518.80.20.9

922.37.481.51.07.70.00.0

032.512.074.80.89.50.10.4

(8)北 の星の動き

小理 カ キ ク ケ コ 複数 無答
Q
》

0

4
T

8

0

ハ
U

12.432.311.2

19.218.719.1

12.314.612.3

30.812.80.00.6

22.415.60.14.8

34.723.00.13.0

(9)文 字の鏡への写 り方

小理 サ シ ス セ ソ 複数 無答
O
V
O

4
T

8

hU

O

6.829.27.8

6.027.79.2

5.824.26.4

54.12.00.00.1

54.62.00.10.4

60.92.40.10.3

(10)溶 解における質量保存

小理 ア イ ウ エ オ 複数 無答
Q
U

h
U

4

0
0

ハ
U

O

11.710.216.4

15.912.320.3

17.813.319.7

58.13.10.00.4

46.04.70.10.7

45.92.50.00.8
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[小学校5年]

理科問題(2) 理科問題(2)
[中学校2年]

小理と対応する項目のみ

理科問題

(11)水 かきのある野 鳥のすみか

小理 カ キ ク ケ コ 複数 無答
0
り

0

4
τ

8

∩U

ハU

12.92.11.51.6

14.62.01.61.1

16.02.02.70.9

sr.5

80.2

77.8

0.10.2

0.10.3

0.10.6

(12)気 温と風の関係

小理 サ シ ス セ ソ 複数 無答
0
り

0

4
τ

8

0

(U

6.65.339.942.0

7.04.944.537.5

5.84.143.940.2

6.10.00.1

5.40.20.4

5.20.20.5

(13)水 中での音の伝わ り方

小理 ア イ ウ エ オ 複数 無答
Q
V

ハU

4

8

0

0

7.516.311.314.7

7.917.712.412.8

8.418.314.013.6

50.1

47.5

43.6

o.00.2

0.01.6

0.22.0

(14)ロ ウソクの消え方

小理 カ キ ク ケ:コ 複数 無答
0
り

0

4
τ

Ω
》

ハU

ハ
U

5.863.08.57.0

4.842.28.39.6

5.035.97.811.4

15.4

34.6

39.4

o.00.2

0.10.4

0.10.5

(15)発 芽と子葉の役割

小理 サ シ ス セ ソ 複数 無答
0
り

(
U

4

Ω
U

∩U

O

7.324.632.226.8

5.630.532.824.3

5.227.833.126.4

8.40.00.6

5.20.41.0

5.80.41.3

理科問題 理科問題
(16)地 層の広がり

小理 ア イ ウ エ オ 複数 無答
Q
U

O

4
T

R
U

ハU

ハ
∪

10.715.431.913.1

11.115.027.911.3

10.414.430.09.7

28.2

33.2

34.7

0.10.6

0.21.2

0zo.s

(17)て んびんのつりあい

小理 カ キ ク ケ コ 複数 無答
Q
》
0

4
T

8

0

0

7.023.116.745.7

6.712.114.656.2

10.918.819.641.5

0

0

3

7

8

7

0.10.4

0.91.5

1.10.8

(18)酸 素の捕集

小理 サ シ ス セ ソ 複数 無答
9

0

4

∩0

0

0

55.66.99.118.1

19.08.712.141.6

24.012.412.733.6

9.2

13.2

13.4

0.01.1

0.15.3

0.43.5

(19)マ メの成長における対照実験

小理 ア イ ウ エ オ 複数 無答
0
》

0

4

Ω
U

O

O

18.747.414.112.4

18.040.915.912.6

17.144.613.213.1

0
0

ゐ0

0
0

0
9

7

7

0.10.8

2.12.8

3.11.6

(20)太 陽の動きとかげ (20)太 陽の動きとか げ

小理 カ キ ク ケ コ 複数 無答
0
》

0

4

8

0

0

13.938.414.316.0

10.339.013.419.5

11.536.214.119.2

16.4

14.5

16.8

0.01.0

0.03.3

0.12.0

中理 カ キ ク ケ コ 複数 無答
927.853.89.516.411.90.00 .6

035.953.88.818.011.80 .01.6
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[小学校5年]

算数問題(1)

算数問題

(1)立 体の3点 を通る平面

小数 ア イ ウ エ オ 複数 無答

8950.0

0039.4

0440.8

31.66.4

30.79.7

31.49.9

5.35.80.00.8

2.52.30.015.4

3.92.20.111.7

(2)数 列の和

小数 カ キ ク ケ コ 複数 無答

8924.1

0020.5

0426.6

35.49.7

32.79.6

30.210.2

23.06.60.01.1

25.18.80.13.3

22.18.90.12.0

(3)2つ のことがらが起こる割合

小数 サ シ ス セ ソ 複数 無答

8924.0

0019.1

0419.8

22.117.5

12.613.1

14.514.7

13.019.12.02.3

9.113.125.97.1

8.314.723.04.8

(4)1054-865

小数 ア イ ウ エ オ 複数 無答

8979.9

00ｻ.s

O473.2

10.41.8

11.33.6

14.23.0

5.62.10.00.3

4.71.60.01.2

7.02.30.10.3

(5)7x(3十9)

小数 カ キ ク ケ コ 複数 無答

8954.8

0058.1

0460.4

8.912.3

9.811.3

8.711.2

12.59.90.11.5

8.67.30.64.2

8.68.31.21.5

算数問題
(6)分 数の大小

小数 サ シ ス セ ソ 複数 無答
8913.8

0010.8

0411.9

5.84.6

7.34.4

7.74.6

4.970.10.10.6

4.569.10.23.7

9.463.70.42.3

(7)斜 線部分の面積の割合

小数 ア イ ウ エ オ 複数 無答
8922.2

0026.2

0428.2

11.550.7

13.138.7

12.136.3

9.04.80.01.7

12.94.00.15.0

14.44.50.04.4

(8)三 角形の角

小数 カ キ ク ケ コ 複数 無答

893.2

003.4

043.2

3.75.3

4.74.6

3.15.4

9.177.90.00.9

8.976.10.02.4

8.578.20.01.6

(9)棒 のならび方の規則

小数 サ シ ス セ ソ 複数 無答

8921.1

0020s

O421.7

38.216.1

41.815.5

43.913.3

6.917.10.00.7

6.213.90.31.4

7.012.90.21.0

(10)ゲ ームでの総得点

小数 ア イ ウ エ オ 複数 無答

8910.5

0011.5

D414.9

4.25.1

6.25.6

7.94.6

5.573.60.01.1

6.068.40.12.2

4.766.10.21.7

数学問題(1)

数学問題

[中学校2年]
小数と対応する項 目のみ

(1)立 体 の3点 を通る平面

中数 ア イ ウ エ オ 複数 無答

9240.251.33.81.23.20.00.3

0343.340.57.50.82.30.15.6

(2)数 列の和

中数 カ キ ク ケ コ 複数 無答

9246.732.25.712.62.60.00.2

0343.332.64.914.83.90.10.5

(3)2つ のことがらが起こる割合

中数 サ シ ス セ ソ 複数 無答
9229.023.718.917.89.11.20.3

0323.220.312.917.79.615.50.8

(3)00年 ～04年 複数回答内訳(複数は3回 答)

内訳 サ シ ス セ ソ 複数 計

ノJ、数0012.811.88.37.010.41.551.7

小 数0412.412.07.35.19.00.446.1

中 数039.46.24.45.64.51.031.1

注)2回 答の内訳を示す。計は元の複 数回答の2倍 となる。

数学問題

(11)(7)同 斜線部分の面積 の割合

中数 カ キ ク ケ.コ 複 数 無答

925.99.973.65.94.20.00.5

037.110.669.28.03.70.11.3

一98一



[小学校5年]

算数問題(2) 数学問題(2)

〔中学校2年]
小数と対応する項目のみ

算数問題
(11)(22x18)一(47一}一59)=

小 数 カ キ ク ケ:コ 複 数 無 答

9

0

4

R
U
O

O

73.25.39.63.57.30.01.0

72.56.39.73.66.10.11.6

70.56.29.43.78.60.21.4

(12)2つ のベルが同時になる時間

小数 サ シ ス セ ソ 複数 無答
0
り

0

4
τ

Ω
U

ハU

O

3.79.013.763.88.80.11.0

3.49.517.059.97.60.42.1

4.88.424.541.817.20.23.2

(13)黒 い部分の面積cm3

小数 ア イ ウ エ オ 複数 無答
0
り
0

4

8

0

0

2.82.916.569.87.10.00.9

3.64.218.466.06.40.01.4

4.53.920.462.67.10.01.5

(14)立 体 を真上から見た形

小数 カ キ ク ケ コ 複数 無答
Q
》
0

4

Ω
》
0

0

1.81.67.919.268.50.01.0

2.11.49.522.063.30.21.5

3.62.07.723.262.10.11.3

(15)ひ ろしさんの年齢

小数 サ シ ス セ ソ 複数 無答
Q
り

n
U

4

8

ハ
U

∩U

4.361.113.97.011.90.11.7

3.763.610.88.011.70.02.1

4.164.511.38.49.90.11.6

算数問題
(16)PQの 長 さ

小数 ア イ ウ エ オ 複数 無答
9

ハ
U

4

0
0

0

0

3.272.814.24.12.40.03.2

2.567.817.25.21.80.05.5

2.867.415.56.62.70.15.0

(17)合 同な2つ の図形へ の分割 (17)00年,04年 複 数 回 答 内 訳(複 数 は3回 答 以 上)

小数 力 キ ク ケ コ 複数 無答 内訳 サ シ ス セ ソ 複数 計

9

0

4

R
V
O

O

5.413.510.557.58.21.13.7

4.713.85.944.78.113.98.8

4.114.15.748.010.98.09.1

小 数004.67.44.47.52.41.627.9

小 数041.34.52.45.02.00.816.1

(18)音 が耳 にとどく時間 注)2回 答の内訳を示す。計は元の複 数回答の2倍 となる。

小数 サ シ ス セ ソ 複数 無答
Q
り

0

4

R
V

O

O

11.447.316.26.015.30.03.8

13.641.015.23.720.30.26.0

13.243.315.84.818.80.24.0

(19)円 グラフによる穀物の収穫高の割合

小数 ア イ ウ エ オ 複数 無答
Q
V

O

4
1

Ω
U

O

(
∪

71.45.08.43.87.20.33.7

73.83.37.13.46.72.33.4

75.8'3.36.42.46.62.43.0

(20)棒 グラフでのべていること

小数 カ キ ク ケ コ 複数 無答

9

0

4

Ω
U
hU

O

2.89.872.37.83.10.14.1

2.97.375.76.52.11.93.7

2.37.077.36.61.71.93.3

一99一



児童質問紙1(1) 生徒質問紙1(1)小1と 対応する項 目のみ

注)中192[改]は 調査学年の変更、91年中1

背景環境 背景環境
(1)家 庭の蔵書 (1)家 庭の蔵書

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答 中1ア イ ウ エ オ 複数 無答
Q
り
0

4

8

ハU

O

11.828.934.317.86.10.01.1

17.338.629.211.23.30.10.4

18.239.927.89.94.00.00.2

9212.032.333.314.97.40.00.0

0319.434.728.712.24.50.00.4

(2)家 庭学習での家人の助け (2)家 庭学習での家人の助け
小1カ キ ク ケ コ 複数 無答 中1カ キ ク ケ コ 複数 無答

0
り

0

4
T

Ω
U

O

ハU

13.772.310.51.31.30.01.0

17.666.613.11.21.30.20.0

16.267.314.01.11.00.20.2

9239.550.62.45.61.80.00.0

0333.652.63.57.92.00.00.3

(3)学 習塾 ・進学塾通い (3)学 習塾 ・進学塾通い

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答 中1サ シ ス セ ソ 複数 無答
Q
り
0

4

6◎

0

0

71.49.412.13.92.00.01.3

66.910.514.25.52.00.10.8

67.011.116.43.51.40.00.5

9253.28.621.114.03.00.00.0

0353.09.922.411.52.80.00.4

(4)学 習塾以外の習い事

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答
Q
り

0

4

Ω
∪

0

0

25.917.514.818.621.70.41.1

27.78.017.731.013.71.70.3

27.76.616.435.811.61.40.6

(5)学 校外の週当たりの学習時間 (5)学 校外の週当たりの学習時間

小1カ キ ク ケ コ 複数 無答 中1カ キ ク ケ コ 複数 無答
Q
》

ハU

4
T

O
O

O

O

30.727.227.211.12.60.01.2

38.629.820.87.71.90.20.9

35.229.922.59.82.10.00.4

9219.227.033.118.62.10.00.1

0330.130.027.69.91.70.10.7

背景環境 背景環境
(6)学 校外の算数の学習時間 (6)学 校外の数学の学習時間

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答 中1サ シ ス セ ソ 複数 無答
0
り

nU

4

Ω
U

O

h
U

5.152.529.79.81.90.01.0

10.357.023.65.92.20.10.7

8.458.125.06.02.10.10.4

9210.854.930.13.80.20.00.0

0318.357.421.72.00.20.00.4

(7)学 校外の理科の学習時間 (7)学 校外の理科の学習時間

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答 中1ア イ ウ エ オ 複数 無答
Q
リ

ハU

4

Ω
U

O

O

25.856.813.12.60.60.01.1

34.453.48.82.40.60.00.3

33.154.48.82.50.80.00.5

9215.861.320.91.90.10.00.0

0326.859.212.21.40.10.00.4

(8)自 己評価による算数の成績 (8)自 己評価による数学の成績
小1カ キ ク ケ コ 複数 無答 中1カ キ ク ケ コ 複数 無答

Q
》

0

4

Ω
U

O

O

10.217.850.715.54.80.01.1

12.621.247.412.85.90.00.1

15.328.143.99.33.10.10.4

929.618.835.621.914.10.00.0

0311.224.030.518.814.90.00.5

(9)自 己評価による理科の成績 (9)自 己評価による理科の成績
小1サ シ ス セ ソ 複数 無答 中1サ シ ス セ ソ 複数 無答

Q
リ

ハ
U

4
T

Ω
∪

0

0

6.924.856.68.81.80.01.1

9.328.753.96.41.10.00.6

7.626.754.39.01.80.10.6

927.425.846.815.24.70.00.0

0311.225.138.118.96.40.00.3

(10)算 数に対する好き嫌い (10)数 学に対する好き嫌い

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答 中1ア イ ウ エ オ 複数 無答
0
り

0

4

0
0

0

0

10.426.336.917.48.10.01.0

11.724.333.718.311.40.00.6

15.431.832.014.16.30.00.4

928.425.030.722.113.70.00.0

0313.629.428.117.111.60.00.2

一100一



児童 質問紙1(2)

注)小100

注)小104

背景環境、進学観

(12)00年 の み 「ソ 考 えていな い」

(18)04年 の み 「部 活 動 」

生徒質問紙1(2)小1と 対応する項 目のみ

注)中192[改]は 調査学年の変更、91年中1

背景環境、進学観
(11)理 科に対する好き嫌い

小1カ キ ク ケ コ 複数 無答
0
り

0

4
T

8

ハ
U

∩∪

14.3

14.9

13.8

43.1

41.1

41.1

34.25.81.50.01.1

34.87.11.60.00.5

34.28.12.00.10.7

(11)理 科に対する好き嫌い

中1カ キ ク ケ コ 複数 無答

9213.033.835.912.84 .40.00.0

0313.435.031.014.85 .60.00.2

(12)進 学計画(希 望) (12)進 学計 画(希 望)

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答
89

00肢 改

04

1

7
「

【
リ

ウ
亀

1

3

31.9

19.1

33.4

18.641.94.20.01.3

14.321.143.00.10.6

18.737.85.80.00.8

中1サ シ ス セ ソ 複数 無答
920.630.423.843.61 .50.00.0

031.031.223.541.82.00.10.4

(13)進 学動機 (13)進 学動機

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答
0
り

(U

4
τ

n◎

ハU

ハ
U

禽
U

1

7

1

り
亀

-

34.9

40.4

48.0

40.511.99.90.01.2

35.58.412.50.20.8

34.08.67.00.10.7

中1ア イ ウ エ オ 複数 無答

920.539.951.41.96.20.00.0

031.044.044.53.26.80.10.4

(14)将 来の希 望職業の有無

小1カ キ ク ケ コ 複数 無答
Q
U
O

4
T

8

0

0

24.4

23.7

24.6

40.2

35.1

38.9

9.512.712.10.01.1

9.117.413.70.40.6

7.821.86.20.30.4

(14)(16)将 来の希望職業の有無

中1カ キ ク ケ コ 複数 無答

9225.042.19.810.712.40.00.1

0327.340.49.413.68.80.30 .2

(15)将 来の職 業の家人との話 し合い

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答
Q
》

0

4
τ

Ω
U

ハ∪

0

35.1

40.1

34.3

47.2

40.5

49.0

8.60.87.30.01.1

8.40.69.90.00.5

10.10.55.50.00.5

背景進学観 背景進学観
(16)職 業選択:社 会奉仕型か自己充足型か (16)[改]職 業選択:社 会奉仕型か 自己充足型か

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答
Q
り

0

4
T

∩
0

0

(
U

11.8

13.7

15.1

17.1

17.1

21.0

34.225.410.10.01.4

34.325.18.80.20.7

30.324.68.30.10.6

中1ア イ ウ エ オ 複数 無答
91中19。320.233.528.78,10.1

039.118.828.133.010.70.20 .2

(17)職 業選択:仕 事重視型か余暇重視型か (17)[改]職 業選択1仕 事重視型か余暇重視型か

小1カ キ ク ケ コ 複数 無答
O
U

O

4
T

∩
0

ハU

(U

18.7

21.0

21.1

22.3

22.2

25.0

23.122.911.50.01.4

20.724.111.80.10.2

17.624.911.00.10.4

中1カ キ ク ケ コ 複数 無答
91中1is.i19.519.429.315。60.1

0319.623.816.626.013.80 .20.1

(18)ク ラブ活動の種類

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答
(18)(19)ク ラブ活動の種類

中1サ シ ス セ ソ 複数 無答
89

00

04問 改

6.7

16.3

12.5

35.0

31.6

24.5

51.21.93.30.01.9

43.63.33.90.01.4

31.81.626.90.12.6

921.018.873.01.25.90 .00.1

030.516.275.40.07.70.00.2

(19)読 書本の種類 (19)[改]読 書本の種類

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答
Q
》

ハU

五
τ

R
》

ハU

∩∪

り
0

0
り

7

4

4

4

53.7

48.5

57.1

中1ア イ ウ エ オ 複数 無答
8.326.15.90.11.6

11.025.59.50.10.5

11.618.97.10.20.4

91中13.448.610.031.46.50.2

032.232.818.034.811.60.50.2

(20)普 通の 日のテレビ・ビデオの視聴 時間 (20)普 通の 日のテレビ・ビデオの視聴時間

小1カ キ ク ケ コ 複数 無答 中1カ キ ク ケ コ 複数 無答
0
》
ハU

4

8

0

0

3

0
》

4
1

3

り
0

3

8.0

7.1

10.5

24.430.931.80.01.7

24.227.836:40.10.3

30.229.825.70.00.4

922.36.126.633.431.60.00.1

032.55.421.030.640.30.00 .1

ioi一



児童質問紙1(3)

算数の学習

生徒 質問紙1(3)

注)中192

数学 の学習

[改]は調査学年の変更、91年中1

(21)算 数の授業は先生の説明やノートの写し (21)数 学の授業は先生の説 明やノートの写し

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答 中1サ シ ス セ ソ 複数 無答
8961.022.13.31.58.30.13.7

0067.620.03.81.85.50.11.1

0468.218.74.92.05.30.10.9

9286.18.61.60.23.30.00.2

0384.49.12.30.83.30.00.1

(22)算 数は例、問い、練習問題の流れ (22)数 学 は例 、問い、練習問題の流れ

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答 中1ア イ ウ エ オ 複数 無答
8956.628.15.41.33.90.14.5

0055.732.55.01.73.60.01.5

0461.926.45.22.03.10.01.4

9277.816.72.60.22.30.00.2

0380.614.12.30.72.00.10.3

(23)算 数はいろいろな解き方の教授 (23)数 学はいろいろな解き方の教授
小1カ キ ク ケ コ 複数 無答 中1カ キ ク ケ コ 複数 無答
8958.227.05.31.03.60.04.9

0058.526.57.11.53.70.02.7

0463.125.84.41.92.70.12.1

9246.139.87.41.74.90.00.2

0353.933.26.41.64.40.10.4

(24)算 数では自分での見直しの指示 (24)数 学では 自分での見直 しの指示

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答 中1サ シ ス セ ソ 複数 無答
8935.827.610.32.817.80.05.7

0030.031.612.53.420.20.02.1

0430.829.911.63.821.60.22.1

9223.029.312.63.831.00.00.3

0322.931.213.84.626.70.00.7

(25)算 数で2時 間にわたる話 し合い (25)数 学で2時 間1…わたる話し合い

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答 中1ア イ ウ エ オ 複数 無答
896.123.220.17.336.80.16.3

005.317.716.97.846.80.15.3

045.015.016.710.849.10.13.3

924.921.419.68.045.40.00.5

035.119.517.08.948.70.00.8

算数の学習 数学の学習
(26)算 数の考え方や問題点についての話し合い (26)数 学の考え方や問題点についての話し合い

小1カ キ ク ケ コ 複数 無答 中1カ キ ク ケ コ 複数 無答
8938.727.811.84.510.30.06.8

0032.130.017.36.511.90.02.2

0432.130.115.16.512.80.13.3

9224.129.018.47.320.80.00.4

0321.525.216.89.226.30.10.9

(27)算 数で模型を作っての考え (27)数 学で模型を作っての考え

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答 中1サ シ ス セ ソ 複数 無答
896.412.922.317.033.70.17.5

005.312.722.915.841.00.12.1

047.412.917.114.146.00.12.3

922.34.910.5

032.77.713.1

19.162.80.00.3

17.758.00.00.8

(28)算 数と生活とのかかわりの説 明 (28)数 学と生活とのかかわりの説 明

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答 中1ア イ ウ エ オ 複数 無答
8912.521.018.913.925.70.07.9

0016.322.422.013.024.30.02.0

0416.122.522.414.022.80.02.2

922.55.710.917.263.30.00.3

036.411.819.419.742.10.00.5

(29)算 数での電卓の使用 (29)数 学での電卓の使用

小1カ キ ク ケ コ 複数 無答 中1カ キ ク ケ コ 複数 無答
892.03.84.72.678.60.08.3

009.912.812.227.036.50.01.7

043.66.310.819.857.60.11.9

920.60.50.61.996.00.00.3

030.91.03.713.180.90.00.4

(30)算 数でのコンピュータの使用 (30)数 学でのコンピュータの使用

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答 中1サ シ ス セ ソ 複数 無答
891.42.22.12.782.90.18.5

003.43.27.412.071.20.02.8

041.62.54.59.679.40.12.4

921.31.61.46.488.80.10.5

030.50.40.72.295.80.00.4

一102一



児童質問紙1(4)

理科の学習

隼徒質問紙1(4)
注)中192

理科 の学習

[改]は 調 査 学 年 の 変更 、91年 中1

(31)理 科の授業での前時の復習 (31)理 科の授業での前時の復習

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答 中1ア イ ウ エ オ 複数 無答

8934.726.712.84.711.90.19.3

0030.529.313.26.916.40.03.6

0436.127.115.66.711.50.03.1

9233.733.313.46.512.60.00.6

0334.032.515.26.910.70.10.7

(32)理 科の授業は教科書の学習 (32)理 科の授業は教科書の学習

小1カ キ ク ケ コ 複数 無答 中1カ キ ク ケ コ 複数 無答

8938.223.413.83.811.00.19.8

0035.425.812.96.013.80.25.9

0434.125.514.36.214.60.15.2

9262.818.88.13.85.90.00.7

0347.623.011.05.611.90.10.9

(33)理 科では板書のノー トへの写 し (33)理 科では板書のノー トへの写 し

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答 中1サ シ ス セ ソ 複数 無答

8940.622.99.44.412.50.210.0

0051.321.510.63.88.60.04.1

0460.220.37.13.15.20.14.0

9257.623.28.52.96.90.00.8

0365.018.57.03.45.50.00.7

(34)理 科で生徒の考えや希望の受け入れ (34)理 科で生徒の考えや希望の受け入れ

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答 中1ア イ ウ エ オ 複数 無答

8933.325.112.84.813.70.110.4

0033.329.517.36.410.00.13.5

0433.726.716.47.611.40.14.2

9221.625.716.18.727.00.00.9

0322.126.418.011.321.20.01.0

(35)理 科は楽しい授 業 (35)理 科 は楽しい授業

小1カ キ ク ケ コ 複数 無答 中1カ キ ク ケ コ 複数 無答
8938.626.410.14.69.60.110.7

0050.021.311.54.58.10.04.6

0451.922.411.04.05.50.05.1

9229.927.016.87.218.40.00.8

0334.724.517.38.214.40.00.8

理科の学習 理科の学習

(36)理 科で観察 、実験活動 (36)理 科で観察 、実験 活動

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答 中1サ シ ス セ ソ 複数 無答

8952.125.47.91.72.10.110.6

0056.025.510.32.41.70.14.0

0458.322.512.01.81.70.13.6

9233.544.916.42.91.50.00.8

0358.028.110.11.41.70.10.7

(37)理 科で演示実験 (37)理 科で演 示実験

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答 中1ア イ ウ エ オ 複数 無答
8931.830.513.24.78.80.110.9

0035.228.218.86.27.70.13.8

0438.726.318.25.07.80.23.9

9214.543.031.16.54.10.00.8

0332.033.021.97.05.00.11.0

(38)理 科で野外観察活動 (38)理 科で野外観察活動

小1カ キ ク ケ コ 複数 無答 中1カ キ ク ケ コ 複数 無答
895.19.625.121.227.70.211.1

0013.725.431.013.212.10.14.6

0417.320.029.015.613.00.24.9

921.01.35.622.069.30.00.8

033.64.515.531.943.40.01.1

(39)理 科でのコンピュータの使用 (39)理 科でのコンピュータの使用

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答 中1サ シ ス セ ソ 複数 無答

891.01.11.31.683.60.011.3

003.94.38.211.668.00.04.0

047.910.317.618.141.40.14.6

920.60.60.61.595.70.00.9

030.81.03.73.390.40.00.8

(40)科 学と生活 とのかかわりの説明 (40)科 学と生活とのかかわりの説明

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答 中1ア イ ウ エ オ 複数 無答

899.612.119.315.332.30.011.4

0012.817.219.416.130.90.03.6

0413.018.322.415.526.70.14.1

923.78.314.718.354.20.00.8

0311.015.820.617.434.40.00.8
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児童質問紙 皿(1)

注)小 皿89[改]は 調査学年の変更、90年小6

態度

生徒質問紙II(1)

注)中 皿92

態度

[改]は調査学年の変更、93年中3

(1)理 科は内容が多すぎる

小皿 ア賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答
(1)理 科は内容が多すぎる

中皿 ア賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答
897.919.522.516.832.30.01.0

007.519.026.514.232.70.00.1

046.220.623.414.535.00.10.1

9216.629.628.110.814.90.00.0

0319.334.719.610.415.90.10.0

(2)科 学発明による世の中の複雑化 (2)科 学発明による世の中の複雑化
小皿 力賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答 中皿 力賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答
8916.422.424.813.621.70.01.1

0020.325.927.59.116.60.00.5

0414.923.722.413.125.40.00.6

9211.920.729.914.622.70.00.1

0313.626.627.013.119.70.00.1

(3)理 科で実験 が楽しい (3)理 科で実験が楽しい

小皿 サ賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答 中皿 サ賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答
8982.110.62.61.31.80.21.4

0081.811.73.01.11.40.10.9

0481.410.22.61.52.70.11.5

9269.518.16.72.13.20.00.3

0363.520.47.03.73.70.11.8

(4)[改]コ ンピュータ利用で算数がうんざり (4)[改]コ ンピュータ利用で数学 がうんざり

小皿 ア賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答 中IIア 賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答
90/i、616.217.334.713.517.80.4

0015.114.229.414.126.70.00.4

0411.914.928.413.331.00.10.5

93中312.ll2.438.915.021.20.4

0313.711.535.614.724.20.00.4

(5)自 然科学による生活の向上 (5)自 然科学による生活の向上
小II力 賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答 中巫 力賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答
8928.630.022.57.89.70.11.2

0025.026.327.18.211.90.21.4

0436.129.718.54.89.80.11.1

9215.529.833.710.59.80.10.5

0321.227.627.311.412.30.10.2

態度 態度
(6)日 常生活への理数の役立ち (6)日 常生活への理数の役立ち

小皿 サ賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答 中IIサ 賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答
8938.035.414.25.65.40.11.1

0040.131.716.94.56.00.10.7

0446.830.412.33.56.00.11.0

9219.335.029.28.47.70.20.2

0321.433.925.39.210.10.00.2

(7)国 の発展への自然科学の重要性 (7)国 の発展への自然科学の重要性
小IIア 賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答 中皿 ア賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答
8938.433.015.26.35.80.11.1

0036.731.119.24.86.40.01.8

0441.731.615.13.96.60.11.0

9226.635.424.76.66.40.10.3

0331.133.820.37.07.90.00.1

(8)[改]進 学の希望

小皿 力賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答
(8)[改]進 学の希望

中II力 賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答
90ノ 』、646.037.311,12.82.70.1

0042.125.618.75.07.50.01.1

0447.824.513.85.16.80.11.9

93中348,530.511.05.04.80.0

0344.323.118.45.38.30.10.5

(9)科 学的発見は益より害が多い

小皿 サ賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答
(9)科 学的発見は益より害が多い

中IIサ 賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答
8914.821.326.715.120.60.11.3

0016.723.332.310.516.00.11.1

0412.420.826.713.825.20.11.1

9210.818.739.913.916.40.00.2

0311.120.439.412.915.80.10.3

(10)[改]学 校 はやりがいがある (10)[改]学 校はやりがいがある

小IIア 賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答 中IIア 賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答
90ノ 」、624.837.525.06.55.60.5

0041.332.515.44.95.10.10.8

0446.929.812.24.06.30.10.8

93中313.630.036.69.210.60.i

O319.732.827.69.310.00.10.5
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児童質問紙 皿(2)

注)小 皿89 [改]は調査学年の変更、90年小6

生徒質問紙 皿(2)

注)中 皿92 [改]は調査学年の変更、93年中3

態度 態度
(11)[改]意 見を発表することが好き (11)[改]意 見を発 表することが好き

小皿 力賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答

90/i、615。4

0018.0

0419.3

中五 力賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答
24.128.817.813.60.3

23.225.916.916.00.00.1

26.521.814.218.20.00.1

93中311.516.531.521.518.60。5

0310.417.627.019.725.20.00.1

(12)[改]理 数知識を職業で役立てたい (12)[改]理 数知識の職業での利用

小IIサ 賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答

90ノ」、636.8

0043.9

0448.8

中IIサ 賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答
36.216.45.24.80.6

26.718.44.66.30.00.1

25.414.24.57.00.10.1

93中321.431.329.18.89.00.5

0322.927.727.39.512.60.00.0

(13)[改]こ れ からの職業での理数知識の必要性

小皿 ア賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答
90ノ」、631.6

0034.8

0439.3

(13)[改]こ れからの職業での理数知識の必要性

中IIア 賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答
29.223.47.67.50.7

26.723.06.29.00.00.2

30.815.95.18.40.00.6

93中316.426.429.513.514.30.0

0320.629.425.611.213.10.10 .0

(14)科 学研究予算の拡充

小II力 賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答

899.1

006.2

046.9

(14)科 学研究予算の拡充

中II力 賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答
13.026.019.131.30.21.3

6.628.418.938.70.01.2

12.726.916.436.10.01.1

929.311.039.018.521.80.00 .3

036.78.335.117.632.10.00 .2

(15)算 数は解き方いろいろ (15)数 学 は解き方いろいろ

小 皿 サ賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答

8964.8

0067.1

0465.8

中皿 サ賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答
22.35.12.23.80.11.7

22.54.71.72.60.01.3

24.14.61.82.20.01.4

9251.034.39.42.32.80.00.2

0348.135.310.02.53.10.20.8

態度 態度
(16)科 学 による世界の破壊 (16)科 学による世界 の破壊

小IIア 賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答

8928.4

0035.8

0423.7

中IIア 賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答
19.820.58.821.10.01.3

21.919.57.015.30.10.3

19.623.29.123.80.10.6

9226.625.625.29.612.60.00 .4

0322.822.629.08.816.00.00.7

(17)[改]職 業での理数知識 の大切さ (17)[改]職 業での理数知識の大切さ

小II力 賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答
90/1、633.4

0036.4

0443.7

中II力 賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答
33.419.66.75.91.0

30.020.35.37.20.10.6

31.612.74.76.80.10.5

93中313.928.231.113.213.50.1

0320.131.326.010.012.00.00.7

(18)電 卓利用で算数楽しい

小IIサ 賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答

8917.4

0022.4

0419.6

(18)電 卓利用で数学楽しい

中IIサ 賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答
14.016.713.736.60.11.5

19.020.313.123.90.11.1

17.717.913.730.10.11.0

9211.712.327.116.632.20.00.2

0317.714.526.115.626.10.00.0

(19)[改]学 校 はたいくつ

小IIア 賛成 イ オ中立 ヱ ウ反対 複数 無答
90ノ 」、66.8

0010.3

049.0

(19)[改]学 校 はたいくつ

中 皿 ア賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答
10.819.223.139.30.7

12.219.815.241.40.11.0

12.218.217.042.10.11.6

93中38.910.622.920.836.40.4

0312.814.320.519.432.80.00 .2

(20)算 数では文章題が好き

小II力 賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答

8921.2

0018.8

0420.1

(20)数 学では文章題が好き

中皿 力賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答
15.218.414.829.00.01.5

10.623.314.831.00.11.3

12.023.214.228.80.01.5

928.16.416.217.651.10.10.5

037.15.921.018.346.60.01 .1

一105一



児 童 質 問 紙II(3)

注)小 皿89[改]は 調 査 学 年 の 変 更 、90年 小6

注)小 皿00、04[新]は 新 しい項 目で89デ ータな し

態 度

生徒質問紙 皿(3)

注)中 ∬92

注)中 皿03

態度

[改]は調査学年の変更、93年中3

[新]は新しい項目で92デ ータなし

(21)科 学による思考の減退

小IIサ 賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答

(21)科 学による思考の減退

中皿 サ賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答
8925.219.423.89.420.60.01.5

0027.120.730.86.015.30.00.2

0423.121.227.77.419.80.10.7

9220.123.028.49.918.30.00.3

0323.921.629.88.715.40.00.5

(22)そ ろばんは上手な方

小皿 ア賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答

(22)そ ろばんは上手な方

中IIア 賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答
8917.916.515.915.133.10.01.4

0014.512.723.414.033.60.21.5

0412.112.322.213.338.90.01.2

9212.114.114.311.547.90.00.2

0311.39.115.513.450.40.10.2

(23)そ ろばん利用で算数楽しい

小II力 賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答

(23)そ ろばん利用で数学楽しい

中II力 賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答
8922.720.418.512.923.90.11.5

0020.718.025.112.522.80.10.6

0421.517.321.913.025.60.00.7

929.115.027.615.432.70.00.1

038.912.526.115.136.70.00.8

(24)[改]物 事を突き詰めて考えることが好き (24)[改]物 事を突き詰めて考えることが好き

小IIサ 賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答 中皿 サ賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答
90ノ 」、616。232.029.911.89.50.6

0018.020.535.19.816.10.00.6

0423.726.725.29.813.70.01.0

93中315.226.931.813.012.80.3

0318.222.231.313.314.80.00.2

(25)世 の中の問題は科学技術が原因

小 皿 ア賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答

(25)世 の中の問題は科学技術が原因

中皿 ア賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答
8920.019.829.611.017.20.12.2

0024.521.734.68.610.60.00.1

0417.721.032.811.017.20.00.3

9215.120.339.810.513.80.10.4

0317.422.138.39.812.30.10.0

態度 態度
(26)理 科は計算が難しい

小皿 力賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答

(26)理 科は計算が難しい

中皿 力賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答
8927.920.318.112.119.40.12.0

0027.719.823.49.918.40.00.7

0427.922.421.38.619.00.00.8

9244.029.99.17.29.20.10.4

0346.925.57.88.510.70.20.5

(27)[新]電 卓を上手 に使 える

小 皿 サ賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答

(27)[新]電 卓を上手に使える

中皿 サ賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答

0047.026.015.63.56.60.01.3

0444.428.113.55.18.00.00.9

0336.426.022.07.17.60.10.8

(28)科 学関係予算の価値

小IIア 賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答
(28)科 学関係予算の価値

中皿 ア賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答
8912.817.727.815.524.10.12.0

0010.914.632.113.727.60.01.1

0414.420.128.712.623.30.00.9

9211.917.336.816.317.20.10.4

0312.518.735.116.416.70.00.7

(29)[新]コ ンピュータを上手 に使える

小皿 力賛成 キa中 立 ケ ク反対 複数 無答

(29)[新]コ ンピュータを上手に使える

中 皿 力賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答

0020.027.421.511.718.60.00.8

0429.832.014.39.613.20.01.1

0320.527.822.013.515.70.00.6

(30)計 算が速くできることは大切 (30)計 算が速くできることは大切

小IIサ 賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答 中IIサ 賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答
8955.023.37.24.37.80.12.2

0047.622.413.55.010.10.01.4

0455.321.08.84.59.10.01.3

9242.330.413.06.67.30.00.4

0345.526.713.65.97.60.00.7
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児 童 質 問 紙II(4)

注)小 皿89[改]は 調 査 学 年 の 変 更 、90年 小6

注)小 皿00、04[新]は 新 しい項 目で89デ ー タな し

態 度

生徒 質問紙 皿(4)

注)中 皿92

注)中 皿03

態度

(31)計 算 は生活で役に立つ

[改]は調査学年の変更、93年中3

[新]は新しい項目で92デ ータなし

(31)計 算 は生活で役に立っ

小皿 ア賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答 中IIア 賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答
8965.6

0061.6

0470.0

21.54.62.73.30.12.2

22.88.72.13.70.11.0

17.95.61.93.60.11.0

9247.132.611.83.94.10.10.2

0349.630.211.73.14.80.10.6

(32)算 数は面白い (32)数 学 は面白い

小皿 力賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答 中∬ 力賛成 キ コ中立 ケ ス反対 複数 無答
8928.2

0030.2

0441.5

29.015.010.015.10.12.6

22.719.49.616.60.01.4

25.313.07.411.60.01.1

9220.024.022.513.819.30.00.3

0326.024.821.310.017.20.00.8

(33)野 外学習は楽しい

小 皿 サ賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答

(33)野 外学習は楽しい

中11サ 賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複 数 無答

8946.2

0050.5

0454.9

26.611.56.36.70.12.5

23.013.55.26.60.11.2

22.110.24.77.20.10.9

9240.029.716.06.87.30.00.2

0337.125.319.38.39.20.10.8

(34)[改]学 校の勉強は嫌い (34)[改 】 学校の勉 強は嫌い

小 皿 ア賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答 中皿 ア賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答
90ノ 」、68.4

008.4

046.6

12.826.821.729.41.0

13.526.416.334.40.01.0

12.421.519.039.50.01.1

93中317.018.730.518.215.10.5

0320.618.315.618.026.80.10.6

(35)[新 】 ワープロを上手に使える (35)[新]ワ ープロを上手に使える

小II力 賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答 中II力 賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答

0015.315.825.911.530.30.01.2

0417.320.423.612.225.10.01.4

0315.017.326.013.527.20.10.8

態度

(36)[改]学 校でのよい教育の大切さ

態度
(36)[改]学 校でのよい教育の大切さ

小IIサ 賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答 中IIサ 賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答
90ノ」、659.8

0055.2

0463.1

26.28.62.12.60.7

22.513.92.54.20.11.5

19.99.22.44.30.01.1

93中348.831.612.63.13.80.1

0348.330.412.63.24.60.10.8

(37)算 数は内容が多すぎる (37)数 学 は内容が 多すぎる

小∬ ア賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答 中1ア 賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答
8917.1

0018.9

0413.6

18.820.714.526.10.02.8

18.025.011.924.60.11.5

17.922.112.832.60.01.0

9225.523.727.311.311.70.10.3

0325.023.522.512.215.40.21.3

(38)[改]科 学研究職の魅力 (38)[改]科 学研究職の魅力

小II力 賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答 中皿 力賛成 キ コ中立 ケ ク反対 複数 無答
90ノ 」、615.1

0017.4

0424.2

26.534.910.712.00.8

18.837.69.715.30.01.2

23.229.38.114.20.01.0

93中311.620.439.811.116.90.2

0312.115.041.511.618.80.20.9

(39)理 科は器具の扱いが難しい (39)理 科は器具の扱いが難 しい

小IIサ 賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答 中IIサ 賛成 シ ソ中立 セ ス反対 複数 無答

8912.9

0016.8

0417.3

19.916.717.130.20.03.2

19.621.914.725.80.01.1

23.417.314.126.90.01.0

9210.425.322.720.720.60.00.4

0318.427.020.417.316.20.00.6

(40)理 科は面 白い

小IIア 賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複数 無答

(40)理 科は面白い

中IIア 賛成 イ オ中立 エ ウ反対 複 数 無答

8957.5

0058.5

0459.9

22.68.53.64.70.03.1

20.211.33.35.90.00.9

21.88.13.95.40.00.9

9234.329.019.97.19.20.10.4

0339.526.517.26.59.80.00.6
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児童質問紙皿(1) 生徒質問紙皿(1)小 皿と対応する項目のみ

漢字読み 漢字読み
(1)練 る (1)練 る

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答 中1ア イ ウ エ オ 複数 無答
0
リ

ハ
U

4
T

Ω
U

O

O

12.9

13.7

12.2

53.7

70.0

68.6

10.8

3.8

3.1

13.58.50.00.7

7.24.40.00.9

10.15.20.00.8

9216.065.77.57.72.90.00.2

038.775.71.69.74.00.00.3

(2)整 える (2)整 える

小1カ キ ク ケ コ 複数 無答 中1カ キ ク ケ コ 複数 無答
Q
U
O

4

8

0

0

7.9

18.2

15.1

21.9

15.9

16.8

ウ
凸

0

7
'

1

1

0

1.367.50.00.1

3.960.40.00.5

3.363.70.00.4

923.727.20.21.267.70.00.0

038.021.30.32.767.40.00.2

(3)親 しい

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答
0
》

ハ∪

4

8

0

0

12.7

10.6

10.3

17.3

29.8

21.0

63.4

47.8

60.2

1.64.80.00.1

3.27.90.10.6

2.94.90.00.7

(4)標 本

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答
Q
V

O

4

8

0

ハU

9.0

12.5

7.6

R
》

0

0

り
る

り
色

引
1

β
0

5

ウ
」

O

h
U

O

87.00.60.00.1

83.90.40.00.6

90.10.50.00.7

(5)作 用

小1カ キ ク ケ コ 複数 無答
0
り

〇

五
丁

∩◎

h
U

O

50.7

48.2

48.4

30.3

37.8

41.1

10.0

6.5

6.1

2.36.30.10.3

1.16.20.00.3

0.73.30.00.5

漢字読み 漢字読み
(6)発 芽

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答
0
》

ハU

4
T

8

0

0

10.7

13.5

7.3

2

7
σ

n◎

3

噸
1

0

85.0

81.4

89.9

0.60.40.00.1

0.62.10.00.6

0.90.50.00.7

(7)酸 素

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答
Q
り

0

4

nO

O

ハ
U

7
8

0

4
T

3

り
畠

-

7
7

∩◎

3

(U

-
■

噌ー

90.6

87.6

91.1

2.82.00.00.2

1.95.90.00.8

1.83.20.01.2

(8)偶 数

小1カ キ ク ケ コ 複数 無答
Q
U

O

4
T

8

ハU

∩
》

8

1

{
1

り
6

り
6

り
畠

Ω
U

β
0

り
0

4

1
・

-

4

ハ0

ハ〇

五
τ

に
》

5

87.30.40.10.2

89.20.70.10.7

89.40.50.01.0

(9)概 数

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答
(8)(9)同 概数

中1カ キ ク ケ=1複 数 無答
0
リ

ハ
U

4
T

Ω
∪

0

0

60.0

57.6

58.2

25.8

15.5

12.8

6.4

18.6

21.8

2.84.50.00.4

4.12.20.01.9

3.61.80.01.8

9282.37.95.51.03.20.00.2

0383.37.35.81.61.50.00.5

(10)平 均

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答
Q
》

ハ
U

4
丁

貸
U

O

O

ウ
6

ウ
」

ー

ウ
ら

ウ
』

3

7
σ

5

噌
1

1
ー

」弓

3

り
ム

7
5

7

α

t

α

0.894.80.10.1

1.189.00.01.5

1.190.50.01.5
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児童質問紙皿(2) 生徒質問紙皿(2)小 皿と対応する項目のみ

二語関係 二語関係

(11)バ ス 、電 車

小1カ キ ク ケ コ 複数 無答

890.93.92.45.287.30.30.1

001.32.42.05.184.34.60.4

041.42.12.14.284.35.10.6

(12)ダ ム 、トンネ ル (11)(12)同 ダ ム 、トンネ ル

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答 中1カ キ ク ケ コ 複数 無答
8913.831.95.96.541.20.30.3

0013.419.65.36.349.74.41.3

0414.423.64.17.644.44.81.3

929.823.54.13.259.10.20.1

0317.024.42.34.048.52.90.8

(13)せ ま い:広 い (14)(13)同 せ ま い:広 い

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答 中1カ キ ク ケ コ 複数 無答
8947.522.46.25.018.50.10.3

0058.612.82.73.220.11.80.8

0460.315.23.23.316.21.30.6

9224.848.93.94.917.30.00.1

0338.333.62.64.620.60.20.2

(14)か たい:や わらかい

小1カ キ ク ケ コ 複数 無答

8911.237.32.020.328.50.30.3

0011.727.80.819.837.51.50.9

0415.430.11.116.035.01.41.0

(15)昆 虫:み つ ば ち (13)(15)同 昆 虫:み つ ば ち

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答 中1ア イ ウ エ オ 複数 無答
8917.065.53.88.54.70.10.3

009.176.52.26.73.81.00.7

0412.870.72.17.74.71.10.9

9242.132.47.115.43.00.00.0

0331.649.24.711.32.70.20.3

用語意味 用語意味
(16)偶 数はどれか

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答

8986.94.93.91.52.20.10.4

0089.73.22.00.81.32.20.7

0490.41.82.51.11.02.80.4

(17)248993の 概 数 (16)(17)同248993の 概 数

小1カ キ ク ケ コ 複数 無答 中1ア イ ウ エ オ 複数 無答
8911.29.45.012.861.20.00.4

0013.98.03.712.560.00.41.4

049.76.83.26.670.80.32.6

927.44.23.616.867.80.00.1

037.96.44.317.164.00.00.3

(18)19,21,14の 平 均

小1サ シ ス セ ソ 複数 無答

8914.745.116.611.211.00.11.2

0012.248.015.010.69.51.33.4

0418.531.818.614.312.61.42.9

(19)発 芽とはどういうことか

小1ア イ ウ エ オ 複数 無答
899.01..94.274.69.70.00.5

0012.91.83.776.15.20.00.2

0414.51.43.574.55.30.10.7

(20)酸 素の性 質

小1カ キ ク ケ=1複 数 無答

8912.957.223.14.81.20.00.8

0012.027.544.711.03.00.11.8

0414.924.945.39.93.10.11.8
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児童質問紙皿(3) 生徒質問紙皿(3)

科学観 科学観
(21)ア マチュアの科学的発見減少の理 由

小皿 サ シ ス セ ソ 複数 無答
(21)ア マチュアの科学的発見減少の理由

中皿 サ シ ス セ ソ 複数 無答
0
り

0

4

Ω
U
O

O

23.632.119.6

31.325.918.2

34.824.218.6

9.314.90.00.5

9.713.50.11.2

8.912.30.21.1

9227.631.817.15.617.50.00.3

0331.326.620.17.114.20.00.8

(22)算 数の学習理由 (22)数 学の学習理 由

小皿 ア イ ウ エ オ 複数 無答 中皿 ア イ ウ エ オ 複数 無答
0
》

0

4
T

n◎

ハU

O

21.16.863.4

21.95.363.9

26.46.160.2

3.15.40.00.1

4.34.00.30.2

4.02.60.40.3

9217.97.959.38.95.90.00.1

0321.212.251.910.34.20.10.2

(23)原 子力発電利用に対する意見 (23)原 子力発電利用に対する意見
小皿 カ キ ク ケ コ 複数 無答 中皿 カ キ ク ケ コ 複数 無答

0
》

0

4

R
》

ハU

ハ
U

14.919.928.5

16.416.734.1

18.017.429.3

14.621.60.10.5

10.521.00.11.2

13.321.00.11.0

9211.930.929.59.517.90.00.2

038.933.728.19.219.40.10.6

(24)理 科のきまりの重要性

小皿 サ シ ス セ ソ 複数 無答
(24)理 科の理論や法則の重要性

中皿 サ シ ス セ ソ 複数 無答
Q
り

0

4

R
U

(
∪

ハ
U

16.530.125.4

19.827.522.3

19.433.324.2

9.318.20.00.5

7.621.70.10.9

5.416.70.10.9

929.937.027.26.119.70.00.1

039.540.623.66.618.90.10.7

(25)算 数問題の解 き方 (25)数 学 問題の解き方(小 と問題 は[異]な る)

小1皿 ア イ ウ エ オ 複数 無答 中皿 ア イ ウ エ オ 複数 無答
0
》
0

4

∩0

0

0

53.810.515.0

46.79.324.9

55.89.517.7

6.414.10.10.2

3.614.30.11.0

3.512.40.30.9

9255.216.014.52.311.70.00.2

0349.716.821.21.510.40.00.5

科学観 科学観
(26)科 学の報告を重要な証拠として認める場合

小皿 カ キ ク ケ コ 複数 無答
(26)科 学の報告を重要な証拠として認める場合

中皿 カ キ ク ケ コ 複数 無答
Q
り

0

4

n
6

0

ハ
U

22.727.016.9

19.633.918.2

18.434.316.8

25.27.80.10.3

20.96.80.00.7

22.86.50.21.0

9227.834.613.021.82.60.00.1

0322.137.414.722.12.90.00.7

(27)自 動車の使用に対する意見 (27)自 動車の使用に対する意見
小皿 サ シ ス セ ソ 複数 無答 中皿 サ シ ス セ ソ 複数 無答

Q
》
0

4

8

(U

O

4.014.751.0

4.318.757.2

4.816.658.3

14.115.80.10.3

10.18.80.10.8

9.99.60.10.7

922.913.364.610.78.40.00.1

034.414.165.08.77.10.20.5

(28)文 章題での過程の得点

小皿 ア イ ウ エ オ 複数 無答
(28)証 明問題での過程の得点(小 と問題は[異]なる)

中皿 ア イ ウ エ オ 複数 無答
0
り

0

4

8

ハU

O

40.925.212.5

50.425.110.6

49.624.39.7

3.617.40.00.4

3.310.00.00.6

3.812.10.10.4

9233.723.212.24.126.70.00.1

0336.026.811.64.121.20.00.3

(29)科 学研究の重要な目的 (29)科 学研究の重要な目的

小皿 カ キ ク ケ コ 複数 無答 中皿 カ キ ク ケ コ 複数 無答
0
》

ハU

4

8

0

ハU

10.78.821.1

16.310.825.3

17.311.924.5

39.019.70.10.7

31.215.00.21.2

31.913.00.41.0

9212.312.125.637.512.30.00.1

0314.812.527.931.612.60.10.5

(30)理 科学習の理由 (30)理 科学習の理 由
小皿 サ シ ス セ ソ 複数 無答 中皿 サ シ ス セ ソ 複数 無答

O
U

(
U

」
〒

R
U

O

n
U

33.037.717.3

28.638.720.9

31.037.020.0

6.14.50.01.4

5.65.10.11.0

6.04.70.40.9

9239.931.011.37.610.00.00.2

0333.925.119.110.011.10.10.7
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児童質問紙皿(4) 生徒質問紙皿(4)

科学観 科学観
(31)宝 くじ購 入時の考え (31)宝 くじ購入 時の考え

小皿 ア イ ウ エ オ 複数 無答
G
り

0

4

Ω
U

O

O

16.9

20.9

25.4

5.744.2

5.044.6

6.441.3

中皿 ア イ ウ エ オ 複数 無答
6.924.80.01.5

6.622.00.10.8

8.417.60.10.7

9223.34.535.95.630.50.00.2

0327.35.035.97.723.30.00.7

(32)臓 器移植と脳死に対する意見 (32)臓 器移植と脳死に対する意見
小皿 カ キ ク ケ コ 複数 無答

Q
り

0

4
T

Ω
U

ハ
U

O

15.0

11.7

17.3

16.120.0

13.216.8

15.318.3

中皿 カ キ ク ケ コ 複数 無答
25.021.70.02.3

24.731.70.01.8

22.524.40.12.2

927.317.516.328.330.10.20.3

0310.614.815.825.531.90.11.4

(33)新 しい実験器具使用に対する態度

小皿 サ シ ス セ ソ 複数 無答
Q
り

0

4

Ω
U

O

O

3

0

4
T

60

0
9

7

4

4
T
4

30.44.4

27.64.3

32.04.1

(33)新 しい実験器具使用に対する態度

中皿 サ シ ス セ ソ 複数 無答
15.54.50.11.8

14.74.60.00.7

11.54.10.00.9

9246.528.76.012.85.70.00.2

0347.425.26.612.08.20.00 .7

(34)算 数でのコンピュータ利用に対する考え

小皿 ア イ ウ エ オ 複数 無答
(34)数 学でのコンピュータ利用に対する考え

中皿 ア イ ウ エ オ 複 数 無答
0
り
0

4

8

0

0

24.8

18.4

26.4

8.243.3

7.449.6

6.741.4

9.512.40.11.7

8.814.70.00.9

6.817.90.10.8

9213.25.848.815.716.40.10.1

0323.85.837.112.120.50.00 .7

(35)現 代の科学者が複雑な問題を解決できる理由 (35)現 代の科学者が複雑な問題を解決できる理由
小皿 カ キ ク ケ コ 複数 無答

0
》

0

4
T

8

0

0

10.8

13.3

17.3

15.939.6

17.142.5

19.539.3

中mカ キ ク ケ コ 複数 無答
14.916.80.12.0

14.611.20.01.3

10.811.40.31.4

927.715.048.610.717.70.00 .2

0311.716.148.97.115.40.00.8
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子どもの学習への教師の影響一理数定点調査より一

(1)学 級単位集 計か らみた理科 の指導法 の経年変化

村山 孝
MURAYAMATakashi

山梨県総合教育センター

[要約]国 立教育政策研究所 の 「理数定点調査研究プロジェク ト」の一環 として,追 跡データを用いて

学級単位集計か ら見た理科の指導法の経年変化 を調べた。小5,中2と も生徒実験や演示実験を実施

しようとする教師の取 り組みは継続的に続けられてお り,野 外観察にっいても実施の機会が増加の傾

向にあった。また,科 学 と日常生活の関わ り合いにっいての指導を,ほ ぼ毎時間理科の授業の中に取

り入れている教師も見 られた。

[キーワー ド]理 科,学 習,指 導法,経 年変化,学 級単位集計,小 ・中学校,理 数定点調査研究

1.は じめに

国立教育政策研究所では 「理科及び算数 ・数学の到

達度とそれに影響を与える諸因子との関連に関する

定点調査研究」(略称:理 数定点調査研究プロジェク

ト)を 実施している。この研究は,平 成元年度から

始まった 「理数長期追跡研究」プロジェクトの継続

研究であり小学5年,中 学2年,高 等学校2年 を経

て卒業後2年 及び6年 になるまでの経年調査を行っ

てきた。本報では,こ の追跡データのうち2つ の集

団のデータの比較から学級単位集計からみた理科の

指導法に対する経年変化の様子を報告する。

2.方 法

1)調 査対象:調 査対象は東北及び関東の5県 の各

県ごとに1地 域を指定 し,各1地 域の小 ・中学校 と

高等学校で継続的に調査 を行ってきている。今回の

分析対象者は表1に 示すよ うに,1989年 に小5か ら

8年 間追跡調査 した集団1と 同一の小 ・中学校にお

いて2000年 に小5で 調査を実施 し,そ の後3年 おい

て中2で 調査を実施 した集団Cを 分析対象群 とした。

調査対象児童生徒数は,集 団1の 小5が2702名,中

2が2469名,集 団Cの 小5が2058名,中2が1834

名であった。

表1調 査対象と調査年度

年度(西暦)

集団1

集団C

教育課程改訂

19891990199119921993199419951996199719981999200020012002200320042005

4、5小6中1472中3高1高2高3

4覧5

1」・ 中 高1高2高3

ψ2

小 ・中 高1高2高3

注)イ タリック体は分析対象学年を示す。教育課程改訂の欄は,当 該学校種あるいは学年の学習指導要領の施行年度を示している。

2)分 析内容:理 数定点調査研究において理数問題

や読み問題に加えて実施されている質問事項のうち

表2に 示す項 目の回答を用いた。学習に関する項目

10項 目について,表2に 示すようにアからオの回

答により,そ れぞれ1.00か ら0.00に 数値化した。

同様に態度に関する項目6項 目及び価値に関する項

表2分 析項目と数値化の基準

目5項 目についてアからオの回答により,そ れぞれ

1.00か ら0.00に 数値化 した。 これを学級毎に平均

し,そ の値 を元に全学級について平均値,標 準偏差,

最大,最 小の各数値を求めた。また,集 団1と 集団

Cの 平均値の差の検定もあわせて行い,F値 及びt

値ならびに有意確率を求めた。

項目略称

輔

教科書中心

板書・ノート

希望反映

楽しい理科授業

生徒実験

演示実験

繍
コンピュータ

蝦

学習に関する項目と数値化の基準

項目内容

理 科 の 学 習 に っ い て そ れ ぞ れ 書 い て あ る

先生は理科の授業の始めに,前の時間の復習をしてくれます。

理科の授業では,教科書にある内容だけを勉強します。
理科の授業中の大部分の時間は,先生が黒板に書いたことを,ノートに

写します。

先生は,理科の授業で,生徒の考えや希望を入れてくれます。

先生は 楽しい(中2は 「輿味深いJ)理 科の授業をしてくれます。

理科の授業では,わたしたちに実験 ・観察をやらせてくれます。

理科の授業では,先生が実験を見せてくれます。

理科の授業では,野外での観察活動をやります。

理科の授業では,コ ンピュータを使います。

理科の授業で,先生は科学がい掴こ生活と深くかかわっているかを説明
してくれます。

数値 化とにっい て
ほ と ん ど 毎 時 聞 な ら ば

遍 に 一 度 く ら い あ る ・

月 に 一 度 く ら い あ る ・

学 期 に 一 度 く らい あ る

ほ とん ど な い 。 。 ・ ・

ア

イ
ウ

エ
オ

0

7

「0

2

0

項目略称

内容過剰(

実験楽しし

計x困 難(

野外楽し4

器具困難(

面自い

態度に関す る項員と数値化の基準

項目内容

項目略称

生活豊か

日常役立

国の発展

予算増額

費用価値

理科は学ぷ内容が多すぎます。

理科で,実 験があると楽しいです。

理科は計算が入 るとむずか しいです。

屋外で生物を観察することや地形を観察することは楽 しいです。

理科は器具の取 り扱いがあるとむずかしいです。

理科はおもしろいと思います。

価値に関する項目と数値化の基準

項 目内容

、
ていつにとこるあてい書れそれそどな業授の科理

ア
イ

ウ

エ
オ

●・

はき

.

ま

'

・

き

・

・

と

・

●

P
つ

●

・

思

・

・

と

・

・
と

・
な

・

.
印つ

ま

ま

ま

・
思

き

で

き

・
印つ

と

7つ
と

は

そ

う

そ

い

き

ば

思

ぱ

な

と

え

と

え

え

う

レ

し

し

し

思

と

な

と

も

と

か

は

か

と

だ

ら

で

ら

ら

う

ち

う

ち

ぢ

そ

ど

そ

ど

ど

数学や科学をよく身にっければ、一層生活が豊かにな ります。

自然科学(数 学や科学》は,日 常生活の問題を解決するのに役立ちます。

数学や科学は,国 の発展にとって,非 常に重要なものです。

国は,科 学関係の研究にもっとお金をかけるべきです。

科学関係 にお金を使うことは,十 分に価値のあることです。

数 値 化(一)項 目

0

7

0

2

rD

0

2

0

7

5
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表3

小5

記述統計量(学 級単位集計) 網掛の項 目は5%有 意水準で集団1とCの 平均値に差がある。

31

学 習32

学 習33

学 習34

学 習35

学 習36

学 習37

学 習38

学 習39

学 習40
of

態 度03

態 度26

態 度33
態 度39

態 度40
05

価 値06

価 値07

価{j$14

価 値28

1の

教 科書 中心

板 書 ・ノート

希 望反映

楽 しい理科授 業

生徒実験

演 示実験

野 外観察
コンピュータ

生活関連

(一)

実験 楽しい

計 算困難(一)

野 外楽しい

器 具困難(一)

面 白い
,か

日常役立
国の発展
予算増額
費用価値

・7(1989)81

平 均値 標準 偏差 最小 値 最 大値

0.690.150.271.00

0.690.150.000.98

0.700.200.001.00

0.660.190.001.00

0.730.160.221.00

0.850.110.461.00

0.700.180.041.00

0.360.160.000.98

0.030.040.000.15

0.360.150.001.00

0.610.090.330.82

0.930.040.821.00

0.430.110.130.74

0.760.070.540.90

0.580.080.290.76

0.820.070.580.96

0.650.070.500.87

0.740.070.540.96

0.740.070.490.86

0.370.080.060.52

0.450.070.170.60

・C(2000)70子

平均値 標準偏差 最小値 最大値

0.630.140.061.00

0.660.t60,000.91

0.760.180.001.00

0.680.130.300.99

0.750.160.301.00

0.840.080.611.00

0.700.110.360.99

0.550.090.350.78

0.iao.iao.ooosa

O.400.130.081.00

0.610.090.270.79

0.930.040.821.00

0.430.080.140.64

0.770.070.630.93

0.540.100.310.90

0.810.100.500.97

0.610.090.310.81

0.740.080.500.93

0.720.080.460.87

0.300.070.140.49

0,420.080」00.70

の の

Fl1Zt

O.6422.485

0.0021.532

0.380-1.970

2.410-0.693

0.111-0.967

1.7410.384

7.5220.279

15.778-8.865

53.146-6.730

1.728-1.729

0.128

0.051

0.490

0.335

0.701

α781

o.oss

0.7070.1870.852

0.252-0.1540.877

1.5680.4370.663

0.315-1.2310.220

0,3223.192圏 闘闇II醜 薩

8.2810.9510.343

2.5003.468

0.5610.377

0.2931.577

0.2315.437

0.5122.039

0.707

0.117

中2

31

学習32
学習33

学習34
学習35

学習36
学習37

学習38
学習39

学習40

01

態度03

態度26

態 度33

態 度39

態 度40

05

価 値06

価 値07

価 値14

価値28

1の

教科書 中心

板書 ・ノート

希望反 映

楽しい理科 授業
生徒実験

演示実験

野外観 察
コンピュータ

生活 関連
鴨( 一)

実験 楽しい
計算 困難(一)

野 外楽しい
器具 困難(一)

面 白い

,か
日常役立
国の発展
予算増額
費用価値

1(1992)73

平均値 標準偏差 最小値 最大値
0.670.120.340.95

0.820.070.690.97

0.810.090.490.93

0.520.140.180.80

0.600.160.230.89

0.770.120.370.95

0.640.070.460.81

0.100.050.020.28

0.02α020.000.11

0.220.100.030.47

0.440.090.200.64

0.870.060.710ss

O.270.080.100.50

0.720.070.530.85

0.540.070.360.68

0.680.100.370.86

0.58

0.63

0.67

0.42

0.as

o.os

o.os

o.os

o.os

o.os

0.45

0.45

0.55

0.2a

O.32

o.〉〉

α74

0.83

0.54

0so

・C2003)55子

平均値 標準偏差 最小値 最大値
0.680.120.380.86

0.720.170240.97

0.840.130.420.99

0.540.160.070.88

0sao.iso.2zoso

O.850.100.510.98

0.700.120.430.92

0.230.080.070.54

0.040.090.000.46

0.380.120.160.63

0.420.090.220.62

0.850.080.610.97

0.270.070.140.41

0.680.070.450.80

0.470.070.320.66

0.700.110.400.92

0.580.070.450.74

0.620.070.380.74

0.680.060.530.79

0.350.050.250.47

0.490.060.370.63

の の

Ft

O.019-0.348

21.3754.571

7.906-1.638

0.aa2-os>>

0.303-1.205

2.013-4.327

18.659-3.320

8.242-10.409

12.067-2.137

2.963-7.911

0.728

0.0591.191

3.0151.833

0.289-0.499

0.0032.921

0.0955.772

0.715-1.096

0.104

0.334

0.231

0.236

0.070

0.619

1.775-0.613

0.6560.856

0.383-0.723

0.4407.147

0.009-0.939

0.276

0.541

0.394

0.471

3.結 果

学習36「 生徒実験」,学 習37「 演示実験」につい

て小5,中2と も集団1か ら集団Cを 通 して平均値

が,ほ ぼ0.7か ら0.8と一貫 して高い数値を示 し,授

業へ実験を取 り入れる努力が続けられていることが

うかがえる。また,平 均値 に変化はみ られないが,

小5の 「演示実験」の最小値が集団1の0.04か ら集

団Cの0.36と 増加 していることから,ほ とんど実験

を行わなかった教師が減って,実 験 を実施するよ う

になってきている。学習38の 「野外観察」について

も同様な傾 向があ り,小5,中2と も集団1か ら集

団Cを 通 して平均値,最 小値 とも増加 した。

学習32「 教科書中心」の中2で は集団1に 比べ集

団Cで 平均値が0.82か ら0.72と0.1ポ イン ト減少,最

小値で0.69か ら0.24へ0.45ポ イン ト減少 した。 この

ことから授業に際 し,教 科書に加えさらに教材を活

用する教師が増加 していることを うかがわせた。

0.350

学習40「 生活関連」について見ると小5の 集団1

では最大1.00(ほ ぼ毎時間)か ら最ノ」値0.00(ほ と

んどなし),集 団Cで も最大1.00か ら0.08と 教師に

よって理科と生活の関わり合いを説明する機会に大

きな開きがある。

小5か ら中2へ の経年変化では,態 度01「 理科は

学ぶ内容が多すぎる」が集団1,集 団Cと もに平均

値が0.6か ら0.4へ約0.2ポ イン ト減っている。学級単

位集計においても中学校になると学習内容が多いと

感 じるよ うになる傾向が見られる。平均値は減って

いるが,標 準偏差は同 じであ り,ク ラスによるばら

つきは小5と 中2で 似 ていると考えられる。

価値項 目については,集 団1の 小5の 価値06「 日

常役立」で0.9を 越 え,自 然科学がふだんの生活に役

立っと考える児童が多 くを占める学級 も見られた。

文献 国立教育政策研究所「理数調査報告書一平成15年度理数定欄 査集計

結果一J研 究代表者・三宅征夫),aooa.
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子どもの学習への教師の影響一理数定点調査より一

(2)主 成分分析 か らみた理科 の指導法 の経年変化

猿田 祐嗣

SARUTAYuji

国立教育政策研究所教育課程研究センター基礎研究部

[要約]国 立教育政策研究所の 「理数定点調査研究プロジェク ト」の一環 として,小 ・中学生の理科の

学習に与える教師の指導法の影響を明 らかにすることを目的に,1990年 前後および2000年 代に入って

か らの二つの集団を対象に調査 したデータを用いて経年変化を調べた。生徒を対象 とした学習状況,

理科に対する態度や価値槻 に関す る質問項 目への回答を主成分分析 した結果,小 ・中ともに「教科書中

心」「板書 ・ノー ト」といった従来型の学習形態の結びつきが薄れ,学 習状況に経年変化がみ られる一方

で,理 科に対する態度や価値観に関する質問項 目の回答パターンには変化がみられなかった。

[キーワー ド]理 科,学 習,指 導法,経 年変化,主 成分分析,小 ・中学校,理 数定点調査研究

1.は じめに

国立教育政策研究所では,「理科及び算数 ・数学

の到達度とそれに影響を与える諸因子との関連に関

する定点調査研究」(略称:理 数定点調査研究プロジ

ェクト)に おいて,平 成元年度から開始した 「理数

長期追跡研究」プロジェクトに引き続き,小 学校5

年生より中 ・高等学校を経て大学生及び社会人にな

るまでの経年調査を行っている1)。本稿では,こ の

追跡データのうち2っ の集団のデータの比較から,

主成分分析からみた理科の指導法の経年変化の様子

について報告する。

2.方 法

1)分 析対象:東 北及び関東の5県 の各1地 域の小 ・

中 ・高等学校か ら選定 した調査対象校の うち,表1

に示すよ うに,1989年 に小5か ら8年 間追跡調査 し

た集団1と 同一の小 ・中学校において2000年 に小5

で調査を実施 し,そ の後3年 おいて中2で 調査 を実

施 した集団Cを 分析対象群 とし,調 査時期による集

団間の違い も考慮 した。分析には,集 団1と 集団C

とで比較可能な小5と 中2の デー タを使用 した。

表1調 査対象と調査年度

年度(西暦)

集団1

集団C

教育課程改訂

19891990199119921993199419951996199719981999200020012002200320042005

455小6中1ψ2中3高1高2高3

4、5

小 中 高1高2高3
φ2

小 ・中 高1高2高3

注)イ タリック体は分析対象学年を示す。教育課程改訂の欄は,当 該学校種 あるいは学年の学習指導要領の施行年度を示 している。

2)分 析内容:分 析対象とした児童 ・生徒質問紙の

調査項目は,表2に 示す理科の 【学習】に関する10

項目,科 学に対する 【態度】の6項 目,そ して科学

の 【価値】の5項 目であった。

3)分 析方法:表2に 示したように,各 質問項目へ

の回答を得点化し,さ らに学級ごとに平均値を算出

し,そ の学級平均値:をデータとして主成分分析を行

表2分 析に使用した項 目

【学習】次 には,理 科の学習につ いて熱 ・てあ ります。それぞれ書いてあ

ることについて,

・ほとんど毎時間な らば ・・… ア(5)

・週に一度 くらいある ・・・… イ(4)

・月 に一度 くらいある ・・・… ウ(3)

・学期に一度 くらいある ・・… エ(2)

・ほとんどない ・ オ(1)

に○をつけてください。

(31)先生は理科の授業の始めに,前 の時間の復習を して くれます。

(32)理科の授業では,教 科書にある内容だけを勉強 します。

(33)理科の授業 中の大部分の時間は,先 生が黒板に書いたことを,ノ ー トに

写 します。

(34)先生は,理 科の授業で,生 徒の考えや希望 を入れて くれます。

(35)先生は,興 味深い(小 学校は 「楽 しい」)理 科の授業をして くれ ます。

(36)理科の授業では,わ た したちに実験 ・観察をや らせ てくれます。

(37)理科の授業では,先 生が実験を見せて くれ ます。

(38)理科の授業では,野 外 での観察活動をや ります。

(39)理科の授業では,コ ンピュータを使います。

(40)理科の授業で,先 生は科学がいかに生活 と深 くかかわってい るかを説

明 して くれます。

【態度 】次 には,理 科 の授業な どい ろいろなことについて書いてあります。

それ ぞれ割 、てあることについて,あ なたが もし

・そ うだ と思 うときは ・・・・・・・・・・… ア(2)

・どちらか といえばそ う思 うときは ・・・・… イ(1)

・そ うではないと思 うときは ・・・・・・・… ウ(一2)

・どちらか といえばそ うではない と思 うときは ・・ エ(一1)

・どちらともいえない ときは ・・・・・・・・… オ(0)

に○をつ けて ください。

(01)理科は学ぶ内容が多すぎます。(一)

(03)理科で,実 験があ ると楽 しいです。

(26)理科は計算が入 るとむず か しいです。(一)

(33)屋外で生物を観察することや地形を観察することは楽 しいです。

(39)理科は器具の取り扱いがあるとむずか しいです。(一)

(40)理科はお もしろい と思います。

【価値】〈質問文 ・選択肢は 【態度】 と同 じ〉

(05)数学や科学をよく身につ ければ,一 層生活が豊かにな ります。

(06)自然科学(数 学や科学)は,日 常生活の問題 を解決するのに役立ちます。

(07)数学や科学は,国 の発展にとって,非 常に重要なものです。

(14)国 は,科 学関係の研究にもっとお金 をかけ るべ きです。

(28)科学関係にお金 を使 うこ とは,十 分 に価値のあることです。

に関 る 目optろ の 一は,ハ 、化の 、に を'せ
ていることを示す。

一114一



った。その際,【 態度】の3項 目については回答の得

点化の際に数値を逆転 させ ている。主成分分析に用

いた統計 ソフ トウェアはSPSS社 のSPSS12.OJで あ り,

成分の抽出にあたっては固有値 を1と してカイザー

の正規化を伴 うバ リマ ックス回転を行った。

3.結 果

主成分分析により,第1主 成分をX軸,第2主 成

分をY軸 として,因 子負荷量 を2次 元プロッ トした。

第2主 成分までの累積寄与率は40～70%で あった。

図1と 図2は 【学習】に関する質問項 目の主成分

分析の結果である。小5で は集 団1か ら集団Cに か

けて 「生徒実験」「演示実験」「野外観察」の結びつ きが

より強 くな り,「教科書中心」「板書 ・ノー ト」の結び

つ きが弱くなる傾向がある。 中学校ではそれほど変

化 はないが,小 学校同様,「教科書中心」「板書 ・ノー

ト」の結びつきが弱くなる傾向がある。

【態度】に関す る質問項 目の主成分分析の結果は

小 ・中,集 団1・Cい ずれも同 じ傾向を示 し,例 と

して挙げた図3の よ うに,「 実験楽 しい」「野外楽 し

い」「面白い」が1つ のま とま り,「内容過剰」「計算困

難」「器具困難」がもう1つ のま とま りを形成 してい

る。 【価値】に関す る質問項 目も,【態度】に関す る

項 目と同様に集団1と 集団Cで 同 じ傾向を示 した。

中学校では全5項 目が1つ のまとまりを形成 し,小

学校は例 として挙げた図4の ように,「生活豊か」「日

常役立」「国の発展」が1つ のま とま り,「予算増額」

「費用価値」がもう1つ のま とま りを形成 している。

図1【学習】に関する質問項目の主成分分析結果(小5)

図2【 学習】に関する質問項 目の主成分分析結果(中2)
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子 どもの学習への教 師の影響 一理数 定点調査 より一

(3)理 科の指導法と科学に対す る態度 との関係

鳩貝 太郎

HATOGAITaro

国立教育政策研究所

[要約]国 立教育政策研究所の 「理数定点調査研究プロジェク ト」の一環として,小 ・中学生の理科の

学習に与える教師の指導法の影響を明らかにすることを目的に,1990年 前後および2000年 代に入って

からの二つの集団を対象に調査 したデータを用いて経年変化を調べた。後者の集団では前者に比べ理科

の学習に関する質問項 目の うち生徒の希望を取 り入れた授業,興 味ある授業及び生徒実験の頻度が高く

なるなどの授業改善が進み,科 学に対する態度及び価値が好ましい方向に変化していると考えられる。

〔キーワー ド〕小 ・中学校,理 科教育,理 数定点調査研究,指 導法,科 学的態度,生 徒質問紙

1.は じめに

国立教育政策研究所が行っている 「理科及び算数 ・

数学の到達度とそれに影響を与える諸因子との関連

に関する定点調査研究」(略称:理 数定点調査研究プ

ロジェクト)は,平 成元年度から開始した 「理数長

期追跡研究」プロジェク トに引き続き,小 学校5年

生より中2・ 高2を 経て卒業後2年 ・6年 までの経

年調査を行っている1)。本稿では,こ の追跡データ

のうち2つ の集団のデータ比較から理科の指導法と

児童生徒の理科の得点,理 科に対する態度及び科学

の価値 とのかかわりについて報告する。

2.方 法

1)分 析対象:本 プロジェク トの調査対象は,東 日

本の5県 の各1地 域の小学校,中 学校 と高等学校で

ある。本稿の分析対象者は表1に 示す ように,1989

(平成元)年 に小5か ら8年 間追跡調査 した 「集団

1」 と,同 一の小 ・中学校において2000(平 成12)

年に小5で 調査を実施 し,そ の後中2で 調査を実施

した 「集団C」 を分析対象群 とした。

表1調 査対象と調査年度

年度(西暦)

集団1

集団C

教育課程改訂

19891990199119921993199419951996199719981999200020012002200320042005

4、5小6中1472中3高1高2高3

4覧5

小 中 高1高2高3
｢2

小 ・中 高1高2高3

注)イ タリック体は分析対象学年を示す。教育課程改訂の欄は,当 該学校種あるいは学年の学習指導要領の施行年度を示 している。

2)分 析 内容:分 析対象 としたデータは,表2に 示

す児童 ・生徒質問紙における理科の 「学習」 に関す

る10項 目,科 学に対する 「態度」の6項 目,科 学の

「価値」の5項 目,及 び理科調査の 「得点」である。

表2分 析に使用した項目

【学習】次には,理 科の学習につ いて割 ・てあ ります。 それぞれ割 ・て あ

ることについて,

・ほとんど毎時間な らば ・・… ア(5)

・週に一度 くらい ある ・・・… イ(4)

・月に一度 くらい ある ・・・… ウ(3)

・学期に一度 くらいある ・・… エ(2)

・ほとん どない ・・・・・・… オ(1)

にQを つけてください。

(31)先生は理科の授業の始めに,前 の時間の復習 をして くれますa

(32)理科の授業では,教 科書 にある内容だけを勉強 します。

(33)理科の授業 中の大部分の時間は,先 生が黒板 に書いたことを,ノ ー トに

写 します。

(34)先生は,理 科の授業で,生 徒の考えや希望を入れて くれ ます。

(35)先生は,興 味深い(小 学校は「楽 しい」)理科 の授業を してくれます。

(36)理科の授業では,わ た したちに実験 ・観察をや らせて くれます。

(37)理科の授業では,先 生が実験 を見せて くれます。

(38)理科の授業では,野 外での観察活動をや ります。

(39)理科の授業では,コ ン ピュータを使います。

(40)理科の授業で,先 生は科学 がいかに生活 と深 くかかわっているかを説

明 して くれます。

【態度1次 には,理 科の授業な どいろいろなことについて熱 ・てあ ります。

それぞれ書いてあることについて,あ なたが もし

・そ うだ と思 うときは ・・・・・・・・・・… ア(2)

・どちらか といえばそ う思 うときは ・・・・… イ(1)

・そ うではないと思 うときは ・・・・・・・… ウ(一2)

・どちらか といえばそ うではない と思 うときは ・・ エ(一1)

・どちらともいえない ときは ・・・・・・・・… オ(0)

にOを つ けて ください。

(01)理科 は学ぶ内容 が多すぎます。(一)

(03)理科 で,実 験があると楽 しいです。

(26)理科 は計算が入 るとむずか しいです。(一)

(33)屋外 で生物を観察す ることや地形を観察す ることは楽 しいです。

(39)理科 は器具の取 り扱いがあるとむずか しいです。(一)

(40)理科 はお もしろいと思います。

【価値】〈質問文 ・選択肢は 【態度】 と同 じ〉

(05)数学や科学をよ く身 にっければ,一 層生活が豊かにな ります。

(06)自 然科学(数 学や科学)は,日 常生活の問題を解 決す るのに役立 ちます。

(07)数 学や 科学は,国 の発展に とって,非 常に重要なものです。

(14)国 は,科 学関係の研究に もっとお金をかけるべきです。

(28)科 学関係 にお金を使 うことは,十 分に価値 のあることです。

に関 る 一 目では,。 、化の に を'せ てい る。
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3)分 析方法:猿 田は前稿で,科 学に対す る態度に

関する質問項 目について主成分分析を行い,「実験楽

しい」 「野外楽 しい」 「理科面 白い」 とい う楽 しさの

面 と 「内容過剰」 「計算困難」 「器具困難」 とい う難

易の面 との2つ のまとま りを形成 していること,価

値に関する質問項 目の主成分分析では,小5に おい

て 「生活豊か」 「日常役立」 「国の発展」の役立っ面

と 「予算増額」 「費用価値」の予算面との2つ のまと

まりを形成 していること,一 方,中2で はそれ ら5

項 目が一つのま とま りを形成 していることを明 らか

に した。

そこで本稿では,こ の分析結果 を用いて 「科学に

対する態度」では楽 しさと難易,「 科学の価値」では

役立ちと予算のそれぞれ2つ の合成変数 をつ くり,

それに 「理科の得点」を加 えて,理 科の学習に関す

る質問項 目との相関係数を算出 した。ただ し,い ず

れ も教師の影響を見積 もるため,学 級 ごとの平均値

を用いている。

3.結 果

理科の学習 と理科得点,態 度,価 値 との相関係数

を算出 し,無 相関検定を行った結果 を小5と 中2に

分けて表3に 示す。

小5で は,集 団Cは 集団1に 比べて 「希望反映」

「楽 しい理科授業」 「生徒実験」の頻度が高い学級ほ

ど理科が楽 しくな り,科 学が役立つ と考える児童が

多 くなっている。

中2の 集団1(1992年)で は 「板書 ・ノー ト」 と

態度(楽 しさ)と に負の相 関が認められたが,集 団

C(2003年)で は正の相関に変わっている。 ノー ト

をとる頻度は変化 して しないことか ら,板 書内容を

ノー トにとる活動が1992年 当時と質的に変化 して

いることも考えられるので検討 していきたい。

中2の 集団Cは 集団1と 比べると 「教科書中心」

「楽 しい理科授業」 「生活関連」の頻度が高い学級ほ

ど生徒は科学に対 して価値 を認める,す なわち,科

学が役立っとい う方向に変化 している。

表3小5・ 中2の 理科の学習と理科得点,態 度,価 値との相関(5%有 意水準で相関が認められた項目のみを示す)

小5

項 目

学習31

学習32

学習33

学習34

学習35

学習36

学習37

学習38

学習39

学習40

説 明

前時の復習

教科書中心

板書・ノート

希望反映

楽しい理科授業

生徒実験

演示実験

野外観察

コンピュータ

生活関連

集 団1(1989年)学 級数.81

科

点
理
得

一〇
.261

搬

(楽しさ)

0.369

0.263

態度

(難易)

0.366

0.237

0.298

-0 .235

価値

(役立)

価値

(予算)

0.289

集 団C(2000年)学 級数70

科

点
理
得

態度

(楽しさ)

0.262

0.57?

o.4s7

0.238

澱
(難易)

0.257

価値

(役立)

0.434

0.275

0.292

0.239

0.457

価値

(予算)

0.279

中2

項 目

学習31

学 習32

学 習33

学 習34

学 習35

学 習36

学 習37

学 習38

学 習39

学習40

説 明

前時の復習

教科書中心

板書・ノート

希望反映

楽しい理科授業

生徒実験

演示実験

野外観察

コンピュータ

生活関連

集 団1(1992年)学 級数73

科
点

理

得

一〇
.355

0.312

0.299

-0
.238

搬

(楽しさ)

0.511

-0 .244

-0 .301

0.552

0.695

0.392

0.295

0.378

搬

(難易)

一〇
.339

0.234

0.481

0.650

0.443

価値

(役立)

0.248

価値

(予算)

一4
.251

0.237

0.249

集 団C(2003年)学 級 数'55

科

点

理

得

0.515

o.ass

0.283

鞭

(楽しさ)

0.316

0.484

0.475

0.33?

0.381

0.298

澱
(難易)

0.277

価値

(役立)

0.284

0.304

0.328

価値

(予算)

0.333

0.286

o.27s

参考文献

1)最新のものとして国立教育政策研究所 「理数調査

報告書一平成15年 度理数定点調査集計結果一」

(研究代表者 ・三宅征夫),2004.が ある。
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子 どもの学習への教師の影響一理数定点調査より一

(4)科 学に対す る態度の変化 した生徒への指導法の影響

松 原 静 郎

MATSUBARAShizuo

国立教育政策研究所

[要旨]:同一地域の11年 離れた2集 団で、小5か ら中2へ と進む間に理科に対する態度と科学の価値の

意識が変化 したグループと、好ま しい意識を持続 していたグループで、理科の学習における諸活動の頻

度との関連を調べた。理科が面白いとする意識へは多くの活動が影響 していること、楽しい理科授業や

実験活動による意識への影響が減ったのは頻度が一層増えた結果 と思われることなどが見いだされた。

【キーワー ド】:理科教育,指 導法,活 動頻度,経 年変化,小 ・中学校,理 数定点調査研究

1は じめに

1989(平成元)年度より1996(平成8)年度まで5県 の

各1地 域において小学校第5学 年から高等学校第3

学年まで同一年齢集団(集 団1)を 対象とした理数に

関する追跡研究を実施してきた。また、その継続調

査として同一地域で2000(平 成12)年 度に小学校第

5学 年、2003(平成15)年 度に中学校第2学 年にお

いて同一年齢集団(集団C)を 対象とした追跡調査を

行ってきた1)。このデータを使うことで11年 の間隔を

空けて子どもの理数に関する意識等の変化を見るこ

とができる。

本報ではこの2集 団の追跡データの比較を基に、

小学校から中学校へと進み、子どもの理科に対する

態度や科学の価値の意識が変化したかどうかと、理

科の諸活動の頻度について報告する。

なお、集団1の 小学校5年 時は1989(平 成元)年度

であり二つ前の学習指導要領による教育を受け、中

学校3年 時には前回の学習指導要領に移行してい

る。一方、集団Cの 小学校5年 時は2000(平 成12)

年度であり、小学校では前回の学習指導要領による

教育を受け、中学校では1年 時より現行の学習指導

要領下での教育を受けている。

て本調査の追跡対象 を受けた子 どもであ り、

その人数は表1の とお りである。

表1調 査年度及び追跡対象者数

集

団

1

C

調査年度

小5

平成元年

平成12年

中2

7年度

15年 度

追跡対象

者数

2196名

1692名

2調 査時期及び分析対象

本調査は各年度8,月 下旬か ら11月 末の約3

か月の間に3校 時を使 って実施 している。

調査対象者は、対象学校 の対象学年 全員

(2000名 規模)と している。本報の分析対象

者は集団1及 び集団Cの 両集団において調査対

象となった学校の小学校5年 と中学校2年 におい

3調 査項 目及び分析方法

理数定点調査研究においては、理数 問題や

読み問題のほか、質問紙 として95の 質問項

目について調査を している。

今回は、表2に 示す理科に対する態度 と科学

の価値に関する6項 目の回答が特徴的な2グ ル

ープについて、理科の学習に関する9項 目への

回答の差異を検討する。

表2理 科に対する態度と科学の価値の項目

項目略称

内容過剰*

野外楽しい

器具困難k

理科面白い

生活豊か

日常役立っ

項目内容

理科は学ぶ内容が多すぎます。

屋外で生物を観察することや地形を観察

することは楽しいです。

理科は器具の取 り扱いがあるとむずかし

いです。

理科はおもしろいと思います。

数学や科学をよく身につければ、一層生

活が豊かになります。

自然科学(数 学や科学)は 、日常生活の

問題を解決するのに役立ちます。

注)*は 、問い方が否定的な項目を示す。
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回答は賛成から反対まで5肢 選択であるが、そ

れを好ましい回答3、 中立2、 好ましくない回答1

の3肢 に直 して分類 した。 したがって、表2の*

の項 目は賛成が1、 他の項目は賛成が3と なる。

特徴的な回答をしたグループとして小5で は好

ましい回答3で あったが、中2で は好ましくない

回答1と なったグループ(表3の 一)と 、小5、

中2の 両学年において、それぞれの項 目で好まし

い回答をしたグループ(同+)を 取 り出した。

理科の学習に関する9項 目はその活動頻度によ

り、ほぼ毎 日は1.00、 ほぼ毎週0.75、 ほぼ毎月

0.50、 ほぼ毎学期0.25、 ほとんどなし0.00と5

段階でコー ド化 し、教師の指導の仕方を見るため、

それぞれのクラス平均を算出して、その数値を各

クラスに属する生徒に割 りあてた。表3で は、こ

の数値を使って求めた、上記の一グループと+グ

ループに当てはまる生徒の平均値を示している。

4分 析結果

表頭の態度 と価値の項 目ごとに一グループと+

グループとの間で有意差のある学習項目を見ると、

理科に対する態度項 目のうち、「理科面白い」は両

集団とも多 くの学習活動で有意差が見られ、授業

での種々の活動が理科の好き嫌いに影響 している

と考えられる。他の3項 目では集団C(2003年 度)

は集団1(1992年 度)に比べて有意差(影 響)の あ

る活動は半数程度である。一方、科学の価値の2

項 目ではほとんど影響のある活動は見られない。

理科の学習活動から見ると、「板書 ・ノー ト」

は両集団で影響のある項 目 「理科面白い」、「日常

役立っ」ともに活動頻度がグループ間で逆転して

いる。「板書 ・ノー トJは相関でも同様な関係が見

られ、活動に質的な変化があったと考えられる。

「楽しい理科授業」や 「生徒実験」「演示実験」で

は集団Cで 影響のある項 目が減っているが、この

間これらの活動を多くの教師が取 り入れ、活動頻

度が一層大きくなった結果と考えられる。「野外観

察」では活動頻度が増し、「野外楽 しい」などに影

響が見られる。「生活関連」は集団Cで 価値項目

「生活豊か」に影響が見 られ るようになった。

1)例 えば、理数定点調査研究プロジェクト 「理数

調査報告書」国立教育政策研究所調査研究等特

別推進経費報告書(代 表三宅征夫)(2004)な ど

表3小 学校5年 から中学校2年 へ進む時点での意識変化の有無と中学校での理科の学習活動の違い

「理 科 の学 習 」

活動 内容1)

前時の復習

教科書中心

板 書 ・ノー ト

希望反映

楽しい理科授業

理科の

学習
番号

学 習31

学 習32

学
の
翻

中
で
意

容 過剰

態Ol

集団1 集団C
一:N=439

+:v=345

N=389

N=248

_0.667,,0.679
+10.68410.696

十

学 習33f一
十

学習34
十

0.8230.724
0.8210.742
0.8100.830
0.7880.845

,jO.4950.526
0.5340.541

学 習35・
十 1:1器il:6_29_647

野 外'し い

33

集団1i集 団C

N=179

N=1198

0.643

0.679

0.azi

O.825

0.809

0.805

N=192

N=848

0.678

0.ssa

O.730

0.733

0.824

0.843

0.4900.511

0.520?0.543

0.57010.615

0.6121.0.641

器 具 困難

39

集団1i集 団C
N=322

N=485

N=269

N=287

0.670':.0.685
0.6760.689
0.829'0.716
0.822iO.736

理 科面 白い

40

集団1 集団C

N=257

N=1177

0.650
0.68610.693

N=192

N=924

0.655

0.832'_.0.718
0.820iO.736

0.8140.840
_齋 礁

0.80110.8460sor

O.5060.4880.545

0.5290.5240.545

0.5830.648

0.6240.649

0.751!0.849

0.780iO。856'

0.847

0.500

0.552

0.551'0.599
0.632:0.658
0.733!0.828
0.778=0.859

生 活 か

値05

集団1i集 団C

N=233EN=167

N=6501N=485

o・672×0.684

0.672iO,688

0.827iO。720

0.823iO。739

0.8060.836

0.siiO.839

0.5080.531

0.520:0.545

0.596sO.627

0.611!0.647

0。770iO.853

0.7600.853

日吊役 立っ

値06

集団1i集 団C
N=241

N=907

0.677

0.673

0.829

0.824

0.sｻ

0.804

0.505

N=200

N=708

0.685

0.685

0.715

0.737

0.820

0.843

0.524

0晶Z.鯉.84§.0・756趨L生 徒 実 験 学 習36
+O .798iO.8630.76giO.851

+8:1翻:飛8:1翻 駕18:謙8:1}18:§ 鮒8:ll88:911韮1:19・9演 示 実 験 学 習37

iO.2300.221 誌0.217,0.2100.2100。230野 外 観 察 学 習38
+0.2410 .233io.228iO.2280.2350。225

0.214iO.3760.211iO.3790.195iO3600 .211iO.366むロ　む　0.3590.3570217生 活 関 連 学 習40

+0.230iO.3630。2200.3770.220iO.3770227iO .3830.2230.3810,22010.370

1)活 動 内容 の 網 掛 部 分 は 平 均値 が 高く回答 にか な り偏 りがあ る活 動 を示 す 。なお 、コンピュー タと集 団1の 野 外 観 察 は 平 均 値 が0.1と

偏 りが 非 常 に大 きいの で 、ここで は分 析 対 象 から除 いた。

2)中 学 で の意 識 は 、小 学 校5年 時 は それ ぞれ の 態 度 項 目に好 ましい 回答 をし、中学 校2年 時 に好 ましくな い 回答 に変 化 した生 徒(一)と

好 ましい 回答 のまま変 化 してい ない 生 徒(+)そ れ ぞ れ の、理 科 の学 習 活 動 ご との クラス平均 を個 人 に割 り振 った ときの 平均 値 を示 す 。

ただ し、それ ぞ れ に該 当 す る生 徒 の 割 合 が全 体 の10%未 満 の態 度 項 目と価 値 項 目の 計 五 つ は、ここで の 分 析 対 象 か ら除 いた。

3)表 の 数値 は 大 きい ほど好 ましい 回 答 を、網 掛 部 分 は 中 学 で の意 識 の 違 い により有 意 水 準5%で 活 動 の 平均 値 に差 が あることを示 す 。

4)表 の 数値 の斜 体 字 は集 団1とCで 平 均 の 大 小 の 向 きに違 いが あることを示 す 。

0.5171,0.538

0.598fO.612

0.6061 .0.639

0.774:0.847

0.7641 .0.850

0.6510.700

0.64210.696
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